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　日は傾き始めていた。

　遠くから、電車の音が聞こえてくる。

　眼下に広がる家並みはどれも、夕焼けを浴びて茜あかね色いろに染まっていた。

　ぎし……。

　涼りよう介すけの肘ひじの下で、フェンスが軋きしんだ。

　安っぽい金網のフェンスは、耐用年数をとうに過ぎていると見え、夕焼けの力を借りなくても、充分赤く、錆さびに染まっている。

　しばらく来ねえうちに、随分とまた、がたが来たもんだな。

　涼介は薄うすく笑い、右手を学ランの内ポケットへと差し入れた。皺しわの寄った煙草たばこの袋を取り出し、ひょいとひと振りする。首を出した一本を口にくわえ、残りをポケットへと戻す。

　使い捨てライターで火を点つけると、涼介は深く煙を吸い込んだ。

　七年……いや、八年振りか……。

　初めてこの『秘密基地』を見付けたのは、涼介が小学生の時だった。当時から既に、このビルは廃はい墟きよも同然の有り様だった。

　随分とあとになってから知った事だが、こうした耐用年数を過ぎた建物は、所有者の責任において解体せねばならないものらしい。だが、おそらくは資金の問題で、このビルの持ち主はその義務を遂行していなかったのである。

　もっとも、そのお陰で、涼りよう介すけは素晴らしい『秘密基地』を手に入れる事ができたのだ。

　誰だれもいない、なににも使われていないビルが、丸ごとひとつ。その空間は、やんちゃ坊主が一人で味わい尽くすには、到底不可能なほどに膨ぼう大だいだった。

　涼介は、遊び仲間たちを密ひそかに招待し、同時に領地を分け与えてやった。子供たちの中には、漫画を山ほど持ち込む者や、小さなテレビごとゲーム機を持ち込む者、果ては寝袋から飯はん盒ごうまで衣食住を丸ごと賄おうとする者までいたが、そうした連中一人一人に部屋を分け与えても、なお余りあるほど、この『秘密基地』は広大だったのである。

　涼介たちは、暇さえあれば、この『秘密基地』の中を駆かけ回った。追い掛けっこや、隠れんぼ、玩具おもちやのピストルを持ち込んでの銃じゆう撃げき戦せん……。今思い返してみても、なかなか愉快な日々だったと思う。

　だが、黄金の日々は、そう長くは続かなかった。子供たちが廃ビルを遊び場にしている事が大人たちに知れたのである。涼介たちはこっぴどく叱しかられ、『秘密基地』は厳げん重じゆうに封印されてしまったのだ。

　あれから、既に八年。涼介も高校三年になった。進学するつもりはないから、来年は晴れて社会人という事になる。だが、それだけの年月を経ても、あの時の『秘密基地』は、依然として、そのまま存在していた。あの時、父兄一同からさんざん抗議された筈はずだから、このビルの持ち主の図太さも相当なものだ。

　八年振りに忍び込んだ『秘密基地』は、あの頃ころと変わっていなかった。こうして屋上に立って眺める景色も、家並みに変化はあるにせよ、ほとんど変わらない。時の流れとは無む縁えんのようなこの場所に、涼介は不思議な感慨さえ覚える。

　だが。

　涼介が今ここにこうしているのは、昔を懐なつかしむためでも、景色を楽しむためでもなかった。

　再び、この場所を活用すべき時が来たからだ。ただし、今度は遊びではない。

　錆さびたフェンスに両りよう肘ひじを乗せたままのポーズで、涼介は、吸い込んだ煙を、ふうっと吹いた。吹いた煙は風に流され、風の中に散って行く。

　その様子を眺めつつ、涼介は独ひとり言ごとのように口を開いた。

「そろそろ、いいんじゃねえのか？」

　だが、屋上には、涼介の他ほかには誰もいない。応こたえる者もいなかった。

　もう一度、煙を吸い込み、そして吐く。

　それだけの間を置いてから、涼介は再度、口を開いた。

「わざわざ、こんな人ひと気けのない所まで来てやったんだ。いつまでも勿もつ体たいつけてんじゃねえよ。さっさとその面つらぁ見せな」

　後半に少しばかり凄すごみを利かせてやる。

　数すう瞬しゆん置いて、

　……こつ。

　硬い足音が聞こえた。コンクリートを踏む革靴の音。方角は涼りよう介すけの真後ろ。屋上への上がり口からである。

「まんまとおびき出された……と、いうわけかな？」

　男の声が言った。

　ようやくのご登場か。

　夕景色に目を向けたまま、涼介は薄うすく笑う。そして煙草たばこを踏み消すと、おもむろに振り返った。

「まあな」

　屋上への上がり口。そこから一歩踏み出した所に、一人の男が立っていた。

　こいつが、親父おやじの相手か……。

　涼介は、じっくりと相手を値踏みした。

　三〇前後の男だった。グレイの背広を着ている。背格好といい、顔立ちといい、目立つような特徴はない。どこにでもいそうなサラリーマンにしか見えなかった。

　筋肉の付き方、身の置き方にも、特に警けい戒かいすべき点は見られない。

　素人だ。

　涼介は、そう判断した。少なくとも、荒仕事を専門にするような人種ではない。

　さあて。どう料理してやろうか。

「……私に、なにか用事でもあるのかな？」

　男がさりげない口調で、そう切り出す。罠わなに嵌はまったと知ったわりには、いやに余裕のある口振りと表情だった。たかが高校生のする事と甘くみているのかもしれない。

「用があるのは、あんたの方だろ？」涼介もまた、のんびりと切り返す。「郵便局からずっと尾つけてきやがってよ」

「ほう……。それも知っていたのか」男は苦笑を浮かべる。「やはり慣れない事はするものじゃないな」

「そんなに、こいつが欲しいのかい？」

　涼介は、学ランの右ポケットを、ぽんと叩たたいてみせた。

「ああ、欲しいね」

　率直極まりない答えだった。なかなか図太い男である。

「どうだろう。素直に渡して貰もらえないかな？　君には価値のない物だ」

「俺おれにはなくても、親父にはある。……それに、あんたにも、な」

　男は、僅わずかな苦笑を浮かべた。

「確かに。では、どうだろう。一〇万払うが？」

「はん、俺も安く見られたもんだ」

　涼りよう介すけは鼻先で笑い飛ばした。

「それは失礼。では二〇万」

「……」

「三〇」

「金持ちなんだな、あんた」

　涼介がからかうと、男は軽く肩を竦すくめた。

「とんでもない。私もしがないサラリーマンなのでね。これでも精一杯、無い袖そでを振ってるんだよ。あまり苛いじめないで欲しいね……。いったい、幾ら欲しいんだい。率直に聞かせて貰もらえないか、川かわ崎さき涼介くん？」

　男は、わざわざ涼介のフルネームを口にした。個人情報を知っている事を示して、涼介をひるませようとでも思ったのだろう。だが、その程度の事は予測のうちだった。光こう太た郎ろうと敵対し合っているのなら、その家族構成くらいは調べていて当然である。

「残念ながら、俺おれが欲しいのは金じゃねえんだよ」

「ほう……。では、なにかな？」

「あんたさ。その首を引ひっ摑つかんで、洗いざらい吐かせてやる。そうすりゃ、親父おやじの仕事も楽になるってもんだろ？」

　その返答に、男は軽く目を見開き、そして声を上げて笑い出した。

「こいつは驚おどろいた。不良息子とばかり聞いていたが、意外に親孝行なんだな」

「褒ほめてくれてありがとうよ」

　男の揶や揄ゆを受け流しながらも、涼介は男から目を離さない。

「だが、涼介くん。私を捕まえて……それからどうするつもりだい？　腕っ節だけでは、大人の世界には通用しない。だからこそ、君の父上が苦労なさってるんだろう？」

　男は、からかうように言った。

「生憎あいにくと俺はまだ未成年なんでな。大人の世界のルールなんざ、知ったこっちゃねえんだよ」

「ほう……？」

「なぜ俺が、わざわざこんな所まで、あんたを連れて来たと思う？」

　涼介は、男を見据える目に、じわりと力を込めた。

「さあね」

「あんたを半殺しにするのに、邪じや魔まが入るとまずいからさ」

　脅しではない。涼介は本気だった。そして、涼介が本気である事が、男にも分かった筈はずである。

　だが、それでも男は笑みを絶やさない。そして、逆に問い返して来た。

「どうして私が、のこのここんな所まで、君について来たと思う？」

「……なんだと？」

「気兼ねなしに、こいつを使えるからさ」

　次の瞬しゆん間かん、男の右手には、背広の内側から取り出した拳けん銃じゆうが握られていた。そして、ぴたりと涼りよう介すけの眉み間けんに狙ねらいを定める。

「う……」

　涼介の体が凝ぎよう固こした。

「一応言っておくが、玩具おもちやではないよ」

　男は依然として微笑したままだ。だが、その目付きは一変していた。絶対的な優位に立った者の目、嬲なぶる事を楽しむ者の目付きである。

「……しがないサラリーマンが、聞いて呆あきれるぜ」

　涼介は呻うめいた。向けられた銃口から目を引ひき剝はがす事ができない。

「これが国際化という奴やつさ。勉強になっただろう？」

「ざけやがって……」

「では、ひとつ賢かしこくなったところで、おとなしくポケットの中の物を渡して貰もらおうか」

　男は、促すように、銃口を軽く振った。

「……こんな所で撃うてるのかよ。そんなもんぶっ放したら、そこら中大おお騒さわぎになるぜ」

　吐き捨てる涼介に、男は答えなかった。少なくとも、口では。

　ぴしゅん。

　小さな音が弾はじけ、涼介の足元でコンクリートの砕片が散った。なんの躊躇ためらいもなく、男は引き金を引いたのである。涼介には、飛び退のく事さえできなかった。

「どうやら大丈夫のようだね」男は薄うすく笑った。「最近の消音器サイレンサーはよく出来てる」

「く……」

　突き付けられた銃口を前にして、涼介は歯は嚙がみするしかなかった。

　誤ご算さんだった。ここまでの相手とは思ってもいなかった。罠わなに嵌はめたつもりが、逆に追い詰められてしまった。光こう太た郎ろうの手助けをするつもりが、逆に足を引っ張る事になってしまったのだ。

「さあ、早くしたまえ。私も、できる事なら撃ちたくないんだ。あとの始末が面倒になるからね」

　引き金に掛けられた指に、じわりと力がこもった。

　男は本気だった。本気で撃つつもりだった。人を殺すことを忌き避ひする気持ちは、この男にはない。涼介の返事を待っているのは、自分でも言ったように、あとの始末が面倒になるから、そしてもうひとつ付け加えるならば、涼介を屈服させたいからだ。命いのち乞ごいする姿を見たいからだ。

　涼介には、それが分かる。

　だから、なおさら渡せない。涼介の意地が、それを許さない。

「撃ちたきゃ撃てよ。確かに、この場は俺おれの負けだ。だがな、お前が勝ったわけじゃねえぞ」

　涼りよう介すけは、銃口から目を上げ、男を真正面に見据えた。

「ほう……それはいったい、どういう意味かな？」

「こんな物はただの保険だからだ。今日あたり親父おやじが帰ってくる。そうすりゃどの道、お前は終わりだ」

　すると男は、喉のどの奥で笑った。

「なんだ。知らなかったのかい？」

「……なに？」

「もう二時間ほども前になるかな。君の父上は事故に遭われたよ。空港から社に戻る途中でね」

「な……んだと……」

　すっと血の気が引いて行くのが、自分でも分かった。

「まったく、不幸というものは、どこに転がっているか分からないね。そうは思わないか、涼介くん？」

　男の薄うす笑わらいを見た瞬しゆん間かん、引きつつあった血の気が、一気に反転した。

「手て前めぇ！」

　そう叫んだ時には、涼介の体は男に飛び掛かっていた。

　拳けん銃じゆうの事など、どこかに吹き飛んでいた。策略もなにもない、ただ怒りに任せての突進だった。

「む……」

　この時初めて、男の表情に狼ろう狽ばいが浮かんだ。無む謀ぼうというにも愚かな涼介の行動に、意表を突かれたのだろう。

　だが、それもほんの一いつ瞬しゆんである。男は距離を取るべく後方へステップを踏むと、涼介に狙ねらいを定めて引き金を引いた。

　ぴしゅん。

　消音器サイレンサーに抑えられた、小さな音。

　だが、それを耳に聞くより早く、涼介の頭部は真横へと弾はじかれていた。

　撃うたれたわけではない。撃たれたなら生きてはいない。突進する涼介の動きを、男は捉とらえる事ができなかった。涼介を打ち倒したのは、右のこめかみを掠かすめて飛ぶ、銃弾の衝しよう撃げき波はだった。

　涼介は硬いコンクリートの上に倒れ込んだ。激しい頭痛と耳鳴りが、涼介の頭の中を駆かけ巡る。だが、そんなものに構っていられる場合ではなかった。

「ぐうっ」

　遠のきかけた意識を奥歯を嚙かみ締しめて引き戻し、涼介は跳ね起きた。男が体勢を立て直す前に飛び掛からねば、勝機はない。

　だが、その涼りよう介すけを、男は待ち構えていた。両手に構えられた拳けん銃じゆうが、涼介を狙ねらっている。

「ちいっ」

　男の指に力が入る。そう見た瞬しゆん間かん、涼介の足はコンクリートの床面を蹴けっていた。射線から逃れるべく、斜め後方へと跳びすざったのである。

　だが、跳んだその方向には、フェンスがあった。

　がしゃっ。

　涼介の体当たりを受け、フェンスの金網が耳障りな音を立てる。

　躱かわせない。

　撃うたれる！

　そう思った瞬間だった。

　ふわっ……。

　涼介の体が流れた。

　フェンスは涼介の体を弾はじき返さなかった。赤あか錆さびたフェンスには、涼介を受け止めるだけの耐久力が既になかったのだ。

　涼介は、自分の体が空中にあるのを知った。そして……落ちて行く。

　落ちて行く。落ちて行く。俺おれの体が落ちて行く。

　死ぬ……のか……。

　妙に間延びした時間の中、涼介は思った。俺はこのまま死んでしまうのか。川かわ崎さき涼介の人生はこれで終わりなのか。こんな終わり方をするのか。

　冗談じゃない！

　俺が死んだら、親父おやじの仇かたきは誰だれが討つ。父子共々奴やつに殺されて、それで終わりだなんて事があって堪たまるものか。

　死ねはしない。死ねるものか！




　だが、地球の重力は、涼介を見逃してはくれなかった。
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　　　　　　　　Ⅰ




　月曜日の夕方。

「ええっと……」

　浦うら和わ涼りよう介すけは、本棚を調べていた。

　文ぶん教きよう堂どう。駅前の本屋である。本屋なら学校のそばにも幾つかあるが、わざわざここまで足を延ばしたのは、品しな揃ぞろえの点で格段の差があるからだ。

　涼介が探しているのは『英文解釈教室』という英語の参考書だった。

「これはいい参考書だぞ。分かりやすいし、細かいところまできっちり解説してある。対象が受験生だから、君らにはまだ少し難しいかもしれないが、最後まで読み通せば、読解力のアップは間違いない」

　今日の授業で、英文読解の中なか田た輝てる雄おが、そう薦すすめていたのである。

「……ああ、これか」

　涼介は、白い背表紙の『英文解釈教室』を、本棚から抜き出した。

　ハードカバーの参考書である。値段を見ると、二五〇〇円。少し高い。

　涼介は、鞄かばんを足元に置くと、『英文解釈教室』を広げてみた。

　最初に、やや長めの英文が書かれており、次にその文中に使われている単語や慣用句の説明。それから、訳文があって、最後に訳す上での注意点。そしてまた次の英文。それが最後まで続く。

　挿絵があるわけでもなければ、カラーでもない。とことん硬派な参考書だった。さすがに受験生用というだけの事はある。

　涼りよう介すけには少々歯ごたえがありすぎるような気もするが、良い参考書である事は確かだった。

　財布の中身を覗のぞいてみると、千円札が三枚ある。

「どうしようかな……」

　涼介は少し考え込み、それから『英文解釈教室』を手にレジへと向かった。







　　　　　　　　Ⅱ




「さすがは涼ちゃんね。ママも鼻が高いわ」

　第一志望だった東ひがし高こうに合格が決まった時、花はな枝えは飛び上がらんばかりの喜びようを示したものだった。東高が、県内でも有数の進学校だったからである。

　だが、涼介自身は、そこまで手放しに喜べないでいた。確かに、第一志望の高校に入学できた事は嬉うれしいが、天下を取ったような母親のはしゃぎようを見るにつけ、妙に白けた気分になってしまうのである。

　中学の時から学校の成績は良かった。勉強する事も、嫌いではなかった。知識を得るという事が面白かったし、数学などは、パズルを解くようで楽しくさえあった。

　大人は、学校の成績が良いと褒ほめてくれる。それだけで無条件に褒めてくれる。特に花枝は、その傾向が強い。

　だが、成績の事を褒められるたびに、そんなに大した事なのかな、と、涼介は疑問に思うのだ。確かに、いろいろな知識があるという事は、人に誇れる事なのかもしれない。だが、テレビのクイズ番組などを見ながら問題に答えるのと、テストに出てくる問題を解くのに、どれだけの違いがあるというのだろうか。

　学校の成績が良いという事に、涼介は、むしろ劣等感さえ感じていた。正確にいえば、それ以外に誇れるものがない自分に、だ。そして涼介は、学校の成績というものに、さほどの価値を感じてはない。

　僕にはいったいなにがあるというんだろう。その不安が、涼介にはある。

　だが、人に話せる悩みではなかった。まだ中学生の頃ころ、世間話のついでにクラスメイトに言ってみた事がある。

「贅ぜい沢たくな悩みだな。嫌みに聞こえるぞ」

　それが、クラスメイトの反応だった。

　東ひがし高こうへの進学は、担任の勧めや、花はな枝えのたっての希望で決めたのだが、その事にも涼りよう介すけは一抹の不安を覚えていた。まわりの生徒たちが、みなガリ勉タイプの人間だったら、ちょっと嫌だなと思っていたのである。

　だが、入学して一ケ月余りが過ぎ、それはどうやら杞き憂ゆうだったと分かってきた。

　確かに、授業の進行は速いし、その授業をみな集中して受けている。だが、ガリ勉といえるような生徒はごく一部で、大半は伸び伸びと高校生活を送っていた。

　教室で涼介の隣となりの席に座る桜さくら井い哲てつ雄おなどは、授業中に漫画を盗み読むほど不ふ真面目まじめな生徒だが、入学後何度か行われた小テストでは、いつも抜群の成績を収めている。いったい、いつ勉強しているのかとの涼介の問いに、桜井はこう豪語したものである。

「ガリ勉しなきゃ、点数が取れないような奴やつは、三流だよ」

「それは……人間としてって事？」

　涼介は訊きいてみた。

「いやぁ、学生としてさ。人間としてならせいぜい五流だね。わざわざ勉強なんかしなくてもできる奴が、二流。俺おれはこの辺かな」

　自分を二流にランクするあたり、桜井にも少しは謙虚なところがあるらしい。

「じゃあ、一流は？」

「勉強しなくてもできる癖くせに、自分の興きよう味みを満たすため独自に勉強する奴さ。うちのクラスにも何人かいるだろう。真さな田だとか、若わか松まつとかさ」

　桜井の評価が正当かどうかはともかくとして、こういう考え方をする生徒がいるという事が、涼介には興味深かった。そして初めて、東高に入って良かったなと思ったのである。
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　文ぶん教きよう堂どうを出た涼介は、『英文解釈教室』を小こ脇わきに抱え、帰路へとついた。財布の中が寂しくなったが、こと勉強に関するものであれば、花枝は喜んで立て替えてくれる筈はずだ。

　腕時計を見ると、六時を回ろうとしている。空は見事な茜あかね色いろに染まっていた。

　家に帰ったら、とりあえず最初のひとつを訳してみようかな。

　そんな事を考えながら、歩道を歩いていると、突然、涼介の視界に、黒い影が走った。上から下へ、だ。そして、

　ぼすんっ。

　涼介の足元で、重量感のある、だが妙に籠こもったような音がした。

　思わず涼介は立ち竦すくむ。そこへ、

　がん、がしゃんっ！

　別のなにかが、耳障りな金属音を立てた。

　四角い枠のような物が、歩道の上で跳ねていた。枠の中には金網が張られている。

　フェンスだ。フェンスが落ちて来た……？

　涼りよう介すけは、上方へと顔を向けた。

　歩道のすぐ脇わきにビルがあった。もう何年も前から使われていない空きビルだ。屋上には安全のためのフェンスが張り巡らされている。だが、そのフェンスには一ケ所、ぽっかりと穴が開いたように抜け落ちた部分があった。

　あそこから落ちてきた事は間違いないようだった。

　涼介は足元へと目を戻し、フェンスと共に落下して来たものを見た。黒くて大きいその『なにか』を。

　分かっている筈はずだった。この形、この大きさ。この世に幾らもあるもの、よく知っている筈のものだった。だが、涼介の頭は働かない。その両者を結び付ける事ができないでいた。

　その時、

「うぉ……」

　微かすかな音を立てて、それが、ごろりと仰向けになった。

　若い男の顔が、そこにはあった。

　間違えようがない。認めざるを得ない。それは一人の人間だった。屋上から転落した人間が、たった今、涼介の目の前で地面に激突したのである。

　男は学生服を着ていた。だから黒っぽく見えたのだ。

　その目が空を仰いでいる。だが、なにかを見ているわけではない。ぽっかり開けられたその両目は、焦点が定まっていなかった。

「……や……じ……」

　血の気の失うせた唇が微かに震ふるえる。

　動いてる……まだ生きてる……。

　そして涼介は我に返った。ぼけっと立ち尽くしているような場合ではない。

「だ、大丈夫ですか」

　涼介は、男のそばへと屈かがみ込んだ。

　思わず抱え起こそうとして、その手を途中で止める。下手へたに体を動かすと取り返しのつかない事になるかもしれないと気付いたからだ。

「しっかりして下さい。僕の声が聞こえますか？」

　涼介は声を張り上げたが、男は反応らしきものを見せない。死に瀕ひんしているのは明らかだった。

　一刻も早く救急車を呼ばなければならない。

　どこかこの辺に電話は……。

　涼介が立ち上がろうとした、その時である。

　ぐらりと頭が揺らぎ、男の顔が涼りよう介すけに向けられた。

　涼介は動きを止めた。

　焦点の定まらぬ男の目。その目が、その時、確かに涼介を見た。
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「……い。おい、君！」

　強く肩を揺さぶられ、涼介は、はっと顔を上げた。

　いつの間にか、周囲には人が集まっていた。野次馬と……そして警けい官かんたち。

　ある者は歩道にチョークで記号のようなものを描いており、またある者は写真を撮っている。通信機でどこかと連絡を取り合っている者もいた。

　いったい……いつの間に……。

　涼介が茫ぼう然ぜんとしていると、

「どうしたんだ、しっかりしなさい」

　先程と同じ声が、叱しかり付けるように言った。見ると、中年の警官が、涼介の顔を覗のぞき込んでいる。

「あ……あの……」

　咄とつ嗟さには言葉が出て来ない。それでも、涼介が呼びかけに応じた事で、警官はやや安心した様子だった。

「大丈夫か？」

　幾分、表情を和らげて、そう訊たずねてくる。

「あ……はい……」

「ならいいが……あんまり驚おどろかさないでくれよ。固まったまま動かないから、何事かと思ったじゃないか」

　涼介は、歩道に片かた膝ひざをついたままの姿だった。あの時、あの男が涼介を見たような気がして……そしてそのまま気を失ってしまったらしい。

「いったい、どうしたんだ？」

「分かりません……なんか、頭がぼうっとしちゃって……」

　涼介は片手で額ひたいを押さえた。

「まあ、無理もないよ。普通は見ないようなものを見せられたんだからね」

　警官は、気にするなというように、涼介の肩を叩たたいた。

「……あの人は……？」

「心配しなくていい。すぐに病院に運ばれたよ」

「そう……ですか……」

　目の前の歩道に、チョークで人型が記されていた。あの男が横たわっていた場所だ。チョークの白線に囲まれたその内側には、赤黒い染みがべったりと貼はり付いている。

　あれは……血……？

　それと意識した瞬しゆん間かん、不意に喉のどの奥を、なにかが駆かけ上がって来た。

「君……？」

　怪け訝げんな表情を見せる警けい官かんを押しのけるように立ち上がると、涼りよう介すけは道端へと蹲うずくまり、そして嘔おう吐とした。
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「落ち着いたかい？」

　四〇代半ばと見える男が、涼介の前に、湯飲みを置いた。濃こいめの緑茶が湯気を立てている。

「すいません」

　涼介は、男に頭を下げた。

「なに、いいさ。無理もない」

　私服の刑事は、涼介の肩を、ぽんと叩たたいてから、テーブルを挟んだ向かい側の椅い子すに腰を下ろした。

　警察署の中である。涼介はパトカーで、ここまで連れられてきたのだった。といっても、容疑者扱いというわけではない。単なる事情聴取だ。現場での涼介の様子に、場所を移した方がいいとの判断がされたに過ぎない。

「ま、とにかく、ひと口飲みなさい。安い葉っぱだが、口の中がすっきりするよ」

「……はい」

　涼介は素直に湯飲みを手に取り、熱い茶をひと口啜すすった。

「ところで、浦うら和わ涼介くん……だったね」

「はい」

「面白い偶然だな」

「え？」

「あっちの彼も、涼介という名前だったんだよ。川かわ崎さき涼介。北きた高こうの三年らしい」

「そう……ですか……」

　面白い、などと思える余裕は、涼介にはなかった。あの時のあの目が、いまだに脳裏に灼やき付いている。生き延びてくれるならいい。だが、もしあのまま死なれでもしたら、涼介は一生、あの目に悩まされるに違いない。

「あの人……助かるでしょうか……？」

「大丈夫。きっと助かるよ」

　その刑事は涼りよう介すけを力付けるように頷うなずいてよこしたが、根拠があっての言葉ではない事は、あとに続いた台詞せりふで明らかだった。

「それに……もし不運な事になったとしても、それは君の責任ではない。気に病む事はないんだよ」

　理屈としてはそうだ。だが、人間は理屈だけで動くわけではない。もしあの男が死んでしまったら、あの男の家族は涼介の事をどう思うだろう。直接の関かかわりはなくとも、恨めしく思うに違いない。涼介自身でさえ、ある種の後ろめたさを感じずにはいられないのだから。

「川かわ崎さきさん……でしたね。その人のご家族には……もう？」

「ああ、連絡はしたよ。なにか取り込んでる様子だったそうだが、今いま頃ごろは病院に駆かけ付けてる頃じゃないかな」

「そうですか……」

「ところで浦うら和わくん。学校の方はどうだい？」

　突然、話題を変えられ、涼介は面食らった。

「学校……ですか？」

「いや、実は私の息子も、今年東ひがし高こうに入学したばかりなんだがね。どんな具合だと訊きいても、ろくすっぽ答えようとせんのだよ。やっぱり、君らぐらいの年になると、親父おやじなんか煙ったいだけの存在なのかな」

「さあ……そんな事もないと思いますけど」

　涼介には、どちらかといえば、母親の方が煙ったい。

「勉強の方は、やっぱりきついのかい？」

「いえ別に、きついという程でもないですけど……」

　涼介は曖あい昧まいに答えた。

　あまり思い詰めないようにと、世間話などしてくれているのだろうが、初対面の大人と面と向かってでは、どうにも居心地が悪い。

「あ……そういえば、僕の鞄かばん、どうなりました？」

　涼介は、ふと思い出した。

「ああ、ちゃんと持って来てあるよ。鞄と……本も君のだね？」

「ええ、そうです」

　本というのは、『英文解釈教室』の事だろう。あんな参考書を買いに行かなければ、今頃は家でのんびりできていた筈はずだ。そう思うと、涼介には中なか田たが恨めしい。

「帰る時に渡そうと思っていたが……、気になるんなら、持って来てあげよう」

　気軽に刑事は立ち上がった。

　その時、

「あの、関せきさん、ちょっと……」

　まだ二〇代と見える若い刑事がやってきた。

「どうした？」

　関せきと呼ばれたその刑事が顔を向ける。

「保ほ護ご者しやの方がいらっしゃいました」

「そうか……じゃあ、お通ししてくれ」

「ですが、その……」

　若い刑事は、なにやら言い淀よどむ。

「なんだ？」

「なんと言いますか……ちょっと興こう奮ふんしてらっしゃいまして、それでちょっと」

「ふむ……」関は、ちらりと涼りよう介すけに目を向けてから、若い刑事に頷うなずいた。「分かった。とにかくお通ししてくれ」
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「いったいどういうつもりなんですか。うちの涼ちゃんになんの恨みがあるんです！」

　……勘弁してよ。

　金切り声を上げる母親の姿に、涼介はうんざりした。

　昔から過保護な花はな枝えではあったが、二年前に父親の単身赴任が決まってからは、一層その傾向に拍車が掛かっている。

「まあ、奥さん、とにかく、落ち着いて下さい」

　関は、抑えて抑えて、というように、両手を広げた。

「これが落ち着いていられますか。聞けば、パトカーで連行してったっていうじゃありませんか。なんでうちの息子を犯人扱いするんです。事と次第によっては訴えますよ」

「どうやら、誤ご解かいがあるようですね。息子さんにここまで来て戴いただいたのは、事故の様子を訊きかせて戴くためですし、パトカーを使ったのは、それが手近にある車だったからです。他意はありません」関は、ゆっくりと、嚙かんで含めるように説明した。「第一、犯人犯人とおっしゃいますが、これは事故……と、決め付けるのはまだ早いかもしれませんが、いずれにせよ、息子さんはただその場に居合わせただけです。他ほかの目もく撃げき者しやの証言も一致しておりますし、疑う余地はありません」

「本当ですね？」

　花枝は敵意にも似た感情を込めて、関を睨にらみ付けている。

「はい。むしろ息子さんは、事故にあった少年の命を助けようと努力なさっていたそうです。なかなかできる事ではありません。我々も感心させられました」

「それは……自慢の息子ですもの」

　花はな枝えの表情が、微妙に揺らいだ。うまい事、関せきに矛先を躱かわされたという形である。

　だが、涼りよう介すけは、関の言葉が真実ではない事を知っている。確かに、助けなければとは思った。助けようとも思った。だが、結局、涼介はなにもできなかった。救急車を呼ぶ事さえできずに、その場で気を失ってしまっていたのだから。

「では、息子を引き取らせて貰もらっても、構いませんわね」

「無論です。ただ……奥さん」

「なんでしょう？」

「今回の件で、息子さんは、かなりのショックを受けられたようです。しばらくは、そっとしておいて上げて下さい」

「そんな事、言われなくても分かってます」

　余計なお世話だと言わんばかりの花枝の様子を、涼介は、関に失礼だと思ったが、当の関は、別に気にもしていない様子だった。仕事柄、こうした相手の応対には慣れているのかもしれない。

「それは失礼しました」

　軽く頭を下げてから、先程の若い刑事を手招きする。その刑事は、大きな紙袋を抱えていた。

「じゃあ、浦うら和わくん。一応、中を確認してくれたまえ」

　涼介は、若い刑事から紙袋を受け取ると、中を覗のぞいてみた。涼介の荷物が、いっしょくたになって入っている。鞄かばんも『英文解釈教室』も、確かにある。

「全部あるね？」

「はい、確かに」涼介は頷うなずいてから、小声で関に謝あやまった。「あの……すいません。母がなんか失礼な事を……」

「なに、いいさ。よくある事だよ」関は笑った。「それより君も大変だな。いろいろと」

「……はあ」

「さあ、涼ちゃん。帰るわよ」

　後ろから花枝が声を掛けてきた。

「ああ、奥さん。もしなんでしたら、うちの車でお宅までお送りしますが」

　関が気を使ってくれたが、花枝はにべもなく答えた。

「お断りします。パトカーなんかに乗って帰ったら、ご近所になんて言われるか、分かったもんじゃない」

「ご心配なさらずとも、ちゃんと覆ふく面めんパトカーを使いますよ」

　関は、そう切り返し、涼介を見て、ちらりと笑った。
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「本当に、なにもされなかったのね？」

　車が走り出すと、花はな枝えは確認するように訊きいてきた。覆ふく面めんパトカーではなく、タクシーの中である。

「なにを？」

「ああいうところの取り調べって、随分ひどい事もするらしいじゃないの。怒鳴り付けたり、殴ったり」

「テレビの見過ぎだよ」

　涼介は、疲れ切った顔に、苦笑を浮かべた。

「本当ね？」

「本当だよ」

「ならいいけど……。それにしてもママ、びっくりしちゃったわよ。夕飯の支度してたら、いきなり警察から電でん話わが掛かってくるんだもの」

「……そう」

　涼介は、お義理で相あい槌づちを打った。長話をする気には、とてもなれない。

「そうよ。……さっきの人、事故とか言ってたけど、本当なの？　自殺とか喧けん嘩かとかじゃなくて？」

「……さあ？」

「だって、変じゃないの。誰だれが好きこのんで、あんなおんぼろビルに入るっていうのよ」

「知らないよ、そんなの。僕が見たのはただ……」

　涼介は顔を歪ゆがめた。

　あの光景を、思い出してしまったのだ。

「……まあ、事故でも自殺でもなんでもいいけど、他人ひと様さまに迷惑を掛けないようにやって貰もらいたいもんだわね」

「やめてよ。そんな言い方……」

「だって、そうでしょう？　すぐ目の前に落ちて来たって言うじゃないの。ちょっとずれてたら、どうなってたかと思うと、ママ、ぞっとするわ」

「いいから、もうやめてよ。頼むから、思い出させないで」

　涼介は、強い調子で繰くり返した。

　あの光景を早く忘れてしまいたかったし、なにより、自分たちの都合しか考えていないような花枝の言葉が不快だった。
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　家へと着いた時には、既に八時をまわっていた。

「じゃあ、ちょっと待っててね。大急ぎで作り直すから」

　玄関から台所へと向かいながら、花はな枝えは言った。

「いいよ」

「でも、おなか空いたでしょ？」

「食べる気しないんだ、今」

　涼りよう介すけは答えると、そのまま階段を上がった。

　自分の部屋へと戻ると、涼介は鞄かばんの入った紙袋を机の脇わきへと置き、大きく息を吐はいた。

　とんでもない一日だった。

　パトカーなどに乗ったのも初めてなら、警けい察さつ署しよの中に入ったのも初めてである。それになにより、あんな場面を目まの当たりにしたのは、生まれて初めてだった。

　あれが、人間が大地に激突する時の音だったのだ。あれが、死に瀕ひんした人間の表情だったのだ。

　虚ろなあの目。歩道にこびりついたあの染み。そしてあの声。

　涼介は、強く頭を振った。

　忘れよう。忘れるんだ。忘れなければいけない。

　どうしようもなかった事だ。涼介に責任のある事ではない。あの時、あの場所に偶然出くわした。ただそれだけの事だ。涼介が負い目を感じる必要はまったくない。

　涼介は、制服の上着を脱ぎ、壁かべのハンガーへと掛けた。

　紙袋から鞄を引き出し、中からノートと教科書を取り出す。

　涼介が今日、どんな体験をしようと、明日も学校はある。予習と復習は、きっちりやっておかなければならない。

　だが、そう思いはしても、涼介の頭からは、あの男の事が離れなかった。ノートを見ても教科書を見ても、目がその字面を追うだけで、内容がさっぱり入って来ない。

　駄目だ……。

　涼介は諦あきらめた。いや、そもそも、勉強に没頭する事で今日の出来事を忘れようなどと考える事自体が甘かったのである。

　あの出来事は確かにあったのだ。なかった事にはできはしない。

　願わくば、あの男が命を取り留めてくれる事。

　涼介に望みがあるとすれば、ただそれだけだった。
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　ベッドに横になり、音楽を聴いていた時である。いきなり、涼りよう介すけの頭からヘッドホンがむしり取られた。

「あん？」

　片目を開くと、ベッド脇わきに亜あ季きが立っていた。片手にヘッドホンを摑つかんだまま、怒ったような顔で、涼介を見下ろしている。

「なんて格好してやがんだ、お前」

　顔を顰しかめながら、涼介は体を起こした。亜季が、バスタオルを一枚、体に巻き付けただけの姿だったからである。

「お風呂入ってたんだから仕様がないでしょ。幾ら呼んでも返事しないし」

　じろりと、涼介を睨にらむ。

「あ？」

「電話。お父さんから」

　光こう太た郎ろうは、しばらく前から海外に出張していた。行き先は、確か香ホン港コンだった筈はずだ。

「お前が聞いときゃいいだろ」

　帰りの飛行機が決まったとか、土産みやげはなんにするとか、どうせ用件はそんなものだろう。わざわざ涼介が出る必要はない。

　だが、亜季は首を振った。

「お兄ちゃんに用があるんだって」

「どんな」

「知らないわよ、そんなの……。とにかく、お父さん待ってるんだから、早く出てあげてよね」

「面倒臭えな……」

「ほら、早く早く。可愛かわいい妹が風邪かぜ引いちゃうでしょ」

　亜季にせかされ、涼介は舌打ちをしながら、ベッドから体を起こした。

　この家には、一階の応接間にしか電話がない。しかも今時、コードレスでさえないのだ。お陰で電話を使う時は、いちいち階下に降りねばならず、面倒で仕方がない。以前、珍しく兄妹で団結して、光太郎に要求した事があった。新しく回線を引けとは言わないから、せめて親子電話にしてくれと、そう頼んだのだ。だが、

「電話を使いたければ、降りてきて、ここで使え。その程度の労力も払えないような用件なら、電話なんぞするな」

　それが光太郎の回答だった。

　というわけで、いまだに川かわ崎さき家には、電話機が一台しかない。

「俺おれだよ」

『おい、涼りよう介すけ。こいつは国際電話なんだぞ。あんまり待たせるんじゃない』

　涼介が電話に出ると、光こう太た郎ろうの声が言った。

「悪ぃ悪ぃ。亜あ季きがぐずぐずしてたもんでな」

「なんだとお？」

　涼介の脇わきで、亜季が目を剝むいた。

「で、俺になんの用だって？」

　涼介は、亜季を無視して、用件を訊たずねる。だが、光太郎は、すぐには答えなかった。

『亜季がそばにいるようだな』

「ん？　ああ」

『しばらく、遠ざけておいてくれないか』

「なんだ、そりゃ」

『亜季には聞かせたくない話なんだ』

「なんだ、親父おやじ。そっちで女でも作ったのかよ？」

『だったら、お前にも知らせんさ』光太郎は笑って切り返した。『とにかく、亜季を遠ざけてくれ』

　妙な要求ではあったが、光太郎は無意味な事はしない。それなりの理由があっての事なのだろう。

　涼介は、亜季へと目を向け、さも今気付いたというように言ってやった。

「お前、まだいたのかよ」

「いたわよ。悪い？」亜季は軽く頰ほおを膨ふくらませた。「それより女の人がどうしたって？」

　興きよう味み津しん々しんといった表情で、身を乗り出して来る。

「なんでもねえよ。さっさと風呂に戻んな」

「あ……なんか怪しい」

　亜季は、疑わしげな目で、涼介を見た。

「なにがだよ」

「じゃ、なんで追い払おうとするのよ。男同士でいやらしい」

「変な気まわすんじゃねえよ、馬ば鹿か。可愛かわいい妹に風邪かぜなんか引かれちゃ困るから言ってやってんだろ？」

「あ、ますます怪しい」

「お前もしつけえな。さっさと言う事聞かねえと泣かすぞ」

「やってみれば？」亜季は、ふん、とばかりに胸を張った。「お兄ちゃんなんか怖くないもんね」

「ほおう、そうかい」

　涼りよう介すけは、亜あ季きの方へと、片手を伸ばした。バスタオルの端に指を引っ掛け、ひょいと引っ張る。巻き付けただけのバスタオルが、はらりと、亜季の体から剝はがれ落ちた。

　一いつ瞬しゆんの間があり、そして亜季は悲鳴を上げた。

「なにすんのよ！　えっち、馬ば鹿か、痴漢、変態！」

　けたたましく騒さわぎながら、あっという間に、亜季は逃げて行った。

「ふ……ざまぁみやがれ」

　ニヒルに笑う涼介の耳に、父親の呆あきれたような声が聞こえてきた。

『お前な……少しは方法を選んだらどうだ』

　電話越しにでも、涼介がなにをしたのか分かったらしい。

「とにかく、追い払うには追い払ったよ。ま、あの調子じゃ、速攻で戻って来るだろうけどな」

『だろうな。では、手短に話す』光こう太た郎ろうの声から笑いの響ひびきが消えた。『お前に局留めで荷物を送った。二、三日もすれば届くだろう。それを受け取って貰もらいたい』

「きょくどめ、てのは？」

『郵便局に留めておくという事だ。家には配達されない』

「はん……なるほどね」

『荷物は駅前の郵便局に着く。身分証明が必要になるかもしれないが、学生証で足りる筈はずだ』

「それを受け取って……どうする？」

『私が戻るまで、保管しておいて貰いたい。そして、もし……もし私の身になにかあったら、それを持って警けい察さつに行くんだ』

「警察？」

　さすがに、涼介は驚おどろいた。

　まともに暮らす、まともな社会人が口にする台詞せりふではない。光太郎の口調がこれほど真剣でなければ、なんの冗談かと思うところである。

「おい、親父おやじ……。あんた、いったい、そっちでなにやってんだよ？」

『ここでは言えない。電話で話せるような事じゃない。だが、大事な事だ。頼めるか、涼介』

　電話では話せない、か……。ますますサスペンスじみてきたぜ。

「なんだかよく分からねえが……要するに、親父には敵がいるって事かい？」

『まあ、そうだ』

「で、そいつをやっつけるのに俺おれの力が要る、と」

『そうだ』

「亜季を巻き込みたくねえってのは……こっちにも危険があるかもしれねえって事か？」

『さすがに、この手の事に掛けては察しが早いな……。本来なら、お前だって巻き込みたくはないんだが、今はほかに信用できる相手がいない』

「って事ぁ、俺おれは信用してるってわけだ」

『当たり前だ。自分の息子を信用できなくてどうする』

　なかなか嬉うれしい事を言ってくれる。

「分かったよ、親父おやじ。俺みてえな不良息子、こんな事でもなけりゃ、親孝行はできねえからな」

　自分でも気付かぬうちに、涼介の唇には笑みが浮かんでいた。

　なにがおかしいわけでもない。光こう太た郎ろうを馬ば鹿かにしているわけでもない。ただ、なんというか嬉しくなってきたのである。

　父親が自分の助けを求めてきたという事が愉快でもあったし、なにより、父親がそういう勝負を始めたという事、そういう勝負に踏み切れる男だったという事が、嬉しかったのである。

『では、引き受けてくれるな？』

「ああ、任せときな。どんな奴やつが相手か知らねえが、川かわ崎さき親子に楯たて突くとどうなるか、思い知らせてやろうぜ」

『ふ……頼もしいな。だが涼介、言っておくぞ。無茶はするな。これは私の闘たたかいだ。お前はサポートさえしてくれれば、それでいい』

「了解。親父の見せ場を横取りするような真似まねはしねえよ。ところで……ひとつ訊きいてもいいか？」

『うん？』

「親父は、いったいどっちなんだ？」

『どっち、とは？』

　意味が分からない様子で、光太郎は訊き返してきた。

「だからさ。『いいもん』なのか『わるもん』なのか、どっちなんだよ？」

　すると、電話の向こうで、光太郎は声を上げて笑った。

『心配するな。お前の父親は、正義の味方だ』
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　天井。

　最初に目に入ったのは、それだった。

「夢……か……」

　涼介は、ぼんやりと呟つぶやいた。

　知らないうちに、眠っていたらしい。

　部屋の中は暗い。もう夜なのだ。

　今、何時だろう。

　涼りよう介すけは上体を起こし、枕まくら元もとを探ってみた。寝る時には外した腕時計を枕元に置くのが、いつもの習慣なのだ。ライト機能が付いているから、暗がりでも時間が分かる。

　だが、幾ら探しても、それらしい物は手に触れなかった。

「ち……」

　小さく舌打ちして、涼介は立ち上がった。部屋の電気を点つけようと思ったのである。

　立ち上がり、電灯のあるあたりで手を動かすと、細い紐ひもに触れた。それを握って、引っ張る。

　途端に部屋の中が明るくなり、涼介は目ま映ばゆさに目を細めた。

　明るさに目が慣れるのを待ってから、ゆっくりと室内を見回す。

「どこだ、ここは……」

　見た事もない部屋に、涼介はいた。

　広さは八畳といったところか。壁かべ際ぎわに、今まで涼介が寝ていたベッドがあり、反対側の壁には、本棚がふたつ並んでいる。窓際には、机が、これもふたつ。そのうちの一方にはパソコンが載せられていた。

　壁に下げられたハンガーには、学ランが掛かっている。だが、涼介のものではない。襟えり章しようを見ると、東ひがし高こうの一年生だ。だが、それらしい人物はこの部屋にはいない。いるのは涼介ただ一人だ。

　ここはどこだ？　なんで俺おれは、こんなところにいる？　いったい、俺は……。

　その時、閃せん光こうと共に、記き憶おくが蘇よみがえった。

　廃ビル。拳けん銃じゆう。スーツ姿の男。そして……。

「落ちた……？」

　そう、落ちたのだ。あの男の拳銃から逃れようとした時、金網が外れて、そして……。

　涼介は、自分の体を見下ろしてみた。誰だれが着せたのか、涼介はパジャマ姿だった。そのパジャマの上から、自分の体をさすってみる。肩、腰、背中……。痛みはない。怪け我がをしている様子もなかった。強いていえば、足元が妙にふらつく気がするくらいだ。

「どういう……事だ……」

　あれだけの高さから落ちて、しかも真下は舗ほ装そう道路だった筈はずなのに、無傷で済んだなどという事があるのだろうか。

　考えられる事ではなかった。良くて骨折。死んでいても不思議はない。

　だが、現に、涼介はこうして生きている。無傷のまま、ぴんぴんしている。どんな幸運が重なったのかは分からないが、奇跡的に涼介は助かったのだ。

　神様って奴やつも、いるのかもしれねえな。

　柄にもない事を、涼介は考えた。

　涼介が今、こんな所にいるのも、怪我らしい怪我をしていなかったからに違いない。気絶している涼りよう介すけを見付けた人間が、病院に運ぶまでもないから、しばらく自分の家で休ませてやろうと考えたのだろう。

　いずれにしろ、ありがたい事だった。お陰で、第二ラウンドが始められる。

　あのスーツ姿の男を、このままにしておくつもりは、涼介にはなかった。借りは返す。必ず返す。自分自身のためにも、そして光こう太た郎ろうのためにも。

「親父おやじ……」

　涼介の唇から、呟つぶやきが漏れた。

　あの男は言っていた。『君の父上は事故に遭われたよ』と。

　無論、ただの事故である筈はずがない。人為的な『事故』である。

　だが、本当だろうか。あの時は頭に血が上り、そこまで考える余裕も暇もなかったが、あの男の言った事が真実だとは限らないのである。

　確かめねばならない。『事故』が本当にあったのかどうか、本当にあったなら、光太郎がどうなったのかを、確かめねばならなかった。
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　壁かべの時計は、一一時〇六分を示していた。かなり遅い。ドアを開けて、階下の様子を窺うかがっても、誰だれかが起きている様子はない。

　さて、どうするか……。

　涼介にしてみれば、自分を介抱してくれた人間に、礼も言いたければ、訊たずねたい事もあった。だが、眠りに就いている人間を、自分の都合で起こすわけにもいかない。

　朝になるまで待って、きっちり礼をするのが筋なのだろうが、今の涼介には、それだけの時間は待てなかった。

　あとで礼に来りゃいいか……。

　恩知らずと思われるかもしれないが、事情が事情である。その事も含めて、あとで礼と謝しや罪ざいをすればいい。

　そう決めてしまうと、涼介は早速パジャマを脱いだ。

　自分の服に着替えようと思ったのだが、その服が見当たらない。

「参ったな……」

　やむを得ず、洋服簞だん笥すの中を物色する事にした。少しばかり気が引けるが、この際仕方がない。

　簞笥の中身は、涼介のセンスには合わない服ばかりだったが、贅ぜい沢たくを言っている場合ではなかった。とりあえず、シャツとズボンを一着ずつ取り出し、身に着けてみる。取り出した時には涼介には小さ過ぎるような気もしたのだが、着てみると案外ちょうど良かった。フリーサイズという奴やつかもしれない。

　最後に、ハンガーに掛けてあったジャンパーを手に取り、涼りよう介すけは部屋をあとにした。

　安眠妨害にならないよう、足音を忍ばせて階段を降りる。

　玄関にあった靴の中から、自分の足に合った物を物色し、履はく。

　そして、涼介は外に出た。

　音を立てないよう、そっと扉を閉めた涼介は、表札へと目を向けた。あとから礼に来るためにも、恩人の名前を知っておかねばならない。

　『浦うら和わ』

　そう、表札には記されている。

　涼介はその名と、併記されていた番地を頭に刻み込んだ。

　その番地から判断する限り、涼介の家まで、そう遠くない。急げば二〇分ほどで着くだろう。

　浦和家周辺の地理には明るくない涼介だったが、いったん大通りへ出てしまうと、あとは簡単だった。

　涼介は、我が家へと向け、夜の道を走り始めた。

　奴の言った事は本当だろうか。親父おやじは本当に殺されてしまったのだろうか。

　亜あ季きは今、どうしているだろう。そして奴は……。

　我が家への道みち程のりを消化して行くにつれ、涼介の焦しよう燥そうは高まって行く。そしてその焦燥に駆かられるまま、涼介は速度を上げて行く。最後には全力疾走になっていた。

　見慣れた家並みが現れる。

　煙草たばこ屋の角を曲がり、公園を突っ切り、川かわ崎さき家の前へと続く通りへと出る。

　あと、ほんの少しだ。

　涼介は、荒い息をつきながら、更に走り続ける。

　その涼介の足が、ぴたりと停とまった。

　川崎家が、涼介の家が、見えている。

　真夜中だというのに、川崎家には、煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。

　付近の道路には、何台もの車が停められている。

　そして、門の脇わきには、妙な提ちよう灯ちんが提げられていた。

　黒々とした文字で『忌』と描かれた提灯が。
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　ぐらり。

　涼介の上体が揺らいだ。

　足元が頼りない。まるで地面が真綿にでも変わってしまったかのようだ。

　親父おやじが……死んだ……。

　予告されていた事ではある。だが、それを事実として、現実の光景として見せられた時、巨大な喪失感が涼介を襲おそった。

　涼介は、近くのブロック塀べいに背中をもたせ掛け、天を仰いだ。

　やりやがった……。あの野郎、本当に親父を殺しやがった……。

　ふつふつと、怒りが込み上げて来る。

　許せねえ。絶対に許せねえ。

　湧わき上がる怒りと憎しみが、心の喪失部を埋めて行く。

　光こう太た郎ろうを殺し、涼介を片付け、今いま頃ごろ『奴やつ』は、さぞ勝ち誇っている事だろう。

　ところが生憎あいにく、俺おれはまだ生きている。そのミスがどれほど致命的なものか、『奴』に思い知らせてやる。必ず『奴』を叩たたき殺してやる。

　涼介は、両の拳こぶしを握り締しめた。激しい怒りに、体中が細かく震ふるえている。

　駄目だ。落ち着け。落ち着くんだ。

　涼介は、自分に言い聞かせた。

　怒りを爆ばく発はつさせる事は容易たやすい。だが、それでは『奴』を倒す事はできない。『奴』は本物の悪党だ。涼介が日頃やり合っていたような馬ば鹿かどもとはわけが違う。あの廃ビルでの対決で、涼介はそれを思い知らされていた。

　涼介は、大きく深呼吸した。

　そうだ……落ち着け、落ち着くんだ……。

　体の震えを抑え込み、涼介は川かわ崎さき家へと、足を踏み出した。

　『奴』は必ず倒す。親父の仇かたきは必ずとる。

　だが、涼介には、その前にやっておかねばならない事があった。

　それは、光太郎を見送る事。そして、亜あ季きのそばにいてやる事だった。

　川崎家は三人家族である。母親の菜な津つ子こは、五年前に既に病死していた。今また父親を失い、亜季はどんなにか心細い気持ちでいる事だろう。

　やむを得ない事情があったとはいえ、こんな時に亜季をひとりぼっちにさせてしまった事が、涼介には悔やまれる。

　待ってろよ、亜季。今行ってやるからな。

　涼介は、足早に、川崎家の門をくぐった。
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　玄関へと向かう途中、涼介は、見覚えのあるバイクが三台、庭の隅に停とめられているのに気付いた。

　ハーフカウルの四〇〇は、長谷はせ部べと柱はしら谷たに。ひと回り大きいネイキッドの七五〇は、北きた澤ざわのバイクである。

　あいつら……来てくれてたのか……。

　涼りよう介すけは、胸が熱くなった。

　北澤、長谷部、柱谷の三人は、涼介と同じ北きた高こうの生徒である。北澤が三年、あとの二人は二年だが、年ねん齢れいなどには関係なく、みな等しく気の合う仲間たちだった。

　学校側では、涼介を頭とした不良グループと見ているようだが、それは断じて違う。確かに、真面目まじめな生徒ではない。しばしば喧けん嘩か沙ざ汰たも起こす。煙草たばこも吸えば、バイクも乗り回す。学校側から見れば、確かに『不良』だろう。しかし、真面目にやっている奴やつに迷惑をかけるような事はしないというのが、涼介たちの流りゆう儀ぎだった。喧嘩の相手も、粋がって突っ掛かってくる馬ば鹿かどもだけだ。

　それに『グループ』というのも、少し違う。涼介は群れるのが嫌いだった。北澤たちの方でも、自分が涼介の子分だとは思ってはいないだろう。やりたい事が一致すれば一緒にやるし、そうでなければ別々に行動する。それだけの事に過ぎないのだ。よく言えば自立心に富み、悪く言えば自分勝手な連中ではある。

　その北澤たちが、こうして、光こう太た郎ろうの通夜に揃そろって来てくれている。どんな顔をして座っているのかと思うとおかしくもあり、同時に、涙が出るほどありがたかった。

　玄関の扉を開けると、土間には無数の靴が並べられていた。弔問客たちのものである。女物のサンダルが幾つか目に付くのは、近所のおばさんたちのものだろう。手伝いに来てくれているのだ。

　既に真夜中過ぎ、通夜も一段落したのか、家の中はひっそりとしている。

　亜あ季きはどこにいるのだろう。自分の部屋か、それとも……。

　台所の方から、ひそひそ声が聞こえたので、涼介はひとまずそちらから探して見る事にした。

「まさか、お父さんまでねえ……」

「亜季ちゃんも可か哀わい想そうに……」

　ドアのそばまで行くと、そんな話し声が聞こえてきた。どうやら、女性陣がたむろしているようだ。

「……でも、会社の人が来てくれて、助かったわね。細かい事、全部手配してくれて」

「ああ、あの、武たけ田ださんだっけ？　ちょっといい男の」

「ちょっと、あんた、ああいうのタイプなの？　年とし甲斐がいもなく色目なんか使ってると、旦だん那なに怒られるわよ」

　くすくすと笑い声がする。

　不ふ謹きん慎しんといえば不謹慎だが、目くじら立てるほどの事でもない。

　涼介は、軽く咳せき払ばらいして、ドアを開けた。

　台所の中には、年配の女性が四人、テーブルを囲んでいた。ここ何年かは直接話した事もなかったが、いずれも顔見知りのおばさんたちだった。

「遅れてすいません。あの……亜あ季きはどこにいます？」

　すると、四人は顔を見合わせ、それから、一人が質問に答えた。

「日本間の方にいると思うけど？」

「そうですか……」

「ああ、だけど……」別の一人が付け加える。「亜季ちゃん、かなりショックを受けてるみたいだから、できれば、そっとしておいて上げた方が……」

　やっぱり、そうか……。

　涼りよう介すけは黙もく然ねんとした。基本的に亜季は気の強い女だが、反面、驚おどろくほど脆もろい部分があった。菜な津つ子こが死んだ時も、そのあまりの悲しみように、涼介も光こう太た郎ろうも、どうしたらいいか分からなくなってしまったほどである。

「分かりました。……いろいろ、ありがとうございます」

　涼介が頭を下げると、

「あ、いえ、とんでもない」

　四人の女性は、戸惑ったように、会釈を返した。不良と名高い涼介が折り目正しく礼などしたのが、意外だったのかもしれない。
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　川かわ崎さき家の間取りは、玄関から見て左手に応接間と居間があり、右手に六畳と八畳、ふたつの日本間が位置している。日本間は襖ふすまで区切られているだけなので、開け放せば一四畳と、かなり大きな部屋になる。どうやら、そこに光太郎の遺い体たいは安置されているらしい。

　日本間の前の廊下は、障子と窓に挟まれている。障子は勿もち論ろん、日本間への出入り口。窓の方は、庭へと通じている。窓を全すべて開け放せば、この廊下はちょっとした縁えん側がわになるわけだ。

　その縁側の隅に、北きた澤ざわが座っていた。暗い庭を眺めながら、静かに煙草たばこをくゆらしている。歩み寄る涼介の気配を感じたのか、北澤は振り返り、じろりと涼介をねめ付けた。

　今いま頃ごろまでどこでなにしてやがったんだ。そんな非難が、北澤の表情から読み取れるような気がする。

　涼介には、弁解などできはしない。だから、なにも言わず、障子へと手を掛けた。

　部屋の中は静かだった。空気が、ひっそりと重い。

　八畳間の奥の方に、祭さい壇だんが設置されていた。白布に覆おおわれた祭壇の上には、黒枠の遺影が置かれ、その手前には白い木棺が安置されている。

　部屋の隅には、見慣れない一人の男が、きちんと正座していた。喪服を着込み、胸には名札のようなものを付けている。おそらくは葬そう儀ぎ会社の人間だろう。手帳を開き、なにやら書き付けていた。

　そして、もう一人。片かた膝ひざを立て、背中を壁かべに背をもたせ掛けて座っているのは、柱はしら谷たにだった。いつも寡か黙もくなこの男は、この時も黙だまり込んだまま、天井を見上げている。

　そして、三人目。祭さい壇だんに最も近い位置、本来ならば涼りよう介すけが務めなければならなかった喪主の席に、制服姿の亜あ季きが正座していた。そのすぐ脇わきには、長谷はせ部べが、亜季を気遣うように控えている。

　亜季は泣いてはいなかった。泣くとか笑うとか、そんな感情を持てる状態に、亜季はいなかった。

　まるで魂を抜き去られたかのようだった。なにも感じず、なにも考えられず、ただ体だけがそこにある。それが亜季の姿だった。

「亜季……」

　涼介は、心臓を握り潰つぶされたような痛みを覚えた。

　俺おれのせいだ。俺があんな所で気絶なんぞしていなければ、もっと早くから亜季のそばに付いていてやれれば……。

　涼介は、自分を責めずにはいられなかった。

　なんて声を掛ければいいのだろう。

　涼介は迷いながら、亜季のそばへと近付いた。

　長谷部が、ちらりと涼介を見上げる。だが、なにも言わない。

　面倒見てくれて、ありがとうよ。

　目顔で長谷部に礼を言いながら、涼介は亜季の前に腰を屈かがめた。

　依然として、亜季は反応を示さない。涼介の姿が目に入っていない様子だった。

　涼介は、そっと声を掛けた。

「ごめんな、亜季。遅くなっちまったよ」

　俯うつむいたままの亜季の瞳ひとみが、微かすかに揺らいだように見えた。

「……ずっと一人で、心細かったろ。だけど、もう心配するな。これからはずっと俺がついててやる。だから……もう、大丈夫だ。な？」

　ゆっくりと亜季が顔を上げた。虚うつろなその目が、涼介に向けられる。

「お兄……ちゃん……？」

「亜季坊？」

　長谷部が驚おどろいたような声を上げた。亜季が口を開いた事が、それほど意外だったようだ。

　亜季の目に、はっきりとした意識の光が宿り始めるのを見て、涼介は、ほっとした。

　だが、次の瞬しゆん間かん、涼介は耳を疑った。

「あの……どなたですか？」

　涼りよう介すけを見た亜あ季きが、そう言ったからである。

「……おい。なに言ってんだ、お前」

「ごめんなさい、思い出せなくて……。兄のお友達の方？」

　申し訳なさそうに、亜季は、そう言った。

　俺おれが……俺が誰だれだか分からない？　そんな馬ば鹿かな！

　そんな事も分からなくなっちまったのか？　そんな事も分からなくなるほど、亜季の心は砕けちまったのか？

　涼介は、亜季の両肩を摑つかみ、激しく揺さぶった。

「おい……冗談だろ？　冗談だって言ってくれ、亜季！」

「ちょっと……離して……離して下さい」

　亜季は、涼介の腕から逃れようとする。

「俺だよ！　涼介だ！　頼むから、しっかりしてくれよ、亜季！」

「おい、よせよ、あんた。嫌がってるじゃねえか」

　なおも言い募る涼介の腕を、その時、長谷はせ部べが摑んだ。

「馬鹿野郎。それどころじゃねえだろう。亜季の奴やつ、俺の事が分からねえって言いやがったんだぞ！」

　その隙すきに亜季は涼介の手から逃れ、長谷部の背中に隠れてしまっている。

「あの……すいません。本当に思い出せないんです。どこかでお会いしましたか？」

　脅える様子さえ見せながら、亜季は言うのだった。

　なんてこった……。

　涼介は唇を嚙かんだ。

「頼むからしっかりしてくれよ、亜季。おい、長谷部。お前からも言ってやってくれ」

　すると長谷部は、妙な目付きで、涼介を見た。

「なんでお前が、俺の名前を知ってるんだ？」

「……なんだと？」

「手て前めぇ、いったい、どこのどいつだ」

　涼介は、かっとなった。

「馬鹿野郎。ふざけてる場合か！」

「そいつぁ、こっちの台詞せりふだ。わけの分からねえ事ほざきやがって。ここは通夜の席だぞ。少しは時と場合ってもんを考えろ！」

　長谷部が怒鳴り返す。その表情を見る限り、冗談を言っている様子ではない。

「おい、どうしたんだ」

　北きた澤ざわの声が、割って入って来た。騒さわぎを聞き付けてやって来たのだろう。

「ああ、ざわさん。なんとか言ってやって下さいよ。この馬鹿、さっきからわけの分からねえ事ほざきやがって……。お陰で、亜あ季き坊ぼう、脅おびえちまってますよ」

　長谷はせ部べの訴えを聞いて、北きた澤ざわは涼りよう介すけに向き直った。

「そっちの事情はよく分からねえが、俺おれたちに用事があるなら、明日にしてくれねえか。ここは通夜の席だし、亜季坊は兄貴を亡くしたばかりなんだ。今日のところは、そっとしておいてやってくれねえか？」

　さすがに北澤は、頭ごなしに怒鳴り付けるような真似まねはしない。だが、涼介を拒絶しようとしている点では、長谷部と同じだった。

　こいつもか……。

　舌打ちした時、涼介は妙な事に気付いた。

　こいつ今、なんて言いやがった……？

『兄貴を亡くしたばかり』

　確かに、そう聞こえた。『父親を』ではなく『兄貴を』と。

　言い間違いに決まっている。亜季の兄貴は、即ち、涼介である。そして涼介はここにいる。

　言い間違いだ。言い間違いに決まっている。……だが。

　涼介は、ゆっくりと振り返った。振り返って、祭さい壇だんを見た。祭壇の上に置かれた、黒枠の写真を見た。

　一人の男が、そこには写っていた。光こう太た郎ろうによく似た、だがずっと若い男。

　川かわ崎さき涼介の写真だった。
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　どういう……事だ……？

　涼介は混乱していた。

　俺おれは……川崎涼介はここにいる。なのになぜ、俺の写真があんな所に置かれている？

　涼介は、吸い寄せられるように、祭壇へと近付いて行った。

「おい、なにするつもりだ」

　北澤の声が聞こえたが、それに応こたえている余裕は、涼介にはなかった。

　見てはいけない。そんな気がする。

　それを見たら、もう戻れない。そんな気もする。

　だが、確かめねばならなかった。どうあっても、確かめねばならない。

　祭壇の前には、白木の棺かん桶おけが安置されている。

　涼介は屈かがみ込み、その蓋ふたへと手を掛けた。

「よせ！」

　北澤が制止しようとしたが、構わず蓋を持ち上げる。

　白い着物を着せられた男が、そこには横たわっていた。血の気のないその顔は、着物に負けないほどに白い。そしてその顔は、写真のものと同じだった。

「なんだよ……これ……」

　呆ほうけたように、涼りよう介すけは呟つぶやいた。

　俺おれが寝ている。こんな所で寝ている。いったい、どういう事だ。いったいこれは、なんなのだ。

「なんなんだよ、これは！」

　言いようもない衝しよう動どうに駆かられて、涼介は、寝ている男の胸倉を摑つかみ上げた。

「やめて！」

「手前てめえ！　なにしやがる！」

　亜あ季きの悲鳴と、北きた澤ざわの怒声が、同時に日本間に響ひびき渡った。

　俺は俺だ。ここにこうしているのが俺だ。俺は死んでなんかいない。なのになんでこんな所に寝ている。

「なんで、こんな所で寝てやがんだ、手前！」

　涼介は、寝ている男の体を、激しく揺さぶった。

「やめろ！　馬ば鹿か野郎！」

　北澤と長谷はせ部べ、それに柱はしら谷たにが、同時に涼介に飛び掛かってきた。

「こんな馬鹿な事があるか！　あって堪たまるか！」

　三人の仲間たちに組み伏せられながら、涼介は力の限りに叫んでいた。
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「ざけやがって、この野郎！」

　長谷部の拳こぶしが、涼介の左ひだり頰ほおを殴りつけた。怒りに満ちた拳である。涼介は横転し、冷たいアスファルトの上に仰向けになった。

　その涼介の脇わき腹ばらを、今度は柱谷が、ものも言わずに蹴けり付ける。

「ぐふっ」

　苦痛に、涼介は身を折った。

「あれだけの事をしでかしたんだ。ただで済むとは思っちゃいねえよな、ああ？」

　横向きになった涼介の顔を、長谷部が踏み付け、ぐりぐりと踵かかとをねじ込ませた。

「もう、そのくらいにしときな」

　北澤が言った。

「なんでだよ。こいつ、すけさんの通夜を目茶苦茶にしやがったんだぜ。半殺しにでもしてやんなきゃ、気が済まねえよ」

　長谷はせ部べが、北きた澤ざわに食って掛かる。

「だからだ」

「あ？」

「涼りよう介すけの通夜だから、警けい察さつ沙ざ汰たなんか起こしたくねえんだよ」

　長谷部は承知できないといった目付きで北澤を睨にらんでいたが、北澤にじろりとねめ付けられると、忌ま忌ましそうに舌打ちした。

「……分かった。分かりましたよ」

　最後にもう一発、腹を蹴けり付けてから、長谷部は涼介から離れた。

　その長谷部に替わって、今度は北澤が、涼介のそばに腰を屈かがめる。

「聞こえたな？　小僧。そういうわけだから、この辺で勘弁してやる。だがな」北澤は涼介の胸倉を摑つかみ上げると、凄すごみのこもった目で涼介を見据えた。「俺おれもお前を許したわけじゃあねえんだ。今度この辺をうろついてみろ。五体満足じゃあ、帰さねえぞ」

「……」

「分かったな。じゃあ、こいつは忘れもんだよ」

　北澤は、涼介を突き放すと、手にしていたスニーカーを、涼介の胸の上に置いた。涼介が履はいていた靴である。

「さあ、戻るぞ。亜あ季き坊ぼうが心配だ」

　北澤は、長谷部と柱谷を促して、川かわ崎さき家へと戻って行った。

　涼介はアスファルトの上に横になったまま動かなかった。

　虚脱感が、涼介を満たしている。

　不意に、笑いが込み上げて来た。

　おかしかった。無性におかしかった。ようやく戻って来たというのに、誰だれにも受け入れられなかった自分が。涼介の通夜を護まもろうと、その涼介本人を引きずり出した北澤たちが。そして、白装束を纏まとって眠っていた『自分』の、妙に穏おだやかな顔が。

　自分の通夜に自分で出席するなど、まるで落語である。そこで死んでるのは確かに俺だが、じゃあここにこうしている俺はいったい誰なんだい、と、いうわけだ。

　笑うしかない。笑うよりほかに、こんな状況を受け入れる手段はなかった。

　涼介は笑った。笑い続けた。息が苦しくなるほど笑い続け、そして、ようやくその笑いを収めた。

　頰ほおが痛い。脇わき腹ばらが痛い。この痛みは現実のものだ。

　夢ではない。これは現実なのだ。

　いったい、なにがあった？　涼介の身に、いったいなにが起きたというのだろう。

　涼介は、ゆっくりと起き上がった。脇腹が、ずきりと痛む。

「あの野郎……思いっきりやりやがって……」

　涼りよう介すけは苦笑を浮かべた。

　……それにしても、俺おれは『誰だれ』なんだ？

　あそこにいたのが涼介なら、ここにいる涼介は、いったい何者なのだろう。

　道路脇わきに停とめられている車の一台に、涼介は近付いた。ドアミラーを摑つかみ、自分へと向ける。

　見た事もない男が、そこに映っていた。

　かなりの童顔である。ふっくらした頰ほおといい、細い眉まゆといい、女装でもさせたら似合いそうだ。

「これが俺……か」

　涼介と同時に、鏡かがみの中の少年が呟つぶやいた。

　間違いない。これが今の涼介の姿なのだ。これでは、幾ら涼介だと名乗ったところで、亜あ季きや北きた澤ざわが信じるわけがない。

「ち……色男が台なしだぜ」

　涼介が苦笑すると、鏡の中の少年は、その童顔に不釣り合いなほど不敵な表情を形作った。

「ったく、なにがどうなってやがるんだか……」

　涼介は真顔になり、鋭するどくひとつ舌打ちをした。
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　どさっ。

　その衝しよう撃げきで、涼りよう介すけは目を覚ました。

　目の前になにかが立ちはだかっている。平らな、グレイのなにかだ。菱ひし形がたを組み合わせた模様が、その表面に描かれている。

　見た事のある絵柄。これは……絨じゆう毯たんだ。涼介の部屋に敷しいてある、絨毯の絵柄である。

　涼介は床に顔を押し付けるようにして、うつ伏せになっていたのだった。だらしない話だが、寝ぼけてベッドから転がり落ちてしまったらしい。

　寝相はいい方だったんだけどな……。

　涼介は苦笑いしながら、起き上がった。途端に、左の脇わき腹ばらに、ずきりと鈍い痛みが走る。

「つぅ……」

　涼介は顔を顰しかめた。余よ程ほど、悪い落ち方をしたらしい。

　眠りが浅かったのだろうか。涼介の頭は、まだ、ぼうっとしていた。それでも、あんな事があったあとだ。眠れただけでもましというものだろう。

　結局、昨夜は勉強などする気になれず、早くにベッドに入った涼介だった。だが、眠ろうとする度たびに、瞼まぶたの裏にあの男の顔が蘇よみがえる。このまま朝まで眠れないかもしれないな。そんな気にさえなっていたのだった。

　壁かべの時計を見上げると、七時をとうに回っていた。火曜日の朝である。八時には家を出なければならないから、あまりゆっくりもしていられない。

　涼りよう介すけは、パジャマを着替えようとして、ふとその手を止めた。

　パジャマを着ていない。

　裸というわけではない。その逆だ。シャツにズボン、ジャンパーまで羽は織おっている。完全な外出着姿である。

「変だな……確か着替えたと思ったけど……」

　涼介が首を傾かしげた時、階下から花はな枝えの声が聞こえてきた。

「涼ちゃん。起きてる？　朝御飯、出来たわよ」

「あ、はい。今、行くよ」

　どうにも不思議だったが、考えるのは後回しにして、涼介はとにかく服を着替える事にした。
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「いただきます」

　涼介は軽く手を合わせてから、箸はしを取った。

　テーブルに並んでいたのは、御飯に味み噌そ汁しる、焼き海苔のりに生卵、それに白菜の漬物と、絵に描いたような日本人の朝食だった。

　とりあえず味噌汁をひと口啜すすった涼介は、

「ん……」

　僅わずかに顔を顰しかめた。口の中に染みる感じがあったからだ。舌の先で探ってみると、頰ほおの裏側のあたりが、少し切れている様子である。これも、ベッドから落ちた時のものだろうか。

「どうしたの？　おいしくない？」

「ううん。そんな事ないよ。ちょっと熱かっただけ」

　涼介は、咄とつ嗟さに言い繕つくろった。わざわざ花枝に説明するような事でもないと思ったからだ。

「そう……ところで、昨日はちゃんと眠れた？」

　さりげない調子で、花枝は訊きいてきた。

「うん……。まあ、なんとかね」

「そう……ならいいけど」花枝は頷うなずき、そして目線で、テーブルの端に載せられた新聞を示した。「載ってたわよ」

「え……」

　なにが、などとは訊くまでもなかった。

　涼りよう介すけは箸はしを置き、少し躊躇ためらってから、新聞へと手を伸ばした。

　後ろの一枚をめくる。いわゆる三面記事の部分を開いたのだ。

　上から、ざっと目を通して行く。その涼介の視線が、一ケ所で、ぴたりと止まった。『川かわ崎さき涼介』という文字を見付けたのだ。

　それは小さな記事だった。まず、日時と場所に関する記述があり、それに続いてこう書かれていた。

『……県立北きた高こう校こう三年川崎涼介さん（一七）が、屋上から転落した。川崎さんは頭などを強く打ち、病院に運ばれたが、間もなく息を引き取った。警けい察さつでは、フェンスの老朽化による事故と見ているが、川崎さんがこのビルに入り込んだ理由などについて、なおも調査を続けている。』

　ビルからの転落事故などには大したニュースバリューもないのだろうか。本当に最小限の情報だけを詰め込んだような、ささやかな記事だった。

　だが、その『ささやかな記事』は、涼介にとって、ゆるがせにできないひとつの事実を示していた。

『間もなく息を引き取った。』

　その一文を、涼介は何度も何度も、繰くり返し読み直した。

　死んだ……。あの人が、死んだ……。

　涼介の願いも空しく、あの男は死んでしまった。

「早く忘れた方がいいわよ」

　そっと、気遣うように花はな枝えが言った。

「……うん。分かってる」

　涼介は頷うなずいたが、それが無理な事は自分でも分かっていた。

　忘れる事などできはしない。一人の男が涼介の目の前で死んだのだ。その事実から逃れる事などできはしない。

　そう、できはしないのだ。
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　登校してからも、涼介の気分は晴れなかった。授業の内容も、ほとんど頭に入らない。

「どうした、浦うら和わ？」

　三時間目の授業が終わった頃ころ、桜さくら井いが、そう声を掛けてきた。

　東ひがし高こうでは、ひとつの授業時間が六五分と長めになっているため、三時間目が終わると昼休みになる。教室では、クラスメイトたちが、それぞれ気の合う仲間たちと弁当を広げていた。

　涼介も、弁当を開きはしたのだが、なかなか食べる気になれないでいたのだった。

「元気ねえじゃねえか。なにかあったのか？」

「……ううん。別に。なんでもないよ」

　涼りよう介すけは首を振った。

　気に掛けてくれる事はありがたいが、桜さくら井いに言っても仕方のない事である。

　なかった事にはできはしない。あの顔が、涼介の中から消えてくれるわけでもない。

　血の気が失うせた、死人のような顔。喋しやべる事もできず、ただ唇を震ふるわせていた、あの男。

　あの男は死んだ。それも、涼介の目の前で。新聞には、病院に運ばれるまでは息があったように書いてあったが、医学的な死の判定はどうあれ、涼介にとってみれば、目の前で死なれたも同じだった。

　人の死など見たくはなかった。そんな重荷を背負わされたくはなかった。

　これが、肉親なり友人だというのなら、仕方がない。その重荷に耐えるのも、残された者の義務だと思う。だが、あの男と涼介は知り合いでもなんでもない。あの時、あの場所にいたという、ただそれだけの事なのだ。それなのに、これほどの重荷を背負わされてしまった事が、涼介には理不尽にさえ思えるのだった。

　涼介は額ひたいを押さえ、この日何度目かの溜ため息いきをついた。

「それが、なんでもないって面つらか？」桜井は苦笑を浮かべたが、無理に問いただそうとはせず、あっさりと話題を変えた。「まあ、いいや。それより浦和。お前もまだ部活、決めてねえんだろ。一緒に見て回らねえか？」

　新入生を迎えたばかりのこの時期、各部活動は、新入部員の獲かく得とくにやっきになっている。放課後は勿もち論ろん、昼休みも、あの手この手で部員の勧誘を図っているのだった。

「……うん、いいよ」

　少し考えてから、涼介は答えた。桜井が気を使ってくれているのが分かったからだ。それに、あちこち見て回っているうちには、気分も変わるかもしれない。

「なら、早いとこ弁当食っちまえよ」

「うん……ところで、どこから見て回るつもりなの？」

「そりゃあ、演えん劇げき部ぶからさ」

　桜井は即答した。

「演劇部？」

　意外なところを持ち出されて、涼介は思わず訊きき返してしまった。

「なんでも男子の入部希望者がいないらしくてな。男が行くと、綺き麗れいな姉ちゃんたちが総出でもてなしてくれるっつう話なんだよ、これが」

　桜井は期待に胸を膨ふくらませている様子だった。ひょっとすると、涼介を元気付けるというよりも、ただ単に自分が行きたかったのかもしれない。

「……なるほどね」

　涼りよう介すけは苦笑し、桜さくら井いのために、急いで弁当を食べ始めた。
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　四時間目の授業は数学だった。

　進学校というだけあって、東ひがし高こうの授業の進み方は全般的に速いが、特に数学は、高校三年間の内容を、最初の二年間で片付けてしまうため、ちょっと気を抜くとおいていかれそうになる。

　涼介たち一三ＨＲの数学を担当するのは、海うん野の久ひさ子こという小柄な女教師だった。年は五〇歳くらいだろうか。一見優しそうに見えるが、授業の進め方は相当に厳きびしい。

　授業時間の半分は教科書の内容の解説にあて、残りの半分は生徒たちに問題集を解かせる。それも、前と後ろの黒板を同時に使って、一度に六人。しかも必ずふた回りする。当てる順番にも法則性がないため、生徒たちには、いつ自分が指されるかの予測ができない。気を緩ゆるめる事ができないのだった。

　この日も授業が後半に差し掛かると、海野は黒板に描かれた数式を、いったん綺き麗れいに消し、問題集を取り上げた。

「じゃ、今日も問題を解いて貰もらうわね。問い三七から。えっと……」

　当たりませんように。

　涼介は思わず祈ってしまった。

　いつもは、きちんと予習してくる涼介だったが、この日ばかりはなんの準備もしていなかったのである。昨日の出来事のあとでは、勉強など手に付かなかったからだ。

「浅あさ葉ばくん、栗くり原はらくん、増ます田だくん、横よこ山やまくん、天あま野のさん、金かな沢ざわさん。じゃ、よろしく」

　海野が出しゆつ席せき簿ぼに印を付けながら六人の名を読み上げると、生徒たちの間から、悲喜こもごもの吐息が漏れた。

　助かった……。

　ほっと胸を撫なで下ろす涼介に、桜井が声を掛けてきた。

「なんだ、浦うら和わ。やってきてねえのか」

「うん……昨日はちょっとね」

「お前にしちゃ珍しいな」

　チョークの音がひとしきり教室を満たしたあと、指名を受けた六人の生徒たちは、ひと仕事終えたといった感じで、それぞれの席へと戻って行った。

「それじゃ、採点するわね」

　海野は赤いチョークを手に取ると、黒板に書かれた数式を、端から添削し始めた。

「はい、ここ勘違い。ここも、そう。こっちのは、これでもいいけど、この方がすっきりするわ」

　そんな具合に、ばっさばっさと片付けて行く。

　それぞれの解法について、どうしてそれが間違いなのか、どうすれば解きやすくなるのかを、きちんと解説してくれるので、理解はしやすいのだが、その速度について行くのは大変だった。中学校時代に比べ、倍は集中力が要る。

「はい、以上。……なにか質問は？」

　くるりと振り返った海うん野のは、生徒たちを、ざっと見渡した。質問がない事を確認してから、再び出しゆつ席せき簿ぼを手に取る。

「じゃ、次の六人。問いの四三から。赤あか堀ほりくん、浦うら和わくん、曽そ根ねくん、吉よし田だくん、坂さか田たさん、三み輪わさん。はい、やって」

　今度は、涼りよう介すけの祈りも届かなかった。

「あちゃあ……」

「ま、世の中なんてそんなもんさ」桜さくら井いは軽く笑い、手元のノートを涼介の方へと滑らせてよこした。「ほら、使えよ」

「いいの？」

「ああ。ただし、貸しひとつな」

「了解」

　ありがたく借りる事にして、涼介は桜井のノートを手に、立ち上がった。

　と、その時である。

　すうっと、涼介の視界が暗くなった。同時に、痺しびれにも似た感覚が四肢を浸す。

　立ちくらみ？

　よろめく体を支えようと、涼介は机に手を付いたが、目眩めまいはおさまらない。あらゆる感覚が急速に消え失うせて行くようだった。

　どうしたんだろ……いったい……。

　意識をはっきりさせようと、涼介は強く頭を振ったが、効果はなかった。それどころか、頭を振る事ができたのかどうかさえ、あやふやだった。

「おい、浦和？」

　不ふ審しんそうな桜井の呼びかけも、どこか遠くに感じられる。

　駄目……か……。

　どうしようもなかった。抗あらがう事もできず、涼介の意識は、暗い闇やみの中へと引きずり込まれて行った。
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　川かわ崎さき家を叩たたき出された涼りよう介すけは、暗い夜道をあてどもなくさまよい歩いていた。

「いったい、なにがどうしたってんだ……」

　何度同じ疑問を口にしただろう。

　通夜をしていた。

　涼介の家で。

　亜あ季きが座っていた。

　北きた澤ざわも、長谷はせ部べも柱はしら谷たにもいた。

　芝居でもなければ冗談でもない。真剣だった。真剣に死者を悼んでいた。川崎涼介という名の死者を。

　馬ば鹿かな。

　強くそう思う。

　俺おれはここにいる。生きてここにいる。なのになんで、通夜なんかしやがるんだ。

　だが、川崎涼介は確かに、そこにいたのだ。白木の棺かん桶おけの中に横たわって、永遠の眠りに就いていた。それを涼介は、自分の目で、はっきりと見たのだった。

　だが……あれが川崎涼介なら、俺はいったい誰だれなんだ。

　俺が死んだというのなら、こう思い、こう考えている俺は、いったいなんだ。幽ゆう霊れいだとでもいうのか。

「幽霊……か……」

　その言葉を、唇の隙すき間まから押し出すように、涼介は口にした。

　そして、あの出来事を思い返す。

　銃口を突き付けられ、涼介は反射的に後方へ跳んだ。フェンスを突き破り、そして落下した。

　あの時、あの瞬しゆん間かん、涼介は確かに死を予感した。遥はるか下はアスファルト。そこへ背中から落ちて行ったのだ。無事に済むとは思えなかった。無事に済む方がおかしい。

　そう、おかしいのだ。涼介が、こうして無傷でいる事は、普通では考えられない事なのである。

　普通では考えられない事、なにか異常な事が、あの時、涼介の身に起きたのだ。

「俺は……死んだ……？」

　涼介は、その言葉を口にしてみた。

　あの時、涼介は死んだ。死んで、そして蘇よみがえった……？

　落下して行くあの瞬間、涼介は死を予感していた。だが同時に、死んで堪たまるかとも思っていた。あんな奴やつにいいように弄もてあそばれたままでは、死んでも死にきれない。強くそう念じていたのである。

　だから……だろうか。

　だから、こうしてここにいる？

　涼りよう介すけは、両手を見下ろした。自分の両手。涼介自身のものではない、だが涼介の思い通りに動くこの両手。

　涼介ではない別の誰だれかの体の中に、涼介は入っている。

「俺おれは……死んだ」

　もう一度、口にしてみる。

　死んで、そして蘇よみがえった。別の人間の体を借りて。

　それが答えだ。

　最初から分かっていた事のような気がする。分かっていて、ただ認めたくない。それだけの事だったような気がする。

　なぜこんな事になったのかは分からない。科学的な説明など付けられる筈はずがない。

　だが、方法は分からなくても、理由ならば分かっていた。

　『奴やつ』に復ふく讐しゆうするためだ。

　光こう太た郎ろうを殺し、涼介を殺した『奴』。あの男を、このまま放って置くことは、涼介にはできはしない。

　涼介は死に、そして別の体を借りて蘇った。あの男に復讐するために。
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　涼介は、いったん家へ戻る事にした。家といっても、川かわ崎さき家けではない。涼介が目覚めた家、『浦うら和わ』という表札が掛かっていた家である。

　この体がいったい誰のものなのか、なぜこの体なのか、涼介は、それを知りたかった。

　涼介が浦和家に帰り着いた頃ころには、空はもう白々と明け始めていた。家の人間を起こしてはまずいと、前にも増して息を潜ひそめ、涼介は浦和家に忍び込んだ。

　部屋へと戻り、なにか手掛かりになる物はないかと室内を見回すうちに、壁かべに掛けられた学ランに目が止まった。胸ポケットを探ってみると、生徒手帳が入っている。

　生徒手帳の裏表紙には、小さな顔写真が貼はられていた。そしてその脇わきには、持ち主の住所氏名が記されている。涼介は軽く目を瞠みはった。

　浦和涼介。

　氏名欄らんに、そう記されてあったからである。

「なんとまあ……俺と同じ名前かよ」

　偶然にしても出来過ぎている。涼介は苦笑しながら、写真の方へと目を移した。

　そこに写っている顔は、しばらく前に車のドアミラーに映して見たものと同じだった。だが、どこか雰囲気が違うような気もする。

　どうも気になるので、涼りよう介すけはふたつを見比べてみる事にした。洋服簞だん笥すの扉の裏に四角い鏡かがみが嵌はめ込まれてあったので、それに自分の顔を映してみたのである。

　ふたつの顔は明らかに同じであり、そして同時に、明らかに違っていた。

　目や鼻、口の形など、顔を構成する部品は同一である。しかし、そこに浮かぶ表情が違っていたのだ。

　写真に写っているのは、やや幼さの残る、生き真面目まじめな少年の顔だった。だが、それらの要素が、鏡に映る顔には見られない。そこにあるのは、どこか太ふて々ぶてしい、男の顔だった。

「……なるほどね」

　涼介が苦笑を浮かべると、鏡の中の顔も、にやりと笑った。つまり、この太々しさは、涼介固有のものという事なのだろう。人の顔付きというものは、部品の形だけで決まるわけではないらしい。

　いずれにせよ、この体の持ち主が浦うら和わ涼介という男である事は、はっきりした。涼介は生徒手帳を学ランの胸ポケットへと戻し、改めて鏡の前へと立った。

　涼介の元の体格からしてみると、浦和はかなり小柄だった。比較するものがないから、はっきりとは言えないが、身長にして一〇センチは違うのではないだろうか。目線の高さが違うため、地面までの距離感が摑つかみにくい。これまで時折感じていた、妙な歩きにくさは、どうやらそのせいらしい。

　体付きは、全体的にほっそりしている。……と言えば聞こえはいいが、はっきり言わせて貰もらえば貧弱だった。首まわりも肩のあたりも力感に欠け、どうにも頼りない。この体で『奴やつ』とやり合わなければならないのかと思うと、心細い限りだった。

「……ま、そんな贅ぜい沢たく、言える立場じゃねえけどな」

　一度死んだ人間がここにこうしていられるというだけでも、有り得べからざる事なのだ。貸して貰もらった体にけちなど付けては、それこそ罰が当たる。

　涼介は洋服簞笥の扉を元通り閉じると、ベッドの端へと腰を下ろした。

「……にしても、なんでこいつなんだ？」

　一度死んだ人間が、別の人間の体を借りて蘇よみがえる。不思議と言えば、それが一番不思議なのは分かりきっているが、それにしても、なぜ、浦和なのだろう。会った事もない、名前さえ知らなかった男である。この男と涼介との間に、どんな繫つながりがあったというのだろうか。まさか、名前が同じだからというわけではあるまい。

　気になる事は、ほかにもある。それは、浦和は今どこにいるのか、という事だ。浦和の体はここにある。だが浦和の心は、いったい今どこにあるのだろう。体から追い出され、どこかそこいら辺の空中でもさまよっているのだろうか。だとすると、さすがに申し訳ない気がする。

　がらら……。

　不意に、階下から雨戸を開ける音が聞こえて来た。浦うら和わ家の人間が起き出してきたのだろう。

　その時、涼りよう介すけは、もうひとつの大きな問題に思い当たった。

　浦和の家族に、どう対処すればいいのか、である。

　今、浦和はいない。望んでした事ではないとはいえ、涼介が浦和の体を乗っ取ってしまったからだ。その浦和の『不在』を、どう取り繕つくろったらいいのだろうか。

　涼介には『奴やつ』への復ふく讐しゆうという目的がある。その目的に集中するためにも、さっさとこの家から離れるのが一番だが、そんな事をすれば、浦和の家は大おお騒さわぎになるに違いない。かといって、正直に事情を話すわけにもいかない。到底、信じられるような話ではないのだ。

「どうしたもんかな……」

　涼介は、ベッドに座り込んだまま考え込んだ。

　言いようのない暗くら闇やみが突然涼介を襲おそったのは、そんな時である。
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　その暗闇は深く濃こく、そして吸引力に富んでいた。あらゆる感覚が吸い取られて行くようだった。

　なんだ？　どうした？

　突然の身の不調に涼介は驚おどろき、暗闇に引きずり込まれまいと、懸けん命めいに抗あらがった。

　だが、暗闇はあまりに強く、圧倒的だった。

　目が霞かすむ。耳も聞こえない。ぐらりと体が傾くのが分かったが、支える事もできなかった。

　……そして。

　涼介は、硬い床の上に、両手を付いた。

「……らわ……」

　どこかで、そんな声が聞こえた。

「くそったれ」

　涼介は毒づき、強く頭を振った。

　絡み付いていた闇が、ゆっくりと剝はがれ落ちて行く。

　涼介は、床に手と膝ひざを付いたままの姿で、体に力と感覚が戻るのを、じっと待った。

　いったい、どうしたというのだろう。なにかの後こう遺い症しようなのだろうか。

　その時、誰だれかが涼介の肩を、強く揺さぶった。

「浦和。おい、浦和！　大丈夫か？」

　見た事もない男が、そこにはいた。学ランを着ている。その襟えり章しようは東ひがし高こうの物だった。

　誰だ、こいつ……？　いったい、どこから現れた？

　状況の把握ができず、茫ぼう然ぜんとその東ひがし高こう生せいを見詰めていると、別の声が聞こえた。

「どうしたの？　いきなり倒れたりして……」

　顔を上げると、目の前に、心配そうな顔付きの女が立っていた。かなり背の低い、初老の女である。

「……」

　涼りよう介すけは、まわりを見渡してみた。

　正面に黒板。そして並べられた机と、席についている生徒たち。どの顔も、驚おどろいたように、涼介を見詰めている。

　どう見ても教室だった。それもどうやら東高の教室らしい。

　……どういう事だ？

　涼介は浦うら和わの部屋にいた筈はずである。それがなぜ、こんな所にいる？　いつの間に場所を移動したというのだろうか。

「立てる？　浦和くん」

　どうやら教師らしい初老の女が、改めて、涼介の顔を覗のぞき込んだ。

　……浦和。

　確かにそう言った。先程涼介の肩を揺さぶった東高生も、目の前にいるこの女も、涼介の事を、浦和と呼んだ。

　……そういう事、か。

「浦和くん？」

　涼介が返事をしないのが心配になったのだろう。女教師は、声を強めて、再び呼び掛けてきた。

「あ、ああ……すいません。なんか、ちょっと頭がふらふらして……」

　とりあえずそう答えながら、涼介は身を起こした。

「とにかく一度、保健室で診て貰もらった方がいいわね。誰だれか……」

　女教師は生徒たちを見渡した。涼介に付き添いを付けてくれるつもりらしい。

「いえ、大丈夫です。一人で行けます」

　涼介は慌てて言った。付き添いなど付けられては、厄介である。

「本当に大丈夫なの？」

「はい」

「そう……じゃあ、しばらく保健室で休んでらっしゃい」

「はい。お騒さわがせしました」

　涼介は、女教師に、ぺこりと頭を下げると、せいぜい具合の悪い風ふうを装って、教室をあとにした。
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　涼りよう介すけはこれまで、東ひがし高こうの中に足を踏み入れた事などなかった。だが、校舎の造りなど、どこの学校でも大抵同じである。大体の見当を付けて、廊下を歩き始めた。無論、保健室などに行くつもりはない。涼介が目指したのは、昇降口である。

　浦うら和わは、左手首に腕時計を着けていた。シンプルなアナログ時計である。三時五分。それが今の時間だった。

　涼介は浦和の部屋で朝を迎え、そしてどうやら、そこで意識を失ったらしい。なのに今、涼介はここにいる。なぜか。

　答えはひとつしかない。浦和だ。浦和が現れたのだ。

　あの時、あの部屋で、涼介は意識を失った。そして入れ違いに浦和が目を覚ましたに違いない。そしていつも通り、学校へ行き、授業を受けていた。だから再び目覚めた時、涼介はあんな場所にいたのだ。

　涼介は、浦和の体を乗っ取ったわけではなかった。浦和という存在を、この体から追いやってしまったわけではなかったのだ。

　浦和が起きている間は、涼介は眠りに就き、涼介が起きている間は、浦和が眠りに就く。どうやら、そういう関係にあるらしい。ひとつの体にふたつの心。文字通りの一心同体、いや二心同体とでもいうべきか。

　浦和にしてみれば迷惑な話だろうが、既に死んだ身の涼介には、どんな形であれ、まだこの世にいられるという事がありがたかった。

　昇降口には、無数の下駄箱が並んでいた。涼介は、浦和の生徒手帳で出席番号を確認し、それと同じ番号の下駄箱から、浦和の靴を取り出した。

　靴を履はき替え、外へ出る。

　校門へ向けて歩き出そうとした涼介は、昇降口のガラス戸の中に、浦和の姿が映っているのに目を留めた。

　小柄で貧弱な浦和の体。だがそれは今、涼介の体でもある。

「浦和くんよ。断りも無しで申し訳ねえが、ちょいとこの体、使わせて貰もらうぜ」

　ガラス戸に映る浦和にそう挨あい拶さつすると、涼介は詰め襟えりのホックを、ぱちんと外した。

　『奴やつ』との第二ラウンドの開始である。
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　昨夜、涼介が浦和の部屋で目覚めたのは、午後一一時頃ごろだった。目覚めてすぐに時計を確認したから、それは確かだ。ただ浦うら和わに切り替わった時刻の方は、はっきりとは分からない。あまりに突然で、時計を確認する暇がなかったのである。だが朝方であった事は間違いない。六時か七時、そのあたりだ。

　短く見積もるとして七時間。それだけの時間しか、涼りよう介すけは涼介でいられなかった。今回も同じだとすれば、タイムリミットは夜中の一〇時という事になる。それまでの間にやるべき事を済ませておかなければならなかった。

　『奴やつ』を見付けだし、光こう太た郎ろうと、そして涼介自身の仇かたきを討つ。それが、涼介の『やるべき事』である。

　だが『奴』についての情報はあまりに少ない。

　名前も知らない。どこに住み、どんな仕事をしているのかも分からない。分かっているのは、あの顔だけだ。

　顔は覚えている。忘れられるわけがない。だが、それだけでは、どうしようもなかった。顔を確認するには、まず『奴』を見付け出さなければならないのだから。

　頼みの綱は、あの小包だった。光太郎が涼介に託したあの小包。自分になにかあったら、あれを警けい察さつに持って行け。そう、光太郎は言っていた。なにかは分からないが、決定的な証拠が、あの中には収められていた筈はずである。

　あの小包を、涼介は学ランのポケットに入れていた。ポケットに入れたまま屋上から転落し、そして『死んだ』のだ。

　屋上から駆かけ降りて、涼介のポケットから小包を抜き取るだけの時間の余裕が、『奴』にあったとは思えない。おそらく、小包はまだポケットの中にあるだろう。小包さえ手に入れれば、『奴』の事も分かるに違いない。

　だが、それにはひとつ問題があった。学ランを探すためには、家へ戻らなければならないという事である。

『俺おれもお前を許したわけじゃねえんだ。今度この辺をうろついてみろ。五体満足じゃあ、帰さねえぞ』

　北きた澤ざわが昨夜そう凄すごんでいたが、そんな事は問題ではない。こちらから望んで事を構えるつもりはないが、どうしても邪じや魔ま立てするというのなら、北澤といえども叩たたきのめす。そのつもりでいる。

　涼介の気に掛かっているのは、亜あ季きの事だった。

　家に戻り、そしてまた亜季に会ったら、その時、涼介はどうすればいいのだろう。

　亜季にとって、涼介は、兄貴の通夜を目茶苦茶にした男である。憎んでさえいるかもしれない。

　その亜季に、なんと言えばいい？　どう説明すればいい？

　涼介には、それが分からなかった。
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　川かわ崎さき家は、妙にひっそりとしていた。

　果たして亜あ季きは、あの中にいるのだろうか。

　平日の昼間である。普通なら学校に行っている時間だろう。だが、昨夜のあの様子を思い返して見ても、亜季にそんな余裕があるとは思えなかった。

　五年前、母親の菜な津つ子こが病死した時も同じだった。魂が抜け落ちたような姿で、一週間もの間、亜季は部屋に閉じこもってしまったのである。

　そんな亜季が、今度は一日のうちに、父親と兄の両方を失ったのだ。ひとりぼっちになってしまった亜季が、どんな気持ちでいるのか、それを考えると、涼りよう介すけの胸は張り裂けそうになる。

　亜季は、まだあそこにいるのだろうか。一人で、じっと座っているのだろうか。

「……」

　答えはまだ出ていない。

　亜季に会った時、なにを言えばいいのか分からない。事情を説明するべきなのか、黙だまっていた方がいいのか、いや、それ以前に、本当に亜季と顔を合わせてしまってもいいのかさえ、涼介には判断が付かない。

　だが、だとしても、立ち止まっているわけにはいかなかった。

　どうあっても、あの小包を手に入れなければならない。仇かたきを討たなければならない。光こう太た郎ろうの死を無駄にする事だけは、できないのだから。

　涼介は大きく深呼吸した。

「よし、行くぞ」

　自分に気き合あいを入れ、涼介は川崎家の門をくぐった。

　庭を横切り、玄関の前に立つ。

　鍵かぎは掛かっていなかった。やはり亜季は家の中にいるらしい。

　涼介は、ドアを開けた。

　ただいま、というのもなにか変だし、御免下さい、というのも妙なものだ。結局無言のまま、涼介は靴を脱いだ。

　家の中は、しんと静まり返っていた。線香の匂においが鼻をくすぐるのは、昨夜の名残だろうか。

　それにしても、人の気配がない。居間を見ても、日本間の方を覗のぞいても、亜季の姿はなかった。

　……て事ぁ、やっぱ部屋か……。

　五年前の、あの亜季の姿が思い出された。

　涼りよう介すけが階段を上ろうとした時である。

　上の方から、妙な電子音が聞こえてきた。

　電話の呼び出し音？

　反射的にそう思ったが、涼介の家の電話とは音が違うし、そもそも二階には電話は置いていない。

　だが、やはりそれは電話だった。

「もしもし」

　そう答える声が聞こえたのだ。亜あ季きではない。聞いた事もない男の声だった。

　……誰だれだ？

　涼介は眉まゆをひそめ、そして足音を立てぬよう気を付けながら、素早く階段を上った。

「駄目だ。見付からねえよ。……仕様がねえだろ」

　男の声は、涼介の部屋のドアの向こうから聞こえてくる。

　どこの誰だれだか知らないが、涼介の部屋で探し物をしているらしい。

　だが、なにを？

　決まっている。小包だ。あの小包を手に入れるため、『奴やつ』が手下を忍び込ませてきたに違いない。

　野郎、舐なめた真似まねを……。

　だが、こうして探しているという事は、『奴』が小包を手に入れていないという証あかしでもある。それがはっきりしただけでも、涼介には収しゆう穫かくだった。ついでに、このこそ泥を捕まえれば、『奴』の情報も得られるに違いない。

「じゃあ、もうちょい探して……あ？　なんだよ、先に言えよ。分かった。引き上げる」

　どんなやり取りがあったのか、男は電話を切ったようだ。

　……って事ぁ、すぐに顔出すってわけだな。

　涼介は、左右の袖そでを捲まくり上げた。

　浦うら和わの体だという事に一抹の不安はあったが、喧けん嘩かは気合と思い切りだ。相手が一人のようだし、この体でも充分やれる筈はずである。

　自分でも気付かぬうちに、涼介はいつもの薄うすい笑いを、唇の端に浮かべていた。
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　かちゃり。

　ドアが開いた。

　現れた男は、涼介の姿を目にして、ぎくりと動きを止めた。

　髪を茶色に染めた男だった。年は一九か一八、そのあたりだろう。身長は涼介より少し低いくらい。といっても、浦うら和わよりは大柄だ。瘦やせ型で、やや頰ほおがこけている。あまり健康的な生活はしていないようだ。

　派手な赤いシャツをラフに着込み、下は古ぼけたジーンズ。それに革のブーツを履はいている。

　上から下まで、じっくりと観察してから、涼りよう介すけはおもむろに口を開いた。

「家ん中じゃ、靴は脱いだ方がいいな」

「……誰だれだ、手て前めぇ」

　右手でドアノブを握ったままの体勢で、茶髪の男は低く言った。細められたその目が涼介を値踏みしているのが分かる。

「お前こそ、誰だよ」

　涼介は切り返した。

　茶髪は答えない。まあ、当然である。涼介は質問を変えた。

「探し物は見付かったかい？」

「……なんの事だ？」

「おいおい、おとぼけは無しにしようぜ。それだけ散らかしといてよ」

　涼介は、ひょいと顎あごをしゃくった。涼介の部屋の中は、家具という家具を丸ごと引ひっ繰くり返かえしたような有り様になっている。

　茶髪は、それを横目に見て、苦笑を浮かべた。

「そりゃそうだ。これじゃあ、言い訳はできねえな」

　茶髪は観念したように、身の構えを解いた。飽あくまで『ように』だ。だらんと下げられた左手が、ジーンズの後ろへと動いて行く。

　それには気付かぬ素振りで、涼介は言ってやった。

「こそ泥にしちゃあ、なかなか潔いさぎよいじゃねえか」

「人聞きの悪い事言うなよ。こっちにもいろいろ事情ってもんがあるんだから……よ！」

　最後の『よ』と同時に、銀光が走った。左手に抜き放たれたナイフが、涼介を襲おそう。

　だが、それより早く、涼介は左へと身を滑らせていた。そこはドアの陰となる場所だ。

　突き出したナイフを躱かわされ、茶髪の上体が流れる。それを見計らって、涼介はドアごと茶髪に体当たりした。

「ぐはっ」

　ドアとドア枠にサンドイッチにされ、茶髪はナイフを取り落とした。

　すかさず、涼介はドアを開けた。支えを外された形で、茶髪の体が沈み込む。その顎先を思いっきり、涼介は蹴けり上げた。

「がっ」

　のけぞる茶髪との間を詰めつつ、涼介は右の拳こぶしを固めた。そして、渾こん身しんの力を込めて、茶髪の顔面にストレートを叩たたき込む。

　しかし、クリーンヒットにはならなかった。涼しよう介すけと浦うら和わとのリーチの差だ。当然、涼介もその事を念頭に置いていたのだが、それでもまだ少し間合いが遠かったのである。

「ちっ」

　涼介は舌打ちしたが、当たり損ねのストレートでも充分だったようだ。続けざまの三連打を叩たたき込まれた茶髪は、部屋の中で蹲うずくまって呻うめいている。ちょうど涼介の攻こう撃げきに押し戻された形だった。

「さてと……。それじゃ、その事情って奴やつを訊きかせて貰もらおうか、え？」

　涼介は部屋の中へ一歩踏み込み、茶髪を見下ろした。

　だが、それが油断だった。

　茶髪がいきなり跳ね起きたかと思うと、そのまま物も言わずに、涼介に体当たりしてきたのである。

「うお？」

　以前の涼介なら、こんな捨て鉢な体当たりなど、跳ね返す事ができただろう。だが、浦和の体には、それだけのウェイトもなければ、パワーもなかった。

　涼介は他愛なく弾はじき飛ばされ、廊下の手て摺すりに背中を打ち付けた。

　危うく手摺りの向こうに落ちかけて、涼介は慌てて体を支えた。この手摺りは階段のまわりを囲っている。手摺りの向こうは、下まで吹き抜けなのだ。

　涼介が体勢を立て直している間に、茶髪は階段を駆かけ降りていた。

「野郎」

　涼介は鋭するどく舌打ちした。

　階段を降りていては間に合わない。涼介は部屋の中へと飛び込んだ。窓を開け放ち、そこから芝しば生ふの上へと飛び降りる。

　涼介は、そのまま玄関へと先回りしたが、茶髪がなかなか姿を見せない。

　気付かれたか……？

　涼介は、用心しながら、玄関のドアを開けたが、やはり茶髪の姿は見えなかった。

「あの野郎、どこへ行きやがった……？」

　様子を窺うかがいつつ、涼介は急いで靴を履はいた。靴下のままでは外を走る時に速度が鈍る。

　その時である。

　どぅおん。

　バイクの排気音が響ひびいた。家の裏手からである。

　その音を耳にした瞬しゆん間かん、涼介は全すべてを悟った。階段を駆け降りた茶髪は、玄関ではなく裏口へと向かったのだ。そしてそこに、乗ってきたバイクを停とめてあったのだろう。

「しまった！」

　涼介は舌打ちした。先回りしようとした事が裏目に出てしまったのである。今から家の裏手に向かっても到底間に合わない。その間に、茶髪は悠々と走り去ってしまう。

　だが、まだ手はある。

　涼りよう介すけは玄関から外へと飛び出した。ガレージには、涼介の六〇〇が置いてある。バイクにはバイクだ。

　ガレージのシャッターを開け、涼介は中へと飛び込んだ。愛機のシートに飛び乗り、そして……。

　そして、涼介は大事な事に気付いた。

　キーがない。

　いつもなら、涼介は常にキーを身につけている。だが今は……。

「畜生！」

　涼介は、バイクのタンクを殴り付けた。予備のキーなら、家の中にある筈はずだ。だが、今から探していては間に合わない。

　バイクの音が遠ざかって行く。それはまるで、涼介をあざ笑っているかのようだった。

　逃がした……。

　千載一遇のこのチャンスを、涼介は無駄にしてしまったのだ。

「畜生……」

　涼介は唇を嚙かみ締しめた。

　……いや、まだだ。

　涼介は、自分に言い聞かせる。

　まだ諦あきらめるな。まだ終わったわけじゃない。

　確かにあの男を取り逃がしたのは惜しかったが、ここへ来るまでは予想もしていなかった事だ。その存在が分かっただけでも、価値はある。進展はしているのだ。

　そもそも、ここへはなにをしに来た？　小包を探すためである。あの男も同じ目的を持っていたようだが、結局見付けられずに逃げて行った。今度は涼介が探す番である。

　涼介は、気持ちを落ち着かせようと、大きく深呼吸した。

　そして、改めて小包を探しに行こうと、バイクから降りた時である。

「誰だれ？」

　張り詰めた声が聞こえた。
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　開け放たれたシャッター。そこに涼介を誰すい何かした人物が立っていた。

　逆光のため、その顔は影になっている。

　だが、涼介には分かった。分からない筈がない。

「……亜あ季き」

「誰だれなの？　そこでなにしてるの？」

　亜季は再び問い掛けて来る。

　どうする？　ごまかすか、それとも……話すか？

　態度を決めかね……といって、このまま固まっているわけにもいかず、涼りよう介すけは亜季の方へと歩み寄った。

　亜季はグレイのブレザーを着ていた。西にし高こうの制服である。と、いう事は、学校に行っていたのだろうか。もしそうなら、兄としてはありがたい。それだけの気力が出てきたという事になるからだ。

　涼介がガレージの暗がりから出て行ったため、亜季の方からも、涼介の姿が見えるようになったようだ。

「あなた……昨日の……」

　反射的に、亜季は後ずさった。だが、一歩だけだ。亜季はそれ以上は下がらず、昂こう然ぜんと涼介を見返して、もう一度、同じ質問をした。

「誰なの？　ここでなにしてるの？」

　涼介を警けい戒かいしているのが一目瞭りよう然ぜんだった。

　亜季を刺激しないよう、やや遠めの距離を取り、涼介は静かに口を開いた。

「話を……聞いてくれるか？」

　亜季は探るような目付きを涼介に向けた。

「どんな？」

「大事な話だ」

　亜季は油断なく涼りよう介すけを見み据すえたまま、短く応こたえた。

「……どうぞ」

　聞くだけは聞いてやる。そういう態度である。

　涼介は洗いざらい話すつもりになっていた。ごまかそうかとも思ったのだが、そんな事をすれば、亜季の疑いを深めるだけだろう。それならいっその事、なにもかも話してしまった方がいい。

　信じて貰もらえるような話ではないのは分かっているが、亜季なら分かってくれる筈はずだ。姿形はどうあろうと、涼介が涼介である事を、亜季なら気付いてくれるに違いない。

「電話を……覚えてるか？」

　涼介は、そこから話し始めた。

「電話？」

「親父おやじから掛かってきた電話だ。お前は風呂に入ってた」

　亜季は眉まゆをひそめる。だが、なにも言わない。

　構わず、涼りよう介すけは話を続けた。

「親父おやじは俺おれに、小包を預かれと言った。郵便局に送るから受け取りに行けとな。俺は承知した。そして、昨日、郵便局でそいつを受け取ったんだ」

　亜あ季きはなにも言わない。ただじっと涼介を見詰めている。

「だが、その時、俺を尾つけてる奴やつがいた。だから俺は、あのビルへ行ったんだ。邪じや魔まの入らねえ所へ連れてって、取っ捕まえてやろうと思ったのさ。だが……」

　自じ嘲ちようの笑いが浮かぶ。

「甘かったよ。奴は拳けん銃じゆうを持ってやがったんだ。さすがの俺も飛び道具相手じゃ分ぶが悪い。なんとか逃げようとはしたんだが……結局、落っこっちまった。屋上から真っ逆さまにな。さすがにあん時は、俺もこれで一巻の終わりかと思ったよ。だが、そうじゃなかった。気付いた時には、俺はこうなってたんだ」

　涼介は、自分の胸を叩たたいてみせた。

「もっとも、そん時ゃそんな事になってるなんて思いもしねえ。俺は俺だと思ってたさ。だが……家に帰って見りゃ、俺の通夜をやってるじゃねえか。さすがに驚おどろいたぜ。わけが分からなかった。だが、ここから追い出されて、夜道を歩くうちに、なんとなく分かってきた。つまり……」

「つまり、自分は川かわ崎さき涼介だって、そう言いたいわけ？」

　ようやく亜季が口を開いた。

「そ、そうだ」

　言おうとした事を先に言われて、涼介は思わず吃どもってしまう。

「お兄ちゃんの幽ゆう霊れいが憑ひよう依いして、その体を乗っ取ってるって、そう言いたいわけね？」

「お、おう、その通りだ」

　呆あきれるほどの飲み込みの早さだった。涼介は驚き、そしてほっとした。これで亜季は俺の味方になってくれる。そう思ったのだ。

　だが、それは早合点だった。

「ふざけないで！」

　怒りに満ちた叫びが、涼介の鼓膜を打ったのである。

「亜季……？」

　あまりの見幕に、涼介は息を吞のむ。

「なに言ってるのよ！　言っていい事と悪い事があるのよ！　なにがお兄ちゃんの幽霊よ！　馬ば鹿かにしないでよ！」

　亜季は信じてはくれなかった。たちの悪い冗談としか受け止めていなかったのである。

「本当なんだ、亜季。本当に俺が涼介なんだよ。信じてくれ！」

　涼介は必死に訴えたが、亜季は聞き入れようとしない。

「お兄ちゃんは死んだ！　死んだのよ！　やっとそれを受け入れて……納得して……それなのに、なのに、なんでそんな事言うのよ！　そんな事して、なにが楽しいのよ！」

「違うんだ、亜あ季き。そんなんじゃねえ。本当なんだ。頼むから、落ち着いて聞いてくれ」

　涼りよう介すけは亜季の肩を摑つかんで訴えかけたが、亜季の心には通じなかった。

「触らないで！　離して！　離しなさいよ！」

　亜季は、涼介の手を振り払い、ガレージの奥へと逃れた。

「亜季……」

　涼介は途方に暮れた。どうしたらいいのか分からなかった。

　喧けん嘩か沙ざ汰たなら誰だれが相手でも負けはしない。だが、泣き叫ぶ亜季を前にした時、涼介は己の無力さを思い知らされた。

「出てってよ！　早く出てって！　でないと警けい察さつ呼ぶわよ！」

　ガレージのどこからか見付けて来たのだろう。亜季は涼介に向けて、スパナを振り上げた。

「亜季……」

「出てけ！」

　全身の力を振り絞るように、亜季は叫んだ。

　説得はおろか、言葉を交わす事さえ、もはや不可能だった。

　亜季には信じて欲しかった。川かわ崎さき涼介がまだこの世に存在している事を、亜季には知って欲しかった。

　だが、それは無理な望みだったのだろう。

　亜季にこれ以上つらい思いをさせるわけにはいかない。亜季の苦しむ姿を見たくない。

「……分かった」

　涼介には、そう答えるしかなかった。

「妙な事言ってすまなかった。忘れてくれ。もう、ここには……来ない」

　そして涼介は、生まれ育った家と亜季に背を向けた。
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「くそっ」

　川崎家をあとにした涼介は、手近にあった電柱を、力任せに殴り付けた。

　なにもかも、うまくいかない。この体では、なにもできない。

　あの茶髪野郎も逃のがしてしまった。亜季があの調子では、小包を探す事も叶かなわない。

　なぜ、こいつなんだ。

　それが無性に苛いら立だたしい。

　元の涼介なら、あんな体当たりなどには、びくともしなかった。いや、それ以前に、先制の攻こう撃げきで、反撃などできないほどのダメージを与えておけたのだ。

　もっとパワーが欲しかった。ウェイトとリーチが欲しかった。

　なのに、なぜ。なぜ、よりにもよって、こんな頼りない奴やつの体に入っちまったんだ。

　浦うら和わの体だから、あの男を取り逃がした。浦和の体だから、キーも持ってない。浦和の体だから、亜あ季きにも信じて貰もらえない。

　浦和、浦和、浦和……。

　涼りよう介すけには、全すべての責任が浦和にあるようにさえ思えてくる。

「くそったれ！」

「ああ？　今、なんてった？」

　その声で、涼介は我に返った。

　いつの間にか、涼介は商店街を歩いていた。考え込んでいる間に、こんな所にまで来てしまっていたらしい。空にも星がちらつき始めている。

「おい、なんとか言えよ」

　同じ声が言った。

　涼介の前に、三人の高校生がいた。北きた高こうの制服。つまり涼介と同じ学校だ。面つら構がまえに見覚えがないから、おそらく入ってきたばかりの一年だろう。どいつもこいつも、剃そり込みを入れ、眉まゆを細く刈り込んでいる。時代遅れのつっぱり兄ちゃんといったところだ。

「お前らの事じゃねえよ」

　涼介はリーダー格らしい、ごつい顔の男に向けて言った。

「あ？　なんだこいつ」

　眼鏡めがねを掛けた男が、意外そうな表情を浮かべる。

「東高ひがしの坊ちゃんが、洒落しやれた口、利くじゃねえかよ」

　耳にピアスをした男が、せせら笑った。そういえば、涼介は制服を着たままだった。

　こういう馬ば鹿かがいるから、北高うちの評判が落ちる。困ったもんだぜ。

　涼介は、苦笑を浮かべた。

「おい、手て前めぇ、なに余裕かましてんだ、おお？」

　ごついのが凄すごんだ。

「舐なめんじゃねえぞ、おら」

　眼鏡が、がなり立てる。

「うるせえな。耳元で騒さわぐんじゃねえよ」

　涼介は、顔を顰しかめた。

「この野郎……。上等じゃねえか」ごついのが、涼介の胸倉を摑つかんだ。「舐めた口利きやがって、手前ぇどうなるか分かってんのか？」

　さあて、どうしたもんか……。

　日ひ頃ごろの経験から、このあとの展開は明白だった。今はこんな連中を相手にしている場合ではないが、浦うら和わの体に傷でも付けられたらやっかいだし、先せん輩ぱいとして後輩を教育する義務もあるだろう。

　と、いうわけで、涼りよう介すけは思いっきり小こ馬ば鹿かにした口調で言ってやった。

「どうなるってんだ。言ってみろよ。あ？」

「この餓が鬼き！」

　この程度で簡単に頭に血が上る。だから馬鹿だというのだ。

　涼介は、両手でごついのの頭を摑つかむと、その鼻っ柱目がけて、頭突きを叩たたき込んだ。

「ぶがっ」

　のけぞろうとするその頭を更に押さえ付けて、鳩尾みぞおちに膝ひざをめり込ませる。ごついのの体が、堪たまらず沈み込んだ。その横から、眼鏡めがねが殴り掛かってくる。

「手て前めぇ！」

　下手へたくそなその右ストレートを、僅かすかに体を開いて躱かわし、涼介は左のカウンターを合わせた。リーチの差を考えていつもよりやや深く、そして軟らかい喉のどを狙ねらった。

「ごふっ！」

　眼鏡は喉を押さえて横転し、激しく咳せき込んで動けない。

　あと一人。

　だが、そのピアスは、今の一いつ瞬しゆんの出来事に立ちすくんだように動けないでいる。

「お前もやるか？」

　涼介は、一応希望を訊きいてみる。

　ピアスは目を瞠みはったまま答えない。

「なら、これで失礼するぜ。この馬鹿どもの介抱してやんな」

　それだけ言い置いて、涼介はその場を離れた。

　颯さつ爽そうと夜道を歩きながら、涼介は思った。

　まあ、なんだな。要はやりようって事だな。

　パワーがないなら、それなりの闘たたかい方を考えればいい。リーチの短さもまたしかり。浦和を恨んでいても仕方がない。第一、居い候そうろうの分際で家の造りに文句を付けるなど、恩知らずもいいところである。

　出来の悪い後輩たちのせいで余計な手間を取らされたが、お陰でなんとなくすっきりした。やはり胸のもやもやを吹き飛ばすには、体を動かすのが一番である。
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　涼介は家へと戻った。浦和涼介の家へと。

　二度も自分の家から追い出された涼りよう介すけには、ここしか戻る場所はなかったのだった。

　制限時間の事もあるし、浦うら和わの家族の事もある。いずれにせよ、怪しまれないぐらいの時間には、浦和の体を家に帰しておく必要があった。

「ただいま」

　家の中へと入ると、奥の方から、四五、六の女が現れた。多分、浦和の母親だろう。

「遅かったわね、今日は」

「ああ……ちょっとね」

　涼介は言葉少なに答えた。浦和が普段どんな話し方をしているのか分からない。用心のためには、あまり口を利かない方が良さそうだった。

　浦和の母親は、しげしげと涼介を眺めている。

　なにか気付かれるような事でもしたのかと、涼介は警けい戒かいしたが、浦和の母親が気にしたのは別の事だった。

「鞄かばんはどうしたの？」

「あ……」

「忘れたの？」

　そういえばそうである。勝手に早退してきてしまったのだから、浦和の鞄はまだ学校にある筈はずだ。

「取りに行った方がいいかな……」

「今日はやめておきなさい。もう遅いし、学校だって閉まってるんじゃないの？」

「ん？　ああ……じゃ、そうするよ」

　独ひとり言ごとに答えられて、涼介は苦笑しつつ頷うなずいた。

「じゃあ、早く手を洗って。すぐ夕ご飯にしますからね」

　涼介が浦和家で食事をとるという事は、表面上はどうあれ、他人の家の食事を勝手に食べる事という事になる。少々気が咎とがめないでもなかったが、説明するわけにもいかないし、実際問題として腹も減っている。涼介はありがたくご馳ち走そうにあずかる事にした。

　なかなかうまい夕食だった。煮物に味み噌そ汁しる、それに漬物と、決して豪華ではないが、なんとも言えない温かみがある。

　お袋の味って奴やつだな。

　久しく忘れていた味だった。菜な津つ子こが死んでから、川かわ崎さき家の家事は亜あ季きが受け持っていた。料理も、そこそこ食えるものは作るが、まだまだ母親の域には達していない。

　お袋、か……。

「どうしたの、涼ちゃん？　ママの顔、そんな風ふうに見て」

「ん？　ああ、いや別に」

　涼介は、慌てて首を振った。

　それにしても、涼りようちゃんときたぜ。それにママだと？

　他人ひと事ごとながら、背中がこそばゆくなる。名前が同じなのが、尚なお更さら始末に負えない。

　そういえば、お袋は俺おれの事なんて呼んでたっけ。涼りよう介すけ……？　いや、やっぱり、ちゃん付けだったか……。

　あの時、涼介は一二だった。中学に入ったばかりで……そう、思い出した。涼介は、母親の菜な津つ子こに言ったことがある。ちゃん付けは恥ずかしいからやめてくれと。だが、菜津子がそれで呼び方を変えたかどうかは覚えていない。変えたとしても、その新しい呼び方で涼介を呼んだのは数えるほどだろう。記き憶おくに残るほど、その呼び方を繰くり返す時間は菜津子にはなかったのだから。

「あんまり食べないのね。食欲ないの？　涼ちゃん」

　浦うら和わの母親が、涼介を覗のぞき込むようにして言った。

「そんな事ないよ。おいしいよ。ママ」

　涼介は答え、そして小さく笑った。
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　気が付くと涼介はベッドの上に寝かされていた。

　自分の部屋のベッドである。

「……なんでこんな所で寝てるんだろ……？」

　それが不思議だった。

　数学の授業中に立ちくらみをしたのは覚えている。かなりひどい立ちくらみだった。まともに立っていられず、思わず机にしがみ付いたほどだ。

　壁かべの時計を見上げると、もう一〇時を回っていた。

　あれから、なにがあったのだろう。こうして自分の部屋で寝ていた事から考えると、誰だれかが学校から涼介を運んできてくれたらしい。気を失った息子が運び込まれて、花はな枝えもさぞ驚おどろいた事だろうと思う。

　涼介は、ベッドから立ち上がってみた。

　頭はすっきりしている。気分も悪くない。体にも特に異常はなかった。強いて言えば、右手が少しばかりずきずきするが、別に大した事はない。教室で倒れた時にでも、どこかにぶつけたのだろう。

　それにしても、なぜ、あんなにひどい立ちくらみを起こしたのだろうか。涼介は健康面には、これまで特に問題はなかったのである。

　どうにも腑ふに落ちなかったが、とりあえず目を覚ました事を花枝に報告して置こうと、涼介は部屋を出た。

　花はな枝えは居間でテレビを見ていた。

「あら、涼りようちゃん」

　足音で気付いたのだろう、花枝は煎せん餅べいを手に持ったまま、涼介を振り返った。

「うん……今起きたよ」

　花枝は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうに涼介を見詰め、そしてくすりと笑った。

「なあに、涼ちゃん。居眠りでもしてたの？」

　妙な言葉が返ってきた。

「……居眠り？」

「寝るんなら、ちゃんとベッドに入って寝なさいよ。風邪かぜでも引いたら大変でしょ」

　どうも変だ。話が嚙かみ合わない。

　涼介は少し考え、そして訊きいてみた。

「……僕さ、どのくらい眠ってた？」

「さあ、どうかしら……」花枝は身を捩よじるようにして、時計を見た。「せいぜい一、二時間じゃないの？　一緒に夕飯食べたのが、七時半くらいだったでしょ」

　夕飯を食べた？　僕が？

「……そうだった？」

「そうよ」花枝は頷うなずき、それから思い出したように付け加えた。「そうそう。鞄かばんを忘れて来たんだったら、明日は少し早めに学校へ行きなさいよ」

「……鞄を忘れた？」

「違うの？　家に帰って来た時、自分でそう言ってたでしょ？」

「……」

　噓うそを言っている様子ではなかった。第一、そんな噓を付いて喜ぶような花枝でもない。

　とすると、本当なのだろうか。涼介は誰だれかに運ばれてきたのではなく、自分の足で帰って来たのだろうか。そして夕飯を食べ、そのあとベッドに横になった……。

　だが、覚えがない。

　寝ぼけていたにしても、度が過ぎる。

　変だな……どうしちゃったんだろ、いったい……。

　涼介は、そっと額ひたいを押さえた。
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　水曜日の朝。涼りよう介すけはスポーツバッグを携えて登校した。昨日学校へ『置き忘れてきた』鞄かばんの代わりである。

　だが、その事を、涼介は覚えていない。涼介が覚えているのは、数学の時間に立ちくらみを起こしたところまでだ。そして気付けば、家に帰っていた。自分の部屋で横になっていたのである。

　よほど意識が朦もう朧ろうとしていた、という事なのだろうか。家に帰り自分のベッドで休むまで、夢うつつの状態だった。だから、その間の事を覚えていない。そういう事なのだろうか。

　状況から考えれば、どうやら、そういう事になりそうである。だが、どうもすっきりしない。幾ら意識が朦朧としていたとはいえ、その間の事を、なにひとつ覚えていないというのが、どうにも釈然としないのである。

　学校へ行ったら、クラスの人たちに訊きいてみようか……。

　そうすれば、少しははっきりとした事が分かるかもしれない。

　東ひがし高こうが近付くにつれ、涼介のまわりには、登校途中の東高生たちの姿が目立つようになってきた。徒歩の者もいれば、自転車の者もいる。

　その中に、見覚えのある生徒が一人いた。鞄かばん代わりのナップサックを肩に掛け、やや大股に歩いているその後ろ姿は、どうやら桜さくら井いのようである。

　ちょうどいいや。

　涼りよう介すけは小走りに駆かけて行くと、後ろから声を掛けた。

「おはよ、桜井くん」

　不意に呼びかけられた桜井は、きょとんとした表情で振り返ったが、すぐに涼介を認めて笑顔になった。

「よう、浦うら和わ。体はもういいのか？」

「うん？　うん……まあね」

　曖あい昧まいに答えながら、涼介は桜井と並んで歩き出した。

「それにしても、どうしたんだよ、昨日は」

「え？」

「授業終わってから、一応、保健室まで様子見に行ってやったんだぜ？　そしたら、来てねえって言うじゃねえか。早退したにしちゃ、鞄はそのままだったしさ。どこへ行きやがったんだと思って、ちょっと探しちまったぜ」

「……ごめん」

「別に謝あやまるような事じゃねえけどよ」桜井は、気にするなというように笑った。そして、涼介が手に提げているスポーツバッグを、ちらりと見る。「鞄持ってねえって事は、やっぱ、あのまま家に帰ったのか？」

「うん……なんか、そうみたいだね」

「なんだ、そりゃ」

　涼介の答え方に、桜井は笑った。

「それがさ、よく覚えてないんだ」

「あん？」

「あの時、立ちくらみがしたのは覚えてるんだけど……そのあとの事が、よく思い出せないんだ。気付いたら家にいてさ。いったい、どうしたんだろうと……」

「おいおい……」

　桜井は呆あきれたように笑った。

「本当なんだってば」

「お前、相当、寝ぼけてたらしいな」

「……」

　やはり、そうなのだろうか。

　涼介が黙だまり込んでしまうと、桜井はやや真顔になった。

「今はもう大丈夫なんだろう？」

「ん？　うん……まあね」

「なら、それでいいじゃねえか。少しぐらいすっとぼけた事したって気にする事ねえよ」

「うん……そりゃそうだけど……」

「それより、あんな立ちくらみなんか起こす事の方が問題だぜ。運動部にでも入って、体鍛きたえた方がいいんじゃねのか？　勉強ばっかしてねえでよ」

　桜さくら井いは、とんと軽く、涼りよう介すけの胸を叩たたいた。

　口調は乱暴だが、桜井が涼介を案じてくれているのは、よく分かった。

「……そうだね」

　体を壊こわすほど勉強に明け暮れているわけではないが、二日前のあの事件が、いまだに尾を引いているのは確かである。昨日の体の変調も、それが間接的な原因になっているのかもしれない。気分を変えるためにも、部活に入るというのはいい選択肢のように思えた。

「ああ、そういや昨日の演えん劇げき部ぶの先せん輩ばいさ、また来てくれって言ってたけど、どうするよ」

「どうするって……桜井くん、入部する気なの？」

「そうじゃねえけどよ。折角のお招きを無駄にするのも勿もつ体たいねえじゃねえか。評判どおり美人だったし、ケーキもうまかったしさ。どうだ、また覗のぞきに行ってみねえか？」

　桜井の能天気振りに、涼介は笑ってしまった。

「そのうち抜けられなくなったって知らないよ」
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「……ん？」

　桜井が、ふと立ち止まった。

「？　どうしたの？」

「いや、あれさ」

　桜井は、ひょいと顎あごをしゃくった。

　校門である。

　始業時間が近い事もあり、東ひがし高こうの校門近くには、多くの生徒たちの姿が見受けられた。言うまでもなく、どの生徒たちも東高の制服を着ている。

　だが、その中にただ一人、違う制服の生徒が混じっていた。

　グレイのブレザー。臙えん脂じ色いろのネクタイ。

　西にし高こうの制服である。

　涼介たちの通う東高は、今でこそ共学だが、創立された当時は男子校だった。そのため、進学希望の女子生徒を受け入れる場所が必要となり、新たに創つくられた女子校が西高なのである。いわば東高とは対になる存在であり、その校舎も直線距離にして五〇〇メートルほどと、かなり近い場所にある。

　だが、幾ら近いとはいえ、始業も間もないこの時刻に西にし高こう生せいがこんなところに佇たたずんでいるのは、やはり不思議だった。

　その西高生は、門柱の一方に、背中をもたせ掛けるようにして立っていた。脇わきを抜けて行く東高ひがしこうの生徒たちが一様に不思議そうな視線を向けて行くが、西高生は気にも止めていない。両腕を胸の下あたりで軽く組み、登校してくる生徒たちの顔を眺めている。

「西高の奴やつが、あんな所でなにやってんだ？」

「さあ？　誰だれか待ってるんじゃないの？」

「結構、美人だな。ちょいと気が強そうだけどよ」

　さっきまで演えん劇げき部ぶの先せん輩ぱいがどうとか言っていた癖に、桜さくら井いも気の多い男である。

　だが、確かに美人だった。

　身長は、涼りよう介すけと同じくらいだろうか。短めにまとめた髪。すらりとした体つき。どことなくボーイッシュな印象を受ける。きゅっと結ばれた唇といい、まっすぐに人を見るその目付きといい、『気が強そう』という桜井の評にも、頷うなずけるものがあった。

　……あれ？

　涼介は、妙に落ち着かない気分になった。西高生の視線が、自分に向けられているような気がしたからである。

　振り返って、背後を確認したが、誰もいない。

「お、こっちに来る」

　桜井の言葉に、涼介は目を戻した。

　西高生が、ゆっくりと近付いてくる。両腕は胸の下で組んだまま、目は涼介を見詰めたままだ。

　桜井も、西高生のその視線に気付いたらしい。

「お前の知り合いか？」

「ううん」

　涼介は首を振った。

「隠すなよ。ノート見せてやったろ？」

「本当に知らないんだって」

　これだけ印象的な相手である。どこかで会った事があるなら、忘れる筈はずがない。

　だが西高生は、涼介の目の前で足を止めた。もう間違いようがない。この西高生は涼介に用があるのだ。

「おはよう。浦うら和わ涼介くん」

　西高生は、にこりともせずに、涼介に挨あい拶さつした。襟えり元もとの学年章は二年を示している。

「あ……はい、おはようございます」

　わけの分からぬまま、涼りよう介すけは挨あい拶さつを返した。

「おい、浦うら和わ。誰だれなんだよ」

　焦じれたように、桜さくら井いが言った。西にし高こう生せいが涼介の名を口にした以上、もうごまかしは効かねえぞといった表情である。

「だから、本当に知らないんだってば。あの……お会いするの、初めてですよね？」

「……覚えてない？」

　西高生は、涼介を見据えたまま答えた。

　『見詰める』ではない。その強い視線は、『見据える』としか表現できないものだった。

「あの……どこかでお会いしました？」

「ええ。二度ばかりね」

　低く抑えた声で、西高生は答えた。

　だが、やはり、涼介には思い当たる節がない。

「あの……失礼ですけど、どなたでしょう？」

「ふうん。知らないんだ」

　妙に含んだところのある口調で、西高生は言った。

「すいません。ちょっと思い出せなくて……」

「じゃあ、教えて上げるわ。私は川かわ崎さき亜あ季き。それとも、川崎涼介の妹と言った方が分かりやすいかしら？」

「え……」

　涼介は息を吞のんだ。

　川崎涼介。

　それはあの男の名前である。二日前、涼介の目の前で死んだ男、あの北きた高こう生せいの名前だった。

　だが、その妹が、なんのために涼介を訪ねて来たのだ？

　警けい戒かい心しんの働く涼介を見て、冷ややかに亜季は言った。

「どうやら思い出してくれたみたいね」

「……はい」

　亜季は、涼介を恨んでいるのだろうか。川崎涼介の死について、責任があると、そう考えているのだろうか。

「ですが……それで僕になにか……？」

「あなたに訊ききたい事があるのよ。いろいろとね。ちょっと時間貰もらえるかしら？」

「それは……構いませんけど……」

　仕方なく、涼介は頷うなずいた。亜季には兄の死について知る権利があるだろうし、それを見取った涼介には説明する義務があるだろうとも思う。

　しかし、

「じゃあ一緒に来て」

　早速そう言い出されたのには、さすがに涼りよう介すけも面食らった。

「一緒にって……今からですか？」

「ええ、そうよ」

　当然、とばかりに、亜あ季きは頷うなずく。

「でも、もうすぐ授業が始まりますし……」

　校舎の外がい壁へきに据えられている時計は、八時二五分を回っていた。一時間目の開始まで、もう五分もない。校門付近にいる生徒たちも、もう涼介たちだけになっていた。

「さぼればいいでしょ」

　無造作に亜季は言い放つ。

「そんな勝手な……」

　涼介が抗議しかけた時、その亜季の両目が、ぎろりと光った。

「つべこべ言わないで来ればいいのよ。言っとくけど、あんたには断る権利なんかないんだからね。引きずってでも連れてくわよ」

　がらりと変わった高圧的なその態度に、涼介は目を白黒させた。気が強そうだとは思っていたが、ここまでとは思わなかった。

「そこの君」

「え、あ、俺おれ？」

　桜さくら井いが、自分の顔を指さした。

「浦うら和わくんは、都合により早退。そう伝えといて。いいわね」

「でも、こういうのは早退とは言わねえんじゃ……」

「だったら、欠席って言っとけばいいでしょ。東ひがし高こう生せいなら少しは頭を使いなさい。ほら、行くわよ」

　亜季は、涼介の腕を、ぐいと引っ張った。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ。幾らなんでも……」

　涼介は抗あらがおうとしたが、亜季は涼介の腕を抱え込んで、離そうとしない。なにがなんでも引き連れて行くつもりのようだ。

「ちょっと、桜井くん、なんとか言ってよ」

　すると桜井は、ぽりぽりとこめかみの辺りを指で搔かき、それからその手を持ち上げて軽く振った。

「達者でな」
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　桜さくら井いにも見捨てられ、涼りよう介すけは亜あ季きに連行されて行った。

　涼介の腕は、亜季の脇わきに抱えられたままだ。

「あの、すいません。ちょっと、手を離して貰もらえませんか」涼介は頼んだ。「このままじゃ目立ちますし、それに……」

　腕に当たる亜季の胸の感触が、さっきから気になって仕方がなかったのである。

「逃げない？」

「……逃げません」

　今更逃げ出そうとしたところで、もう一時間目には間に合わないし、第一、亜季が素直に帰してくれるとも思えない。それよりも、さっさと質問とやらに答えて、なるべく早く解放して貰った方が良さそうだ。

「ならいいわ」

　ようやく亜季は、涼介の腕を離してくれた。

「それで……僕をどこへ連れてくつもりなんですか？」

　感触の残る腕をさすりながら、涼介は訊たずねた。

「私の家よ。その方が落ち着いて話せるでしょ」

「それって、どの辺なんですか？」

　どれくらいの距離を歩かされるのかと、それを知りたくてした質問だったが、なぜかその途端に、亜季の目付きが厳きびしくなった。

「知らないとでも言うつもり？」

「……知りません」

　不ふ穏おんな空気を感じ取れないわけではなかったが、実際に知らないのだから仕方がない。

　亜季が、ぴたりと足を止めた。そして、涼介に向き直る。

「浦うら和わくん。これでも私は穏おだやかに話そうとしてるつもりなのよ。だから、これ以上、私を怒らせないで貰える？」

　低く抑えた声せい音おんで、亜季は警けい告こくしてきた。

「……はあ、すいません」

　涼介は、つい謝あやまってしまった。

　これで『穏やか』だというのにも恐れ入るが、それにしても、なぜ涼介が亜季の家の所在を知っていなければならないのか、それが分からない。

　亜季は、気を鎮しずめるように、小さく息を吐はいた。

「まあ、いいわ。家に着いてから、じっくり訊きかせて貰うから」
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　亜あ季きの家は、かなり立派な造りだった。御殿のよう、とまでは言わないが、それでも浦うら和わ家なら五軒ぐらいは収まってしまいそうな敷しき地ちの広さがある。

「さ、いらっしゃい」

　涼りよう介すけを促しながら、亜季が門をくぐった。

「あ……でも、ご家族の方になんて言えば……？」

　普通なら学校に行っている筈はずの時間である。不ふ審しんな顔をされるのは目に見えていた。

　だが、ほんの一いつ瞬しゆんの間のあと、亜季は答えた。

「心配しなくても誰だれもいないわよ。……今はね」

　出掛けている……という事なのだろうか。

「じゃ……お邪じや魔まします」

　誰にともなく頭を下げながら、涼介は、亜季の開けたドアをくぐった。

　ほのかな匂においが、鼻をくすぐる。線香の匂いだ。

「……」

「左手に応接間があるから」

　上がり口で立ち止まった涼介に、後ろから亜季が声を掛けて来た。

「あの……その前に、ちょっと焼香させて貰もらってもいいでしょうか」

　涼介は言ってみた。

　特に信心深いというわけでもないが、たまたまとはいえ、その死に立ち会ったのである。川かわ崎さき家を訪れた以上、そうするのが当然に思えた。

　亜季は、すぐには答えなかった。妙な目付きで涼介を見詰めている。

「あの……？」

「……いいわ。したいって言うなら、どうぞ」

　どこか、ぶっきらぼうな口調だった。

「それで……仏ぶつ壇だんはどちらに？」

　そう問う涼介を、またもや亜季はじろりと睨にらんだが、結局なにも言わず、廊下の右手を示した。

　廊下を右へと進むと、障子が並んでいる。涼介が、そのうちの一枚を開け放つと、線香の匂いがひと際強まった。

　六畳ほどの広さの日本間に、仏壇は安置されていた。もっとも、黒塗りされているような本格的な仏壇ではなく、簡素な白木造りの仏壇である。仮に置いてある、そんな感じだった。

　その仏壇の中に、黒枠の写真立てが置かれていた。若い男のモノクロ写真が、その中に収められている。

　男は、革のジャケットを羽は織おり、やや前まえ屈かがみになっていた。手前にバックミラーらしき物が見えるところを見ると、バイクに跨またがっているところらしい。こちらに向けられた顔は、写真を撮られるのが照れ臭いのか、僅わずかな苦笑を浮かべていた。

　これが、川かわ崎さき涼りよう介すけさん……か。

　ただ一度出会った時、川崎涼介は既に瀕ひん死しの状態にあった。血の気の失うせたその顔には、表情らしきものなどありはしなかった。だが、その表情が、この写真にはある。涼介は初めて、川崎涼介という男を見たような気がしていた。

「いつまでそうしてるつもり？」

　亜あ季きの静かな声に促されて、涼介は仏ぶつ壇だんの前へと進んだ。

　正座し、まず蠟ろう燭そくへと火を灯ともす。そしてその上に、線香をかざした。線香に燃え移った火を手で扇あおいで消すと、ひと筋の白い煙が立ちのぼる。涼介は、香炉の灰の中に線香を立てると、川崎涼介の遺い影えいに手を合わせた。
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　やがて、涼介は仏壇の前から下がると、体ごと亜季の方へと向き直った。

「……それで、川崎さん。僕に訊ききたい事というのはなんでしょうか。僕の知ってる事なら、なんでもお話しします」

　これまでの様子から、亜季が涼介を恨んでいるらしい事は分かっていた。あの時あの場所にいたという、ただそれだけの事で恨まれるのは理不尽なような気もするが、亜季の身になってみれば、無理もないとも思う。それに、涼介自身にも、あの時、もっとできる事があったのではないかという悔いが残っている。責任がまったくないとは言い切れない。

　いずれにせよ、あの時の様子を遺族に伝えるのは、川崎涼介の死に立ち会った者の義務だろう。

「やけに素直じゃない。良心が咎とがめたってわけ？」

　皮肉な口調で、亜季は言った。

　涼介は無言のまま、亜季の質問を待った。

　そんな涼介に、亜季はしばし強い視線を当てていたが、やがて、気持ちを落ち着けるように、軽く息を吐はいた。

「それじゃ最初に訊くけど、あんた、あそこでなにしてたの？」

「別に……なにってわけじゃありません。ただ、帰ろうとしてただけです」

「そうじゃなくて、その前の事よ。なにを探してたの？」

　……なんで、そんな事が気になるんだろう。

　涼りよう介すけは疑問に思ったが、とりあえず、質問には答えた。

「参考書ですけど？」

「参考書？」

　余よ程ほど意外だったのか、亜あ季きはおうむ返しに繰くり返した。

「はい。英語の。『英文解釈教室』っていう本ですけど」

「……それ、今持ってる？」

「いえ。家にあると思いますけど」

　買って来たはいいが、あんな事のあとでは開く気にもなれず、警けい察さつで用意してくれた紙袋に入れたまま部屋に置いてあるのだった。

「……なんでそんな物を探してたの？」

「なんでって……先生に薦すすめられたからです。良い参考書だからって」

　なぜ亜季がそんな事にこだわるのか、涼介には分からなかった。

　一方の亜季も、要領を得ないといった表情で、涼介を見詰めている。

　ややあって、亜季は言った。

「いったい、あんた、なんの話をしてるの？」

「なんのって……一昨日おとといの事でしょう？　川かわ崎さきさんが……だから、つまり、お兄さんが亡くなった時の」

　亜季は、長々と涼介を見詰めた。

「……なんですって？」

「えっと……もしかして、違う話、してました？」

「多分ね。だけど、今の話はどういう事？　お兄ちゃんが死んだ時、あんた、そこにいたとでも言うの？」

「はい、いました。……ご存じじゃなかったんですか？」

　涼介は少なからず驚おどろいていた。

　涼介と川崎涼介との接点は、二日前のあの時しかない。当然、亜季の用も、それに関する事に違いないと思っていたのである。亜季がそれを知らなかったのなら、いったいなんの用事で涼介の前に現れたのだろう。いや、それ以前に、どこで涼介の名前を知ったのだろうか。

「……それ、本当なの？」

「はい」

「じゃあ、あんたがお兄ちゃんをあんな目に遭わせたの？」

　亜季の目付きが鋭するどくなり、涼介は慌てて首を振った。

「そんな事するわけないじゃないですか。僕はただ、下を歩いてただけです。そしたら、上から川崎さんが落ちて来て……。僕はそれを目もく撃げきしただけなんです」

「偶然出くわしたって、そう言うの？」

　疑わしげに亜あ季きは言った。

「はい。なんでしたら、警けい察さつで訊きいて来て貰もらっても結構です。あの時、事情聴取を受けましたし、ほかに目もく撃げき者しやもいたっていう話ですから」

　亜季は、なおしばらく、探るような目を涼りよう介すけに向けていたが、警察に行ってもいいという言葉が効いたのか、やがて頷うなずいた。

「まあ、いいわ。一応それは信用してあげる。で、最初の質問に戻るけど、あんた、お兄ちゃんの部屋でなにしてたの？」

「？　なんの事です？」

　涼介は首を傾かしげた。言われている意味が分からない。

「惚とぼけないで。お兄ちゃんの部屋、引っ搔かき回したの、あんたでしょう。いったい、なにを探してたのよ？」

「知りませんよ、そんな事」

「まさか、そんな言い訳が通用すると思ってるわけじゃないでしょうね？」

　この家でなにがあったか知らないが、亜季は頭から涼介を犯人だと思っているらしい。

「言い訳なんかじゃありません。本当に知らないんです。大体なんで、僕がそんな事しなきゃならないんですか？」

「惚けないでって言ったでしょ、浦うら和わくん。誰だれに命令されたのか知らないけど、正直に白状しなさい。さもないと、それこそ警察を呼ぶわよ。人の家に忍び込むなんて、れっきとした犯罪なんだからね」

「だから、僕は、あの時一度川かわ崎さきさんに会っただけなんです。妹さんがいるなんて事も知らなかったし、家がどこかだって知らなかった。忍び込む事なんてできるわけないじゃないですか」

「あっきれた……よくもまあ、そんな白々しい事が言えるわね」

　さすがに涼介も、むっとした。

「じゃあ、警察にでもなんでも訴えたらいいじゃないですか」

「開き直らないでよ。本当に警察に行ったら困る癖に」

「困りませんよ。だって、本当に知らないんですから」

「あら、そう。じゃあ、これをどう説明するつもりなの？」

　亜季はブレザーのポケットから取り出した物を、涼介に放ってよこした。

　それは生徒手帳だった。裏表紙には、涼介の顔写真が貼てん付ぷされている。

　涼介の手は、反射的に胸ポケットを探っていた。しかし、そこに触れる物はない。

「……なぜ、これを川崎さんが持ってるんです？」

　生徒手帳を拾い上げた涼介は、じっと亜季を見詰めながら訊たずねた。

「あんたが落としてったのよ。私の目の前でね」

「……どこで、ですか？」

　涼りよう介すけは質問を重ねた。なにか得体の知れない物が、背中を這はい上がって来るような気がしていた。

「昨日、この家で」

　亜あ季きは、そう答えた。

　昨日……。昨日か……。

「……何時頃ごろです？」

「知らないわよ、そんな事。いちいち時計なんて見てないし」

「大体で構いません。教えて下さい」

　涼介が食い下がると、亜季は仕方なさそうに答えた。

「四時半か、それくらいだったと思うけど？」

　やっぱり、そうか……。

　昨日の三時頃から一〇時頃までの間の記き憶おくが、涼介にはない。四時半にここにいたと言われれば、それを否定する事は、涼介にはできないのである。

　やはり夢遊病だとでもいうのだろうか。二日前のあの出来事で強いショックを受け、その結果、精神に変調を来した……。

　だが、おかしい。どう考えても妙だった。百歩譲ゆずって、夢遊病に罹かかっていたとしても、涼介が昨日の時点でこの家にやって来る事は不可能である。今日になるまで、涼介はこの家の所在を知らなかったのだから。

　では、なんだ？　いったい、なにが起こっている？

　涼介は亜季に意識を戻した。

「あの……川かわ崎さきさん。川崎さんは、その時の僕を見てたんですよね？」

「ええ、勿もち論ろん」

　皮肉な感じで、亜季は頷うなずいた。

「その時、僕はなにをしてたんですか？」

「だから、それを、さっきから私は訊きいてるんだけど」

　冷ややかに亜季は言った。

「そうか……そうでしたね……。でも、僕が訊きたいのは、そういう事じゃなくて、つまり……その……」

　涼介は迷った末、正直に自分の身に起きている事を説明する事にした。簡単に信じて貰もらえるとは思えないが、ほかにどうしようもなかったからである。

「実を言うと……昨日のその時間の事、僕は全然覚えてないんです。授業中にいきなり気が遠くなって……それで気付いたら家にいて……。だから、その間の事、全然知らないんですよ。ですから……」

「また、それ」

　しどろもどろの涼りよう介すけの説明を、亜あ季きはうんざりしたように遮った。

「……『また』？」

「お兄ちゃんが乗り移ってるんだって、そう言いたいんでしょ？」

　涼介は、まじまじと亜季を見詰めた。

「乗り……移った……？」

「違うの？」

　亜季は冷ややかに涼介を見詰めている。

『また』。そう亜季は言った。という事はつまり、

「……そんな事を言ったんですか？　昨日の『僕』は？」

　亜季は、そっと目を閉じた。そして大きく息を吸い込む。

「浦うら和わくん。はっきり言っておくわね」

「……はい？」

「私はこれまで、できるだけ穏おだやかに話を訊きこうとしてきたわ」

「……はあ」

「あなたは真面目まじめな子みたいだし、きっと誰だれかに脅かされてあんな事をしたんだと思うの。だから、正直に全部話してくれれば、あなたをどうこうしようとは思わない。でもね」

　亜季の目が涼介を見る。思わず涼介が仰のけ反ったほどの、凄すさまじい怒りのこもった眼光だった。

「私にも許せる事と許せない事があるのよ。だから、二度と、その下手へたな芝居を、私の前でしないで。いいわね」
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　……どうしよう。

　涼介は途方に暮れていた。

　亜季が腹を立てている理由は、涼介にも理解できる。

　なにしろ兄を亡くしたばかりなのだ。その兄の死を茶化すような話を許せる筈はずがないし、聞くだけでも苦痛なのだろう。

　無理もない事だし、第一、涼介にしたところで、そんな馬ば鹿かげた事がある筈がないと思っている。人は死ねば、それで終わり。他ほかの人間の記き憶おくの中に残るだけだ。魂などというものは存在しないし、死後の世界も幽ゆう霊れいもありはしない。

　つまり、『川かわ崎さき涼介の魂が涼介の体に乗り移った』などという話が噓うそであるという点では、涼介も亜季も同じ認識を持っているわけだ。

　違うのは、『もう一人の涼りよう介すけ』がいる事を、涼介は知っているが、亜あ季きは信じていないという事である。

　魂も幽ゆう霊れいも存在しない以上、その『もう一人の涼介』が川かわ崎さき涼介である筈はずがない。夢遊病かもしれないし、二重人格なのかもしれない。ひょっとしたら、誰だれかに催眠暗示でも掛けられていたのかもしれないが、いずれにせよ、科学の世界で説明のつく現象に違いない。

　涼介は、それを確かめたかった。自分の身になにが起きているのかを知りたかった。『もう一人の涼介』がなにをしようとしているのか、なんのためにそんな噓うそを吐ついたのか、どうして川崎家を知っていたのか、それをはっきりさせたかった。

　それを確かめるには、昨日の出来事について亜季に訊たずねるしかない。だが、訊ねれば、亜季を怒らせる事になる。

　八方塞ふさがりだった。

　その時、である。

　ぴんぽーん。

　玄関の方で、呼び鈴の音が聞こえた。

「……誰かしら」

　亜季は僅わずかに眉まゆをひそめながら立ち上がった。来客の応対が嫌だというのではなく、そうする事で、涼介への訊じん問もんが中断させられてしまう事が気に入らなかったのだろう。

「ちょっと行って来るけど、ちゃんとそこにいなさいよ。話はまだ終わってないんだからね。逃げたりなんかしたら、承知しないわよ」

　そう、涼介に念を押してから、亜季は部屋を出て行った。

「分かってます」

　涼介は頷うなずいた。涼介にしたところで、こんなわけの分からない状況を、そのままにしてはおけない。

　とはいえ、具体的になにをどうすればいいのか見当も付かなかったし、それに亜季の圧力に耐え兼ねてもいたところだから、来客の登場は、涼介にとっては、ありがたかった。

　涼介が、ほっとひと息ついていると、玄関の方から亜季の声が聞こえてきた。

「お待たせして申し訳ありません。どちらさまでしょうか」

　随分とよそ行きの声である。あれだけ聞けば、なんとおしとやかな娘だと、みな騙だまされるに違いない。

「岡おか野のと申します。部長には、なにかとお世話になっております」

　男の声が答えている。落ち着いた、大人の男の声だ。

「じゃあ、父の会社の……？」

「はい。この度はとんだ事で……言葉もありません」

　どうやら、この岡野という男も、川崎涼介の弔問に来た様子である。

「突然、押しかけて来て恐きよう縮しゆくなのですが……焼香させて戴いただいてもよろしいでしょうか？」

「え……と……」

　亜あ季きが口ごもったのは、川かわ崎さき涼りよう介すけの遺い影えいのある部屋に、涼介がいる事を気にしたからに違いないが、困惑したのは涼介も同じだった。

　岡おか野のが入って来た時、ここに涼介がいるのを見れば妙に思われるだろうし、かと言って、どこかほかの場所に移動すれば、亜季との約束を破る事になる。

「こちらです」

　亜季の声が聞こえ、二人分の足音が近付いてきた。どうやら亜季は、涼介がいるままでも構わないと判断したらしい。

「どうぞ」

「では、失礼します」

　亜季に案内されて、岡野が日本間に入って来た。

　年は三〇前後だろうか。背が高く、背筋がぴんと伸びている。日に灼やけた肌に、グレイの背広がよく似合っていた。その背広も出来合いではなく、どうやらオーダーメイドのようだ。仕事も遊びも共にこなす、エリートビジネスマンといったところか。

　涼介の存在に気付いて、案あんの定じよう、岡野は一いつ瞬しゆん、妙な表情を浮かべた。しかし説明のしようもない事だったし、また、わざわざ説明しなければならないような相手でもなかったから、涼介は、無言のまま、ただなんとなく岡野に会釈した。

　岡野の方でも、詮せん索さくするつもりはなかったらしく、軽く涼介に会釈を返すと、そのまま川崎涼介の遺影の前へと進んだ。仏ぶつ壇だんの前の座布団を脇わきへとずらし、じかに畳の上に正座する。

　ああするのが正式だったのかな……？

　自分が焼香する時には座布団の上に座ったままだったのを思い出して、涼介は少々後ろめたい気持ちになってしまった。

　岡野は、先程涼介がしたように、線香に火を灯ともし、それを香炉に立てた。そして遺影に手を合わせる。

　重い沈ちん黙もくが、室内を満たした。

　立てられた線香が、半分灰になってしまうまで、岡野はそのまま動かなかった。

　長い時間が過ぎたあと、岡野は仏壇の前から下がり、深々と亜季に頭を下げた。

「この度たびは、誠にご愁しゆう傷しよう様さまです」

「……はい」

　亜季は、言葉少なに答える。ひっそりとしたその姿は、間違いなく、突然の肉親の死に、懸けん命めいに耐えている者のそれだった。

　先程までの気の強い亜季の姿を見ているだけに、涼介は違和感を覚えないでもなかったが、こうして亜季の姿を見ていると、人前だからしんみりした姿を作っているというわけでもなさそうだった。

　むしろ逆なのだ。兄を想おもい、その死を悲しんでいるからこそ、涼りよう介すけのした事が許せないのだろう。だから、悲しみを抑えてまでも、それを糺ただそうとしているに違いない。……もっとも、その『涼介』が具体的になにをしたのかは、依然として涼介には分からないのだが。

　俯うつむき、軽く唇を嚙かんでいる亜あ季きのその姿を、岡おか野のは痛ましげに見詰めていたが、やがて、やや躊躇ためらいがちに口を開いた。

「実は……少々伺いたい事があるのですが、よろしいでしょうか」

「……はい」

　亜季は顔を上げて、岡野を見た。

「こんな時に、大変恐きよう縮しゆくなのですが……」

「なんでしょう？」

「実は……」言い掛けた岡野は、そこでちらりと涼介を見た。「あの、失礼ですが、こちらは？」

「浦うら和わ涼介くん。私の知り合いです」

　亜季は、涼介の方は見もせずに、答えた。

「そうですか。……はじめまして、岡野と申します」

　岡野は、改めて涼介に挨あい拶さつした。

「はじめまして。……あの、僕、どっか行ってましょうか」

　涼介は岡野に挨拶を返し、それから小声で亜季に言った。岡野が席を外して貰もらいたがっているのが分かったからである。

　だが、亜季は首を振った。

「いいから、ここにいなさい」

　気の強い亜季が、少し戻ってきていた。

　岡野はやや困惑したようだったが、少し考えてから頷うなずいてよこした。

「分かりました。では、お二人にお話しします。ただ、これは会社の機密に関する事ですので、他言は無用に願います」

　涼介は、ちらりと亜季を見た。やはり席を外した方がいいと思ったのだ。

　だが、亜季はそんな涼介を黙もく殺さつし、岡野に言った。

「父の仕事の事でしたら、私には分かりかねますけど」

「直接に仕事にかかわる事ではありません。ただ、探している物がありまして、それをお嬢じようさんにお訊たずねしたいんです」

　亜季は首を傾かしげた。

「……なんでしょう？」

「実は私、先程香ホン港コンから帰国したばかりなのですが……」

「じゃあ、父と？」

「はい。お供させて戴いただきました」

「父は向こうでなにをしてたんですか？」

「詳しい事は申せませんが、ある種の調査と思って戴いて結構です。部長と私は、その結果をまとめ、その小包を部長の息子さん……つまり、あなたのお兄さんに宛あてて送りました」

「小包……？」

　亜あ季きが眉まゆをひそめた。そして、涼りよう介すけを振り返る。射貫くような強いその視線に、涼介はたじろいだ。

「どうかなさいましたか？」

　岡おか野のが、怪け訝げんな表情を浮かべている。

「あ、いえ、こっちの事です……。それより、なんで、そんな大事な物を兄に？」

「部長ははっきりとはおっしゃいませんでしたが、おそらく念には念を入れて、という事だったのだと思います。我々のような貿易会社でも、ライバルはおりますし、他社に知られると会社の不利益になるような機密もありますので」

　変だな……。

　涼介は疑問を覚えた。

　単に機密を護まもるという事なら、もっと良い方法がありそうに思えるのだ。幾ら肉親とはいえ部外者を、それもただの高校生を頼るような事をするだろうか。

「じゃあ、探している物というのは、その小包なんですか？」

「はい」

「大きさは？」

「そう……大体、このくらいでしょうか」

　岡野は両手で大きさを示した。煙草たばこの箱を三つ重ねたくらいの大きさである。

「ご存じありませんか？」

「はい。すいません」

「いえ、謝あやまられるような事ではありませんが……。ですが、もしよろしければ、探してみて戴けますか？」

「ええ。それは勿もち論ろん」

　亜季は頷うなずいた。

「お願いします。それから、部長は小包を局留めで送られましたから、あるいは郵便局にそのままあるかもしれません。そちらも当たってみて戴けませんか？　他人の私では、郵便局で相手にしてくれませんので」

「分かりました。調べてみます」

「では、お手数ですが、よろしくお願いします。こんな時に非常識なお願いをして申し訳ありませんが、こうなった以上、どうしてもあれを手に入れなければならないんです。部長のご尽力を無にしないためにも」

「分かりました。ところで、もし見付かったら、どちらに……？」

「ああ、そうでしたね。それでは……」

　岡おか野のは上着の内ポケットに手を伸ばした。名刺でも取り出すのだろうと思ったが、岡野が取り出したのは、使い込まれた革の手帳だった。岡野はさらさらとペンを走らせると、頁ページを破り取って、亜あ季きに渡した。

「名刺を切らしてますので、こんなもので失礼します。私の携帯の番号です。夜中でも構いませんので、いつでもご連絡下さい」

「分かりました。……ああ、それから」

「はい？」

「その小包って、中になにが入ってるんですか？」

「それは……」

　岡野は言い淀よどんだ。会社の機密に関する事と言っていたから、そのせいだろう。

　だが、亜季は重ねて言った。

「もしかしたら兄が開けたあとかもしれません。ですから、中身がなにか分からないと……」

　岡野は迷ったようだったが、亜季の言う通りだと思ったのだろう。ややあってから答えた。

「ビデオテープです。ああ、それと人形がひとつ、入ってるかもしれません」

「人形……ですか？」

「ええ。置物と言った方がいいかもしれませんが、小さな金色の猫の人形です」

「それが……会社の機密なんですか？」

　不思議そうな亜季を、岡野は見詰め、そして小さく笑いながら首を振った。

「いえ、多分あれは、あなた方へのお土産みやげだったんだと思いますよ」

「そう……ですか」

　頷うなずきながらも、亜季は今ひとつ納得がいかないといった表情である。

「では、私はこれで。……最後に、取って付けたようでなんですが、どうかお気を落とさずに。私もできる限りの事はさせて戴いただきます。なにかありましたら、遠えん慮りよなく呼び付けて下さい」

　力付けるように亜季を見詰めてから、岡野は立ち上がった。
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「あんた、なにもんなの？」

　玄関まで岡野を見送りに行った亜季は、戻ってくるなりそう言った。

「は？」

　涼りよう介すけは畳に座ったまま、ぽかんと亜あ季きを見上げた。

「最初はお兄ちゃんを恨んでる誰だれかかと思ってたけど……どうもそれだけじゃないみたいね」

「そう……なんですか？」

「そうよ。でなきゃ、なんで、あんたが小包の事知ってたの？」

「……知ってたんですか？　僕が？」

　目を丸くする涼介に、亜季は表情を険しくした。

「それはやめなさいって言ったでしょう？」

「あ……すいません」涼介は反射的に謝あやまってしまった。「でも……岡おか野のさん、機密事項だって言ってたじゃないですか。それなのに、なんで僕が知ってるんです？」

　亜季は、意表をつかれたような顔になった。

「そう言えばそうね……。誰から聞いたの？」

「そんな事……」

　僕が知るわけないじゃないですか。そう言いかけて、涼介は口を噤つぐんだ。言えばまた、亜季が怒るのが目に見えていたからである。

「そう言えば、あんた、電話の時の事も知ってたわね。まさか盗聴器かなんか仕掛けてあったんじゃ……」

　亜季は、疑惑に満ちた眼まな差ざしを涼介に向けたが、無論、涼介に答えられる筈はずがない。

「ちょっと一緒に来て」

　そう涼介に命じて、亜季は廊下へ出た。早速、電話機を調べてみるつもりらしい。

「……分かりました」

　肩を竦すくめて、涼介は立ち上がった。

　と、その時である。

　唐突にそれはやってきた。

　涼介の視界が、急に暗くなった。

　これは……。

　不可思議な痺しびれが四肢の末端から忍び寄り、全身の感覚が、あやふやになって行く。

　また……だ……。

　昨日と同じ現象が、涼介を襲おそっていた。

　体に力が入らない。よろめく体を支えられない。

　涼介は、畳の上に、膝ひざから崩れ落ちた。

「ちょっと、浦うら和わくん？」

　驚おどろいたような亜季の声が、遠く聞こえる。

　また切り替わるのだろうか。『もう一人の涼介』が、再び涼介の体を乗っ取ろうとしているのだろうか。

　冗談じゃない。これは僕の体だ。

　涼りよう介すけは懸けん命めいに抗あらがおうとしたが、暗くら闇やみは恐るべき力で涼介の意識を引きずり込んで行く。

　そして……。

「ちょっと、やだ、どうしたのよ。浦うら和わくん」

　途方に暮れたような、亜あ季きの声が聞こえた。

　……亜季？

　涼介は顔を上げた。

　亜季がいる。両手両りよう膝ひざを付いてへたり込んでいる涼介を、亜季が見下ろしている。

　なぜ、亜季が……？

　周囲を見渡すと、そこは見慣れた部屋だった。一階の六畳間。涼介の家の一室である。

　昨夜は、浦和として浦和家に帰り、浦和として浦和家の夕飯を食べさせて貰もらった涼介だった。そして浦和のベッドに横になり、これからどうするかを考えたのだ。

　そして……。

　そう、そして、涼介は浦和になったのだ。あの時の異様な脱力感を、涼介は覚えている。

「……」

　袖そで口ぐちを捲まくって、浦和の腕時計を確認すると、一〇時〇八分である。

　昨夜、あの脱力感の中で、涼介は懸けん命めいに首をねじ曲げ、壁かべの時計を見たのだった。その時の時刻は一〇時〇三分。浦和の教室で目覚めてから、七時間が経過していた。ほぼ涼介の予測通りだったといえる。

　しかし、それから今に至るまでの一二時間に、いったいなにがあったというのだろうか。

　なぜ涼介が、いや浦和が、涼介の家にいるのだ？　そして、あれほど涼介を拒絶した亜季が、どうして今、目の前にいるのだろう。

　いったい、なにがあった？　どういう状況なんだ、今は。

　涼介の頭には、昨日の亜季の姿が残っている。迂う闊かつな行動は取れなかった。

「ちょっと、浦和くん。返事しなさいよ。大丈夫なの？」

「ん？　……ああ」

　頷うなずきつつ、涼介は立ち上がる。切り換わりの際の、あの異様な脱力感は、跡形もなく消えていた。

「本当に？　ならいいけど……どうしちゃったのよ？　いったい」

　どういう経けい緯いがあったのかは分からないが、浦和は亜季と会っていた。会う事ができていた。

　なら、それでいい。

　本当の事を言えば、自分が川かわ崎さき涼介である事を亜季に認めて貰いたかった。まだひとりぼっちではない事を、亜季に知っておいて貰いたかった。

　だが、それは無理な望みなのだ。死んだ人間が蘇よみがえるなど、そんな話を亜季が信じるわけがない。いや、単に信じる信じないというだけでなく、兄の死をそんな悪質な『冗談』に使われる事が、亜あ季きには許せないのである。涼りよう介すけはそれを昨日、いやというほど思い知らされていた。

　だが、涼介は今、こうして亜季の前にいる。亜季にしてみれば『浦うら和わが』なのだろうが、とにかくこうして、亜季と言葉を交わす事ができている。

　ならば、それでいい。浦和として亜季の前に立ち、浦和として亜季と話をすれば、それでいいのだ。多少の不自由さはあるかもしれないが、涼介に必要な行動は、浦和を演じながらでもできるだろう。涼介が自分の中にある未練を捨てさえすれば、それで丸く収まるのである。

　浦和になるか。

　涼介は、そう心に決めた。

「なに、ちょいと目眩めまいがしただけさ。心配させて悪かったな」

「別に心配なんかしてないけど」

　むくれたように言い返す亜季に、涼介は久し振りに亜季らしい亜季を見たような気がした。

「そいつは失礼した」

　涼介は唇の端で小さく笑うと、亜季に探りを入れてみる事にした。今まで浦和がなにをしていたのか、それを把握しておく必要があったからだ。

「ところで……なんの話をしてたんだったかな？」

　だが、亜季はその質問に答えようとはしなかった。驚おどろいたような表情で、涼介を見詰めている。

「……どうした、亜季？」

　言ってしまってから、呼び捨てはまずいと気付いた。おそらく浦和はそういう呼び方はしないだろう。『亜季さん』、いや『川崎さん』か？

　だが、亜季は、涼介のそんな失言には気付いてもいない様子だった。涼介を見詰めたまま、ゆっくりと首を振っている。

「そんな……まさか、そんな事……」

「あ？」

「噓うそよ、そんなの……。そんな事……ある筈はずない……」

　呆ほうけたように、呟つぶやいている。

「おい、いったい、どうしたんだ？」

　二日前の通夜の様子を思い出し、涼介は心配になる。

「なんで……そんな事……言うの……？」

　ぽつんと、亜季が言った。

「あん？」

　意味が分からず、涼介は眉まゆを寄せた。

「なんで……そんな顔……するの……？」

「そんな顔って……どんな顔だよ」

　涼りよう介すけは苦笑を浮かべる。

「なんで、そんな笑い方するのよ、浦うら和わくん……」

　亜あ季きの声が震ふるえている。見開かれたその目が、みるみるうちに潤うるんで行く。

「だって、それじゃ……それじゃ本当に、お兄ちゃんみたいじゃない……。本当にお兄ちゃんがいるみたいに……見えちゃうじゃない……」

　溢あふれる涙が、頰ほおを伝ってこぼれて行く。

　それを拭ぬぐおうともせずに、亜季は涼介をただ見詰めていた。

　亜季……。

　声を掛けようとして、涼介は躊躇ためらった。

　なにを言うつもりだ。どんな言葉を掛けるつもりだ。川かわ崎さき涼介は死んだ。それでいい。そう決めた筈はずだ。繰くり返すな。無理な望みを持つんじゃない。

「……」

「騙だまされない……そんな事あるわけないもの……そんなの噓うそだもの……」

「……」

「だって……そんな事……あるわけないもん……」

「……」

　亜季の目から、涙がとめどもなく溢れて行く。

　涼介は強く唇を嚙かんだ。

　無理だ。俺おれには……無理だ。

　繰り返しになるかもしれない。また亜季に怒鳴り付けられる事になるかもしれない。だが、それでも涼介にはできなかった。泣きじゃくる亜季を放っておく事は、涼介にはできなかったのである。

「亜季……」

　涼介は震える亜季の肩に、そっと手を載せた。

「もういいんだ、亜季。俺はここにいる。だからもういい。もう……我慢するな」

「うぁ……」

　あとはもう言葉にならなかった。

　亜季は涼介の胸に顔を埋め、声を上げて泣き出した。
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　亜季が泣いている。涼介の腕の中で泣いている。

　そういえば、以前にも似たような事があった。

　五年前、母親の菜な津つ子こを病気で亡くした時だ。最初はただの風邪かぜだと思っていたのに、みるみるうちに瘦やせ細り、菜津子は呆あつ気けなく死んでしまったのである。

　その時も亜あ季きは泣かなかった。二日前の涼りよう介すけの通夜の時と同じように、泣く事もできずにただ茫ぼう然ぜんとしていたのである。部屋に閉じこもったまま、食事もとろうとはしなかった。

　涼介も光こう太た郎ろうも、なにもできなかった。なにもしてやれなかった。通りいっぺんの慰なぐさめの言葉など、なんの意味もない。時が解決してくれるのを待つしかない。それが、二人の結論だった。

　だが、二日が経たち、三日が過ぎても、亜季は依然として部屋に閉じこもったままでいた。その間、なにかを口にした様子もない。さすがに黙だまってはいられなくなり、涼介は亜季の部屋へと押しかけた。

　ドアをノックしても、亜季は返事をしようとはしない。構わず開けようとしても鍵かぎが掛かっている。だから涼介はドアを蹴け破やぶって中に入ったのである。

　亜季はベッドの上に臥ふせっていた。そんな亜季を無理やり引き起こすと、涼介は鼻先に握り飯を突き付けたのだった。

「いいから食え。食わねえと、引っぱたくぞ！」

　亜季は無言のまま、涼介と、そして涼介の作った不格好な握り飯とを見比べていた。

「なんだよ。俺おれの作ったもんに、なんか文句でもあんのかよ」

　憮ぶ然ぜんとする涼介を、亜季は長いこと見詰め、それからゆっくりと握り飯を口に運んだ。

　ひと口、そしてまたひと口。

　亜季は黙もく々もくと握り飯を食べた。涼介が睨にらんでいるから仕方なく食べている。そんな感じだった。

「馬ば鹿かだな、お前。いいんだよ、我慢しなくても。泣きたい時は思いっきり泣きゃいいんだ。つまんねえ意地、張るんじゃねえ」

　涼介が説教してやると、亜季は顔を上げ、涼介を睨み付けた。

　こいつは、二、三発ぶん殴られるかもしれねえな……。

　だが、いつまでも塞ふさぎ込まれているよりは、その方がよっぽどいい。ここは素直に殴られてやろう。そう思った。

　だが、亜季は摑つかみ掛かっては来なかった。唇を嚙かみ、ただただ涼介を睨んでいた。

　どうしたんだ、こいつ……。

　そう思った時、涼介は亜季の肩が細かく震ふるえている事に気付いた。亜季の目が涙に潤うるんでいる事に気付いた。

　亜季は泣いていたのである。菜津子が死んでから初めて、涙を流す事ができたのだった。

　いったん溢あふれた涙は、もう止まらなかった。

「お兄……ちゃん……」

　亜あ季きは涼りよう介すけに取りすがり、声を上げて泣き出した。

　涼介は戸惑いながら、そっと亜季の背中を撫なでてやったのである。

　亜季が泣き止やむまで、ずっと。

「……ったく、いつまで経たっても餓が鬼きだな、お前は」

　亜季は泣いていた。涼介の胸に取りすがり、子供のように泣いていた。そして涼介は、五年前と同じように、その背中をそっとさすってやっていたのである。

「なによ……お兄ちゃんが悪いんじゃない。お兄ちゃんが……お兄ちゃんが死んだりするから……」

　涼介の胸に顔を埋めたまま、亜季はしゃくり上げた。

　それを言われては、涼介には返す言葉がない。

「悪かったよ。だけど、仕方ねえだろ。俺おれだって死にたくて死んだわけじゃねえ」

「じゃあ……なんで死んじゃったのよ。あんな所でなにやってたのよ」

「だから、昨日も言ったろう。どじ踏んじまったんだって」

　亜季が身を起こした。涙に濡ぬれた瞳ひとみを、涼介に向ける。

「本当に……本当に、お兄ちゃんなのね……？」

「お前もくどいな。そんなに兄貴の言う事が信じられねえのか？」

　涼介は、軽く亜季の額ひたいを小突いてやった。

「そうじゃないけど……」ぐすんと亜季は洟はなを啜すする。「じゃあ、昨日言った事も……全部本当なの？」

「ああ」

「殺されたって言うのも？」

「……ああ」

「誰だれに？」

　そう訊たずねる亜季の瞳には、持ち前の気の強さが戻っていた。兄を殺した者がいるなら、放ってはおけない。そう考えているのだろう。

「昨日も言ったろう。親父おやじの敵に、さ」

「もう一度、ちゃんと話してよ」

　亜季にせがまれ、涼介は一昨日からの出来事を、順を追って説明した。

　光こう太た郎ろうの指示どおり小包を受け取った事、その帰り道で尾行の存在に気付いた事。そして廃ビルの屋上で『奴やつ』と対面した事……。

　その時、亜季が眉まゆを寄せた。

「三〇ぐらいでサラリーマン風……？」

「ああ。……それがどうかしたか？」

「ん？　ううん。あとで話す。それから？」

　亜あ季きに促され、涼りよう介すけはあとを続けた。

　浦うら和わの部屋で目覚めた事。自宅へと戻り、そこで自分の通夜に出くわした事。そして北きた澤ざわたちに追い出され、夜の住宅街をさまよった事。行く当てもなく、とりあえず浦和の部屋へと戻った事。そしてそこから、いきなり東ひがし高こうの教室に移動した事。涼介の自室で茶髪と遭遇した事。亜季と出会い、追い立てられ、仕方なく浦和の家へと引き上げた事……。

　涼介が話し終わっても、亜季はしばらく黙だまったままだった。

　そして、ゆっくりと顔を上げる。

「それでお兄ちゃん……これからどうするつもりなの？」

「なんとしても奴やつを見付け出す。あの野郎にきっちり借りを返しておかねえと、とてもじゃねえが、あの世で親父おやじに顔向けできねえ」

　その時、なぜか亜季は驚おどろいたような表情を浮かべた。

「じゃあ、お兄ちゃん、知らないの？」

「……なにをだ？」

「お父さんの事」

　親父のなにをだ。そう訊きき返そうとした涼介は、そこで、はっと目を見開いた。

「ちょっと待てよ。それじゃ親父はまだ……生きてるのか？」

　こくりと、亜季は頷うなずいた。

　死んだと思っていた。『奴』の言葉を聞き、そして川かわ崎さき家で通夜が営まれているのを見た時、涼介はそれを確定事項だと思い込んでいた。

　考えてみれば迂う闊かつな話である。あの通夜が光こう太た郎ろうのものではなく涼介のものだと知った時点で、当然気付くべきだった。

「馬ば鹿か野郎。なんで、そいつを早く言わねえんだ。なら話は早え。親父に訊きゃ、一発じゃねえか。今どこにいるんだ、親父は」

「病院……」

　ぽつりと呟つぶやくように、亜季は言った。

「病院？　入院してるのか？」

「うん……」

　頷く亜季の表情が妙に暗い。

「……重いのか？」

　再び亜季は頷いた。

「ずっと……意識が戻らないの」

「ち……なんてこった……」

　涼介は息を吐はいた。

　だが、意識不明の重体だとしても、死んでいるよりはましだ。生きてさえいるなら快復の望みは持てるのだから。

　しかし、涼りよう介すけには、父親の生存を喜んでばかりはいられない事情があった。『奴やつ』にとって光こう太た郎ろうは不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である。その生存を許してはおけない筈はずだ。

　こうしちゃいられねえ。

　涼介は立ち上がった。

「親父おやじの様子を見に行くぞ」

　窮きゆう屈くつな襟えりのホックを外しながら、涼介は亜あ季きを促した。
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「ここか……」

　広い駐ちゆう車しや場じようにバイクを乗り入れ、涼介はエンジンを切った。

　芦あし田だ病院。

　駅裏に位置するこの病院は、このあたりで最も設備の整った病院である。外科、内科、小児科、その他いろいろ、ひと通り揃そろった総合病院なのだ。以前、涼介が盲もう腸ちようになった時、入院したのもこの病院だったし、亜季の話では、二日前の涼介も救急車でここに運ばれたのだという。

　亜季が後部座席から降りて、ヘルメットを外した。長なが袖そでのシャツに洗いざらしのジーンズという姿である。さすがにスカートでバイクにまたがるわけにはいかないと、出掛けに着替えてきていたのだ。

「で、親父はどこにいる？」

「集中治ち療りよう室しつ」

　短く答えながら、亜季は病院の建物に向かって歩き出した。涼介もヘルメットを脱ぎながら、そのあとに続く。

　病院の広いホールを抜け、エレベーターに乗る。四階で降り、廊下を左手へと進んで行くと、無数に並ぶドアのひとつに、『川かわ崎さき光太郎』の名が記してあった。

「ここよ」

　亜季が、ドアを開けた。

　一歩中へと入り、涼介は部屋の中を見渡した。

「これが集中治療室、か……」

　塵ちりひとつ無い、整然と片付けられた部屋の中央に、光太郎は横たえられていた。

　ベッドは無数の医療機器に取り囲まれ、そこから延びた様々な管やコードが、光太郎の体に巻き付いている。

「……」

　涼介はベッドのそばへと歩み寄った。

　光こう太た郎ろうの頭には包帯が巻かれ、口元は透明なマスクで覆おおわれていた。機械の助けがなくては呼吸もできない状態なのだろうか。

　肌の色が異様に白い。顔立ちも、妙にのっぺりとして見える。

　生きてはいる。だが、それだけだった。死んではいないというだけだ。

　これが親父おやじか……。

　涼りよう介すけは唇を嚙かんだ。

　一流商社で部長を務める光太郎は、エリートと言える男だった。エリートの癖に、妙に腹の据すわった男だった。中学高校と喧けん嘩かに明け暮れた涼介が、つい度が過ぎて警けい察さつの厄介になる羽目になった時も、光太郎は平然としていた。

「なぜ、そんな事をしたんだ？」

　警察から涼介の身柄を引き取った光太郎は、家に帰ると、まずそう訊たずねたものだった。そして涼介が、退ひくに退けない男の事情を説明すると、

「じゃあ、仕方ないな」

　そう笑ってのけた男である。

　真面目まじめな人間に手を出す事、相手に後こう遺い症しようが残るような怪け我がを負わせる事、光太郎が涼介に禁じたのは、この二点だけだったし、涼介もそれだけは守っていた。なにも光太郎に言われたからではない。当然の事だと思っていたからだ。

　親子愛だの信頼だの、そんな言葉は必要ない。涼介は一人の男として、光太郎を認めていた。気に入っていた。

　その光太郎が、今、涼介の前に死人のように横たわっている。

　すまねえな、親父……。

　涼介は、心の中で呼び掛ける。

　だけどよ、あんたもだらしねえじゃねえか。あんな連中が相手だって知ってたんなら、なんでもっと気を付けねえんだよ。え？　おかげで、亜あ季きの奴やつがどんな思いをしたと思ってんだ。少しでも責任感じてんだったら、さっさと目ぇ覚ましやがれ。あんたが起きねえと、本当に亜季はひとりぼっちになっちまうんだ。分かってんのかよ、親父！

　光太郎は答えない。ただただ眠っている。

　涼介は、傍らの亜季を振り返った。

「事故ってのは……どんな事故だったんだ？」

「バイクを避さけようとしたんだって。何台か凄すごい勢いで突っ込んできて、それで……」

「バイクか……。それで、その連中は？」

「警けい察さつの方でも探してるって言ってたけど……」

　亜季は首を振った。結果ははかばかしくないという事だろう。つまり、まだその連中は、堂々と大手を振って歩いているというわけだ。

　涼りよう介すけは、昨日の茶髪の事を思い出していた。あの男も逃げる際にバイクを使っていたのだ。『奴やつ』の指示を受けていた事といい、あるいはあの茶髪が実行犯なのかもしれない。

　バイクに乗るという事なら、涼介や北きた澤ざわたちもバイク乗りだ。その手の連中には、そこそこ名も知られているし顔も利く。その線から例の茶髪を追う事もできそうだった。

　だが、

　この顔じゃあねえんだよな……。

　それが問題だった。
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「ところで亜あ季き。お前、なんで浦うら和わと会ってたんだ？」

　横たわる光こう太た郎ろうから視線を外し、涼介は亜季に訊きいてみた。先程からそれが気になっていたのである。

「え？」

「浦和は俺おれたちの事を知らない筈はずだ」

「ああ、その事……。私が迎えに行ったのよ。なにを企たくらんでいるのか、白状させようと思って」

「はあん、なるほどね……。浦和の奴、さぞかし面食らっただろうな」

「みたいね。ちょっと悪い事しちゃったかな」亜季は肩を竦すくめた。「あ、でも、浦和くん、お兄ちゃんの事、知ってたわよ」

「……本当か？」

「うん。なんでも、あの時、下にいたんですって」

「あの時……ってな、どの時だ」

「だから、お兄ちゃんが……」

　口にしたくなさそうな亜季のその言い方で、涼介にも分かった。

「……あの時か」

　涼介が死んだ時の事だ。その時、そこに浦和がいた……。

　それは涼介の知らなかった事実である。というより、覚えていない。もっとも、その時には涼介もほとんど意識を失っていた筈だ。覚えていろという方が無理である。

「だから浦和なのか……」

　涼介の呟つぶやきに、亜季が頷うなずいた。

「多分ね。……お兄ちゃんと浦和くんの、どっちにそういう能力があったのかは分からないけど」

「ところで……どんな奴だった？」

「え？」

「だから、浦うら和わだよ。どんな奴やつなんだ」

「そんなの……お兄ちゃんの方がよく知ってるでしょ」

　亜あ季きは不思議そうに訊きき返した。

「この体の事とか、家の様子とかなら、まあ大体な。だが俺おれは、浦和本人には、一度も会った事がねえ……と言うか、会えねえ」

「あ、そっか……。でもお兄ちゃん、浦和くんになってる間の事、全然覚えてないの？」

「ああ。多分、浦和の方でもそうだろうよ。……で、どんな奴なんだ？　正直に全部打ち明けたとして、俺おれたちに協力してくれそうか？」

「どうかなあ……。ちょっと難しいかもしれない。浦和くんって、ちょっと気が弱いところがあるみたいだし、お兄ちゃんが本当は殺されたんだなんて聞かされたら、怖おじ気け付いちゃうんじゃないかな？」

　気が弱い、か……

　まあ、そんなところだろうとは思っていた。『奴』を相手にするには、少々役者が不足のようだ。だが涼りよう介すけには、ほかに選択肢がない。

「なんとか奴を説得できねえか？　今までの経験からすると、七時間かそこいらぐらいしか、俺は俺でいられねえみてえなんだ。それが済むと、次にいつ俺になれるか分からねえしな。こんな調子のままじゃ、ろくに動きも取れねえ。どうしても浦和に協力して貰もらわねえとならねえんだよ」

「でも……お兄ちゃんが浦和くんの中にいるなんて事、信じて貰えるかしら。私だって信じられなかったぐらいなのよ」

「だが、今は信じてんだろ？」

「だって……それは相手がお兄ちゃんだったからだもの。顔付きとか、喋しやべり方とか、いきなりお兄ちゃんになっちゃって……だから分かったんだもの。だけど浦和くんには……」

　そうしたキーポイントがない。亜季はそう言っているのだった。

「なんとかならねえか。お前に説得して貰うしか方法がねえんだよ。俺が奴と話すわけにはいかねえんだからな」

　不意に亜季が顔を上げた。そして、ぽんと手を叩たたく。

「それよ」
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　涼介と亜季が集中治ち療りよう室しつを出ると、

「あら」

　若い女の声が聞こえた。

　そこにいたのは二〇代前半の若い看かん護ご婦ふだった。胸元のネームプレートには、『菅すが原わら』と書かれている。

「あ、こんにちは」

　亜あ季きが挨あい拶さつした。

「駄目じゃない、亜季ちゃん。ちゃんと学校行かなきゃ」

　菅原は、やわらかい調子で亜季を窘たしなめた。

「はい。すみません」

　亜季は、素直に頭を下げる。

「でも、ちょっと、ほっとしたかな」

「え？」

「なんか、少し元気になったみたいだから」

　菅原は慈いつくしむような眼まな差ざしを亜季に向けている。おそらく菅原も、あの時の亜季の姿を見たのだろう。だから今の亜季の様子を喜んでくれているのだ。

「その節はいろいろお世話になりました」

「そんな事……。でも本当に良かった。きっとお兄さんも喜んでらっしゃると思うわ」

「そう……でしょうか」

　亜季は、ちらりと横目に涼りよう介すけを見る。

「そりゃそうさ。なにしろ奴やつは、妹思いのいい兄貴だったからな」

　涼介は言ってやった。

「こちらはお友達？」

「え……ええ、そうです。浦うら和わ涼介くん」

「そう。よろしくね、浦和くん」

　菅原は、涼介に笑顔を向けた。

「どうも」

　菅原に会釈しながら、涼介は、光こう太た郎ろうの容体についてこの看護婦に訊きいてみようかと思った。だが、亜季がそばにいるのは少しまずい。

　涼介は、亜季の耳元に顔を寄せて言った。

「お前、ちょっと下へ行って、俺おれの服がどこにあるのか訊いててくれるか？」

「服？」

「あの時、俺が着てた学ランだよ。それとも、もう受け取ったあとか？」

「どうかな……」亜季は少し考え込んだ。「多分、まだだと思うけど……。でも、なんで？」

「ポケットに例の小包がある」

「あ」分かったというように亜季は頷うなずいた。「でも、お兄ちゃんは？」

「あとで行く」

「なんで今来ないの？」

「あの看かん護ご婦ふさんに、世話になった礼を言っとこうと思ってな」

「でも……お兄ちゃん、浦うら和わくんよ」

「分かってるよ。いいから行け」

「んん？」

　亜あ季きは疑わしげな目付きを見せたが、涼りよう介すけが睨にらんでやると諦あきらめたようだ。

「じゃ、菅すが原わらさん。失礼します」

　そう挨あい拶さつして、エレベーターへと向かった。

「仲がいいのね？」

　亜季の後ろ姿を見送りながら、からかうように菅原が言った。

「ええ、まあ……」涼介は軽く受け流した。「それより、ちょっと訊ききたい事があるんですが、構いませんか？」

「なにかしら？」

「おや……じゃない、川かわ崎さきさんの容体の事なんですが、どんな具合ですかね？」

「大丈夫よ。心配しないで。きっと快復するわよ」

　だが、そんな言葉で納得するほど、涼介も無邪気ではなかった。

「本当のところは？」

「え……」

　菅原は驚おどろいたように涼介を見た。

「今なら亜季はいません。教えて下さい。俺おれは本当のところを知りたいんです。亜季のためにも」

　菅原は、そっと溜ため息いきをついた。

「そうね……。あまり芳しいとは言えないわね」

「と言うと？」

「……病院としてできる事は全すべてやったわ。あとは川崎さんの体力次第。無責任なようだけど、正直言って、それ以上はなんとも言えないわ」

「そうですか……」

　つまりは、最悪の事態も覚悟しておけという事らしい。

「だからね、浦和くん……」

　菅原の口調が変わった。

「はい？」

「もし、そうなったら、あの子がどうなるか、私も心配なのよ。お兄さんが亡くなった時も、とても見てられなかった……。だから、あの子の事、お願いね」

　単に看かん護ご婦ふとして以上に、菅すが原わらは亜あ季きの事を気に掛けてくれているらしい。

「はい。ありがとうございます」

　そう答える涼りよう介すけに、菅原はやや不思議そうな表情を見せたが、やがて笑顔に戻り、

「じゃあ、またね」

　そう言って、菅原は涼介のそばを離れて行った。

　涼介はそれを見送り、そして集中治ち療りよう室しつの扉へと目を向けた。

　最悪の事態も覚悟しておく必要がある。それほど光こう太た郎ろうの容体は悪いらしい。

　だが、光太郎の重体は、涼介にとって忌むべき事ばかりではなかった。ひとつだけ、ありがたい事がある。

　それは、これほどまでに重体の光太郎を『奴やつ』が襲しゆう撃げきする筈はずがないと確信できた事だ。放っておいても光太郎は死ぬかもしれない。とすれば、なにも危ない橋を渡ってまで光太郎を襲撃する必要はない。そう『奴』は判断する筈である。光太郎の容体の悪さ、それ自体が、光太郎を『奴』から護まもってくれるのだ。

　『奴』は俺おれが必ず仕留める。だから親父おやじ、あんたも簡単にくたばるんじゃねえぞ。

　涼介は扉越しに光太郎へと呼び掛け、そしてエレベーターの方へ歩き出した。

　一階へと戻ると、受付カウンターの端に、亜季の姿があった。

「どうだった？」

　振り返った亜季は、なんとも納得の行かないような顔をしていた。

「それが……なんかもう返したとか言ってるのよ」

「返した？　だが、お前は……」

「うん、受け取ってない。だから、今ちょっと、詳しい人を呼びに行って貰もらってるところなの」

　そんな話をしている間に、カウンターの向こうから、事務係と見える女が二人近付いてきた。

「あなたが川かわ崎さきさん？」

　女の一人が、亜季に声を掛けてきた。どうやらこの女が、その『詳しい人』らしい。

「はい、そうです」

「お兄さんが着てた服だけど……あの時すぐお渡しした事になってるわ」

「あの時っていうと……一昨日ですか？」

「ええ」

「間違いありません？　あ、別に疑ってるわけじゃないんですけど、家の中を捜しても見当たらなかったものですから……」

　言い訳がましく亜季は言ったが、相手は別に気を悪くした風ふうもない。

「ええ。間違いないわ。実はね、昨日の午前中だったかしら、似たような事を訊ききに来た人がいて、その時に一度調べてみたのよ。ほら、あの背の高い、ぴしっとした感じの……」

　名前が出て来ない様子のその事務員に、亜あ季きが助け船を出した。

「……武たけ田ださん？」

「そうそう。その武田さんが来た時にね。そういうわけで、こちらにはもう置いてないの。多分、そちらの方で、行き違いになってるんじゃないかしら？」

「そう……ですか。分かりました。お手数掛けまして、どうもすいませんでした」

「いえ、いいのよ」

　亜季は頭を下げ、カウンターを離れた。

「武田ってのは、誰だれだ？」

「え？　あ、そっか、お兄ちゃんは知らないのか。お父さんの会社の人。お父さんの入院手続きとか、お兄ちゃんのお葬式の時とか、面倒な事、全部やってくれたの。昨日も……」

　言い掛けて、亜季は、ふと口を噤つぐむ。それが妙に気になった。

「『昨日も』どうしたんだ？」

「うん……お兄ちゃんの、その……火葬場にね。行った時も、いろいろ手伝ってくれたって、ただそれだけの話」

　……それで昨日、制服なんか着てやがったのか。

　涼りよう介すけはそれを納得し、同時に亜季が言葉を濁にごした理由も理解した。

　……火葬場か……。そうか……骨になっちまったのか。

　『死んだ』ということの意味が、これまでとは別の形で押し寄せてくるかのようだった。

「ま、仕方ねえやな。腐って蛆うじが湧わくよりゃましってもんだ」

　なるべく気楽に受け流そうとしての軽口だったが、それが亜季には不快だったらしい。

「お兄ちゃん……」

　眉まゆを寄せて涼介を睨にらんだ。

「分かった、悪かったよ」

　亜季に謝あやまりながら、

　……なんで俺おれの方が気を使わなきゃならねえんだよ。

　ふとそんな気にもなった涼介である。

「ところで、さっきの学ランの話に戻るが、ありゃいったい、どういうわけだ？　誰か葬式の手伝いに来てくれた人が受け取りに来てくれたって事か？」

「分からない。でも……誰かが私の代わりに受け取りに来てくれたんだったら、家に持って来てくれるんじゃないかな」

　それは涼介も同感だった。

　とすると、最悪の事態も考えておく必要がありそうだった。受け取りに来たのが『奴やつ』だという可能性を。

「もし、そうだったら……どうしよう？」

「まだ決まったわけじゃねえ」

「でも……」

「もしそうだとしても、俺おれは諦あきらめねえ。なにがあろうと、絶対にな」

「……うん」

「とりあえず、いったんうちに戻ろうぜ。ここにいても、俺たちにできる事はねえ」

　光こう太た郎ろうの事は医者に任せるしかない。涼りよう介すけは涼介にできる事をするしかないのだ。







　　　　　　　　Ⅻ




　自宅へと戻った涼介たちは、いったん応接間に腰を落ち着け、これからの事、特に浦うら和わの事について相談した。

「本当に、奴やつに知らせなくていいのか？」

「だって、仕様がないでしょ。人殺しを捕まえるつもりだなんて、そんな事言って、あの浦和くんが手を貸してくれると思う？」

　機材を片付けながら、亜あ季きは言った。

　『あの浦和くん』などと言われても、直接会った事のない涼介には判断が付かない。だが、噓うそを吐つけば物事が面倒になるという事だけは分かっていた。それはこの世の真理だ。

「あとで厄介な事になるかもしれねえぞ」

「それはそうかもしれないけど……でも実際に動き回るのはお兄ちゃんなんだし、なんとかなるんじゃないかしら。浦和くんに邪じや魔まさえされなければ、それでいいんでしょう？」

　確かに、その通りではある。涼介も、『奴』との対決を浦和にやって貰もらおうなどとは考えていない。決着は自分で付ける。そのつもりでいる。

「だが……相棒をたばかるってのは、ちょっとな」

「たばかるなんて、そんな言い方しないでよ。浦和くんが納得しやすいようにするって事なんだから」

「言い方変えたって、同じものは同じだ」

「だけど、ただでさえ、こんなわけの分からない状況なのよ？　下手へたに浦和くんを脅おびえさせない方がいいと思うの」

「分かったよ。お前に任せる」

　いずれにせよ、浦和を説得するのは亜季にしかできない事だし、直に浦和に会ったのも亜季だけだ。ならば、亜季の判断を信じるべきだろう。

「うん、任せといて。これがあれば、きっと大丈夫よ」

　ひと通り片付けを終えてしまうと、亜季はソファに腰を下ろした。ちょうど涼介と向かい合わせになる位置である。

「ところで、お兄ちゃん。岡おか野のさんって人の事、聞いてる？　お父さんからでも」

　亜あ季きは妙な事を言い出した。

「岡野……？　いや、知らん。誰だれだ、そりゃ」

「さっき訪ねて来たのよ。浦うら和わくんがお兄ちゃんになる、ちょっと前にね。小包を探してるって、そう言ってた」

　涼りよう介すけは眉まゆを寄せた。

「本当か、そりゃ」

「うん。なんでも、香ホン港コンでお父さんと一緒だったんだって。お父さんがあんな事になっちゃったから、あとは自分が引き受けなきゃならない、みたいな事言ってた」

　その言葉が本当なら、その岡野とかいう男は、光こう太た郎ろうの味方という事になる。

　しかし、それならば、あの電話で、光太郎はその事を告げていた筈はずである。だが、実際には光太郎はそんな事は言わなかった。それどころか、

『今はほかに信用できる者がいない』

　そう、光太郎は言っていたのである。

「そいつは、ちょいと怪しいな。どんな奴やつだった？」

「それが……さっきお兄ちゃんが言ってたでしょ？　三〇ぐらいのサラリーマンって。ちょうど、そんな感じだったのよ」

「なんだと……」

　じゃあ、『奴』がこの家に来ていたのか？　それも抜け抜けと、親父おやじの味方の振りをして。

「あの野郎、舐なめた真似まねを……」涼介は歯は嚙がみした。「亜季！　お前もお前だ。なんで今まで黙だまってやがった」

「だって、もうとっくに帰ったあとだったし……それに、とても人を殺すような人には見えなかったのよ。礼れい儀ぎ正しかったし、凄すごく親切にしてくれて……」

「俺おれが会った奴も人殺しには見えなかったさ」

　苦々しく、涼介は吐き捨てた。

　ごく真面目まじめそうなサラリーマン。最初は『奴』も、そうとしか見えなかった。だが、涼介は目まの当たりにしたのである。真面目そうなその顔が、じわりと殺人者のものへと変わって行く、その過程を。

　悪党が必ず悪党面をしているとは限らない。本当に危険な奴ほど、見事な羊の皮をかぶっている。

「だけど……三〇歳くらいのサラリーマンなんて、幾らだっているでしょ？　そんな事だけで決めつけるわけにはいかないじゃない。もっとなにか覚えてないの？　具体的な顔の特徴とか」

「特徴か？　そうだな……」

　『奴やつ』の顔は、はっきり覚えている。忘れられる筈はずがない。だが、それを言葉で表現しろと言われると難しかった。

「……目がふたつあってだな、鼻が……」

　亜あ季きが、じろりと涼りよう介すけを睨にらんだ。

「ちょっとお兄ちゃん？　ふざけてる場合じゃないでしょ」

「だから、見りゃ分かるんだよ。見りゃ。口でなんか説明できるか」

「じゃあ、会ってみる？　携帯の番号、置いてったから、連絡は取れるけど？」

　『奴』に会える。

　それは涼介にとって強烈な誘惑だった。

　だが、

「……いや、今はまだ駄目だ」

　涼介は首を振った。

「なんで？　早いうちに確認しといた方がいいでしょ？」

「だが、もしそいつが『奴』なら、警けい戒かいさせちまう事になる。確実に仕留められるだけの準備をしてからじゃねえとな」

　既に一度、涼介は『奴』に敗れている。もう二度と失敗は許されないのだ。慎重の上にも慎重に事を運ばなければならない。

「それもそうだけど……じゃあ、どうするのよ？　これから」

「とりあえず親父おやじの書斎を探してみる。なにか手掛かりがあるかもしれねえからな」

　そもそも昨日、涼介はこの家にそれを調べに来たのだった。あの茶髪と遭遇し、また亜季と出くわした事もあって、結局目的は果たせぬままだったが、捜索する価値はあると、今でも思っている。

「分かった。じゃ、そうしましょ。でも、その前になんか作ろうか？　お兄ちゃん、おなか空いてるでしょ」

「うん……まあ、そういやあな」

　涼介は、なんとなく腹を撫なでた。時計を見ると、一時をとうに過ぎていた。

「じゃ、急いでなにか作るね」

　亜季はそう言って、台所へと立って行った。
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　台所で包丁の音を立てている亜季を残して、涼介はひと足先に、光こう太た郎ろうの書斎へと上がった。二階の、階段を上りきった正面の部屋だ。

　書斎には、中央に大きな机が置いてあった。机の端にはパソコンが載せられている。左右の壁かべには合計六つの本棚が立ち並び、本やファイルがびっしりと詰まっている。部屋の隅にダンボールが幾つか積み上げられてあったので、試しに中を覗のぞいてみると、ここにも書類を綴とじたファイルが詰まっていた。おそらく本棚に入り切らない分を、こうして置いてあるのだろう。

「こいつぁ参ったな……」

　捜索対象のあまりの多さに、涼りよう介すけは溜ため息いきをついた。

　だが、愚痴をこぼしていても仕方がない。とりあえず、涼介は机の引き出しを開けてみた。一番上は、クリップや定規、それに筆記用具といった細々したもの、二番目には便せんや封筒などが入っている。そして三番目は、

「うわ……」

　びっしりと立ち並んだディスクに、涼介は顔を顰しかめた。この中も調べなければならないのかと思うと、さすがにうんざりする。

　こいつは亜あ季きにやらせよう。

　そう心に決め、涼介は次に本棚へと目を向けた。

　本の類たぐいは、まあ無視してもいいだろう。問題はファイルだ。涼介は本棚からファイルの束を抜き出しては、絨じゆう毯たんの上に座り込み、片っ端からめくっていった。

　年度別の収支報告書、輸入品目の値段の変動の記録、日本における人気品目のアンケート集計表、などなどなど……。幾ら目を通しても、一いつ向こうにファイルの数は減らない。

　ぎっしり文字と記号と数字の羅ら列れつを見ているうちに、目がちかちかしてきた。

　親父おやじの奴やつ……仕事熱心なのもいい加減にしろよ……。

　腹立たしくさえ思えてしまう。

「あーあ、こんなにしちゃって……」

　書斎に入って来た亜季が、呆あきれたような声を上げた。その手には、サンドウィッチとコーヒーを載せた盆がある。

「仕様がねえだろ」

　ぶすりと涼介は言った。

「まあ、ひと息入れたら？」

　亜季は涼介のそばに座って、サンドウィッチとコーヒーを差し出してよこした。

「すまねえな」

　涼介はサンドウィッチに手を伸ばした。

「で、どう？　なにか見付かった？」

「駄目だ。……つっても、まだ大して見てねえがな」

「ふうん……。こっちのコンピューターの中は見てみた？」

「そっちはお前にとっといてやったよ」

「あ、またそうやって、大変な方を私にやらせる」

　文句を言いながらも立ち上がり、亜あ季きはパソコンのスイッチを入れた。

「あれ？」

「どうした？」

「パスワード入れろって言ってる」

「なんだと……？」

　両手にサンドウィッチとコーヒーを持ったまま、涼りよう介すけは立ち上がった。亜季の肩越しに覗のぞいてみると、画面中央部に細長い枠が表示されていた。枠の中には『Password』の文字があり、その横に文字を打ち込むべき空白部がある。

「怪しいな」

「うん……でも、パスワードが分からないと……」

「なんか適当なの入れてみろよ」

　亜季は少し考えてから、キーボードを叩たたいた。

『Kawasaki Kohtaro』

　だが、結果は『Password Error』。

「駄目だな」

「じゃあ……」

　今度は、姓と名前を逆に『Kohtaro Kawasaki』と入れてみたが、やはり駄目だった。

　涼介や亜季、菜な津つ子この名前を試しても駄目、会社の名前を入れても駄目、試しに本棚にある本の題名を幾つか入力してみたが、やはり結果は同じだった。

　こいつは時間が掛かりそうだな……。

　その間、ただ後ろで見ているだけというのも時間の無駄である。

「じゃあ、そっちは任せたぞ」

　涼介は亜季のそばから離れると、もといた場所へと座り込んだ。残りのサンドウィッチを手早く片付け、それから本格的に、書類の山との格かく闘とうを再開した。
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「……？」

　涼介は目を瞬まばたいた。

　不意の目眩めまい。そして異様な虚脱感。意識が霞かすみ、そして……今、ここにいる。

　どうやら、また『あれ』が起こったらしい。

　得体の知れないなにかに、またもや体を乗っ取られてしまった事が、不快でもあり、恐ろしくもある。だが、それ以上に、

　今度はなにをしたんだろう……。

　それが気になった。

　涼りよう介すけは絨じゆう毯たんの上に直に腰を下ろしていた。あぐらをかいた膝ひざの上には、一冊のファイルが広げられている。それと同じようなファイルが、涼介のそばには山と積まれていた。

　どうやら、なにか調べ物をしていたらしい。

　だが、なにを？

　膝の上のファイルへと目を戻すと、開かれていた頁ページには、なにかの表が記されていた。項目やそこに記入された数字を見る限りでは、どこかの会社の収支報告のように見える。

　分からない。こんな物を調べて、どうしようというのだろう。

　涼介は顔を上げ、改めて周囲を見回した。

　どうやら、誰だれかの書斎らしい。左右の壁かべには本棚がずらりと並び、窓際には重量感のある大きな机が、こちら向きに置かれている。そして……。

　川かわ崎さきさん……？

　机の向こう、パソコンのモニターに隠れるようにして、亜あ季きの顔が覗のぞけて見えた。

　亜季がここにいる。

　という事はつまり、涼介が意識を失っていた間も、亜季は涼介のそばにいたという事になる。

　だが、なぜだろう。亜季は、涼介がここにいる事に、なんの違和感も感じていない様子だった。ただじっとモニターを見詰めている。

「あの……」

　涼介は、恐る恐る、亜季に声を掛けてみた。

「ん？」亜季が顔を上げた。「なにか見付かった？」

「いえ、そういうわけじゃ……ないんですけど……」

　どう切り出せば亜季を怒らせないで済むだろうかと考えていると、亜季の眉まゆが僅わずかに寄った。

「ひょっとして……浦うら和わくん？」

「え……あ、はい」

　涼介は頷うなずき、そして同時に気付いた。

　亜季は今、涼介が涼介である事を確認した。それはつまり、涼介でない涼介の存在を亜季が認めているという事を示している。

　……いったい、なにがあったんだろう？

　先程までの亜季を見ているだけに、今の亜季の様子が、涼介には信じられない。

　亜季は壁の時計を見上げて、ぼやくように呟つぶやいた。

「なによ、まだ六時間ぐらいしか経たってないじゃない。ったく、お兄ちゃんってば、いい加減なんだから……」

　……お兄ちゃん？

　涼介は、その言葉を聞き咎とがめた。

　では亜あ季きは、川かわ崎さき涼りよう介すけの魂が涼介の中にいるという話を受け入れたのだろうか。そうでなければ、今のような台詞せりふは出て来ない筈はずだ。だが、ついさっきまで、亜季はそれを強く拒絶していた筈だ。それが、どうして……。

　……なにがあったんだろう。『僕』はなにをしたんだろう。

「なにがなんだか、さっぱり分からないって顔ね」

　亜季が微笑を浮かべていた。からかいの覗のぞく微笑ほほえみである。

「……ええ」

「まあ、無理もないけど」

　涼介に向けられた亜季の表情は、先程までとは打って変わってやわらかく、親しみさえ感じさせる。

「……いったい、どういう事なんです？　なにがあったんですか？」

「今からちゃんと説明してあげるわよ。でもその前に、ちょっと応接間まで来てくれる？」

　そう言いながら、亜季は椅い子すから立ち上がった。

「……どうして、ここじゃ駄目なんですか？」

　戸口へと行きかけていた亜季は、涼介のその質問に振り返った。

「口で言っても信じてくれないと思うから」
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　川崎家の応接間に置いてあるソファに、涼介は腰を下ろしていた。

　どうも落ち着かないらしく、何度も座り直したり、襟えり元もとを緩ゆるめたりしている。

　そんな涼介に、亜季の声が掛かった。

『ほら、照れない』

『るせえな、照れてなんかねえよ』

　涼介はじろりと、亜季がいると思われる方向を睨にらんだ。

『そお？　それにしちゃ、なんか表情が硬いけど。ひょっとして緊きん張ちようしてる？』

　からかうような亜季の声が聞こえた。

『なわけねえだろ、馬ば鹿か。いいからお前、少し黙だまってろ』

『はいはい』

　言われた通り、亜季は黙ったようだ。

　もう一度ソファに座り直し、軽く咳せき払ばらいする。それから、涼介はおもむろに正面を向いた。

『よう、浦うら和わ。お初にお目に掛かる。俺おれが川崎涼介だ』

　涼介は、にやりと笑った。

『ま、お前も自分の顔にこんな挨あい拶さつされるのは妙な気分だろうが、亜あ季きに幾ら説明させたところで信じちゃ貰もらえねえだろうからな。こういう形で俺おれが説明する事になったわけだ』

　涼介は、言葉を探すように、しばらく黙だまり込んだ。

『……二日前の夕方。俺はあのビルの屋上にいた。あんなぼろビルに入り込むもんじゃねえと、今更悔やんでも仕方ねえが、屋上のフェンスが腐っててな。俺はフェンスごと下に落っこっちまったってわけだ。で、どうやら死んじまった……らしい』

　涼介は、自じ嘲ちようめいた笑いを浮かべた。

『だが、その時、下にはお前がいた。で……どうもその時、俺の魂だかなんだか知らねえが、とにかくそんなようなものが、お前の中に入ったみたいなんだな。どうやってそんな事ができたのか……なんて、そんな事訊きくんじゃねえぞ。俺にだってわけが分からねえんだからよ。だが、現に俺はこうしてここにいる。こいつは間違いない事実なんだ。幾ら噓うそっぽい出来事だろうと、こいつだけは認めて貰わなくちゃならねえ』

　涼りよう介すけはいったん言葉を切り、ややあってから話を続けた。

『二日前の夜。俺はお前の部屋で目が覚めた。勿もち論ろん、そん時ゃ俺も、お前になってるなんて思いもしねえ。だからそのまま家に……つまり、ここに戻ってきた。そしたらどうだい。俺の通夜をやってるじゃねえか。さすがに驚おどろいたよ。わけが分からなかった。で……ちょいと騒さわぎを起こしちまったってわけだ。亜季が、お前を……いや俺を……『俺たち』を恨んでたのは、それがあったからだ。兄貴の通夜を荒らした奴やつ。そう思われてたのさ。お前にも随分きつい事を言ったと思うが、まあ、そういう事情があっての事だ。許してやってくれ』

　そして涼介は、口調と表情とを改めた。

『お前も気付いてるかもしれねえが、今、この家には亜季しかいねえ。お袋はとっくに死んじまったし、親父おやじは事故に遭ってな。今、入院中なんだよ。そんなわけで、ただでさえ心細がってたところなのに……俺までいなくなった。こいつは、気が強ぇ癖に、こういう事には脆もろくてな。とてもじゃねえが、こんな時に一人にしちゃおけねえ……。だから浦うら和わ、しばらくお前の体を使わせて欲しいんだよ。少しの間でいい。亜季のそばにいてやりてえんだ。……勿論、そんな事は、お前には関係ない。迷惑なだけだろう。俺も自分で勝手な事言ってると思うよ。だが、それを承知で頼む。親父が意識を取り戻すまでで構わねえ。お前の体を使わせてくれ。このままじゃ俺も、安心して成仏できねえんだよ』

　柄にもなく辛しん気き臭くさい話をしたと思っているのだろう。涼介は、ふっと薄うすく笑うと、気分を変えるように、声を張った。

『ま、そんなわけだ。お前にも、いろいろ訊きたい事があるだろうが、そいつは亜季に訊いてくれ。俺がお前の時と、お前が俺の時、こいつは両方を知ってる。俺やお前以上に、『俺たち』の事には詳しい筈はずだ。……じゃあな、浦和。いい返事を期待しているぜ』

　揃そろえた二本の指を額ひたいに当て、ひょいと振る。

　そして、涼りよう介すけの姿は消えた。




「……」

　涼介は、青一色に染まった画面を、じっと見詰めていた。

　川かわ崎さき家の応接間。そこにあるテレビに、今の映像は映し出されていたのである。

　その映像は、川崎家の応接間で撮られたものだった。涼介が今いるこの場所で撮られたものだった。そして、その中にいたのは、間違いなく涼介本人の姿だった。

　あれが川崎涼介さん……？　あれが……僕？

「これで分かった？」

　亜季が言った。亜季の前には、小型のデジタルビデオのカメラがある。そこから延びたコードがテレビに繫つなげられていたのだった。

「……もう一度、観みせて貰もらえますか？」

　画面から目を離せぬまま、涼介はただそれだけ言った。
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　何度観ても同じだった。そこに映っているのは間違いなく涼介であり、そして間違えようもなく涼介以外の誰だれかだった。

　涼介と同じ名を持つ別の人間、死んだ筈はずの亜あ季きの兄が、涼介の体を使って喋しやべっている。

　ある筈がない。こんな馬ば鹿かな事が起こり得る筈がない。

　だが、テープには映っている。川崎涼介の姿が、はっきりと映っていた。

「納得してくれた？」

　亜季が涼介を見た。

　納得などできる筈がない。だが、否定する事もまた、涼介にはできなかった。

　だから涼介は、その問いには答えず、次の段階に話を進めた。

「……それで、僕にどうしろって言うんですか？」

「え？」

「川崎さんのそばにいてやりたいって、そう川崎さんは言ってましたよね。……つまり、僕の中にいる川崎さんがって事ですけど」

「私の事だったら、亜季でいいわよ。こんがらがるから」

　亜季は、ちらりと笑顔を見せた。

「じゃあ、亜季さん。あの切り替わりは、僕がどうこうできるわけじゃないんですよ。いきなり気を失って、またいきなり元に戻る。幾ら川崎さんの頼みでも、どうしてあげる事もできません」

「ああ、その事ならいいの。分かってるから」

　ごくごく軽く、亜あ季きは応じた。

「どういう事です？」

「浦うら和わくんはなにもしなくていいの。ただ、私のそばにいてくれれば、それで」

　台詞せりふだけ聞けば、まるで愛の告白のようだが、勿もち論ろんそんな意味ではない。亜季が言っているのは、要するに、用があるのは川かわ崎さき涼りよう介すけであり、涼介自身ではない。川崎涼介が現れた時にすぐ話ができるように、スタンバイだけしておけという事である。

　勝手といえば勝手な話だが、断ったところで、結果は同じだろう。切り替わりが起きれば、この体の主しゆ導どう権けんは、川崎涼介に移ってしまうのだから。

「でも……まさか一日中、ここにいろってわけじゃありませんよね？」

　念のために確認すると、亜季はにっこりとした。

「幾らなんでも、そこまで無茶は言わないわよ。……昼の間だけいてくれれば、それでいいわ」

「昼の間だけって……ちょっと待って下さい。それは、僕に学校に行くなって事ですか？」

「多分、そうなるわね」

　涼しい顔で亜季は言った。

「勘弁して下さいよ。僕にだって僕の生活があるんですよ」

「それは分かってるけど……でも、浦和くん。こんな状態で学校に通ったって、どうせまともに授業なんか受けられないんじゃない？　それとも、お兄ちゃんにノートとか採とって貰もらう？」

「それは……そうです……けど……でも」

「お願い、浦和くん」

　いきなり亜季に手を握られ、涼介はどきりとした。

「な、なんですか？」

「もうしばらくの間でいいの。お兄ちゃんと一緒にいさせて。お願いよ、浦和くん。お兄ちゃんになれるのは、あなたしかいないんだもの」

　亜季は、じっと涼介の目を見詰めて訴えかけてくる。

「それは勿論、あなたの体はあなたのものよ。だけど、少しの間でいい。お兄ちゃんに貸してあげて。お兄ちゃんが浦和くんの中にいるって分かった時、私ほんとに嬉うれしかった。体が震ふるえるくらい嬉しかった。だってお兄ちゃん、死んじゃったって思ってたから。もう会えないって、そう思ってたから。だから……だから、ほんとに嬉しかったの」

　涼介の手を握る亜季の両手に、きゅっと力がこもった。

「私、無茶な事言ってるかな……。もう少しだけ、お兄ちゃんのそばにいたいって思うのは、そんなにいけない事なのかな……」

　涼介を見詰める亜季の目に、涙が滲にじみ始めていた。

　それは最も早はや、拷問に等しかった。こんな目で見詰められて、こんな声で訴え掛けられては、堪たまったものではない。

「……いつまでですか」

　とうとう涼りよう介すけは言ってしまった。

「え……？」

「いつまで、ここに通えばいいんです？」

「じゃあ、頼みを聞いてくれるの？」

　ぱっと亜あ季きの表情が輝かがやいた。

「仕方ありません。でも、そんなに長い間は無理ですよ。学校も不ふ審しんに思うでしょうし、そうなったら、家にも連絡が行ってしまいますから」

「じゃあ……日曜日までならいい？」

　今日は水曜日だから、今日を抜かしてあと四日という事になるが、土曜日は午前中で終わるし、日曜は勿もち論ろん休みだから、それなら実質二日半の授業を諦あきらめればいいだけだ。

「分かりました。じゃあ、そういう事にしましょう」

「ほんとに？　ありがとう、浦うら和わくん」

　亜季は、改めて涼介の手を握った。

「やめて下さいよ。もういいですから。……それより、川かわ崎さきさんは、いったいいつまで僕の中にいるつもりなんですか？」

「さあ？　それはお兄ちゃんにも分からないみたいよ」

「そうですか……」

　結局、根本的な解決法はないというわけだ。

　涼介は、重く息を吐はいた。

「あ、でも大丈夫よ。来週からは浦和くんに代わって授業を受けるように、ちゃんとお兄ちゃんに言っとくから」

「……それはどうも」

　いずれにせよ、涼介には選択の余地はないようだった。川崎涼介が一刻も早く『成仏』してくれる事を願うばかりだ。

「お話は分かりました。じゃあ、今日はもう失礼させて貰もらってもいいですか？」

「え？　もう？」

　亜季は驚おどろいたように時計を見た。

「まだ五時にもなってないじゃない。いつもそんなに早く家に帰るの？」

「いえ、そういうわけでもないんですけど、今日は家うちに帰る前に、一回学校へ行って、鞄かばんを取って来ないとならないんですよ」

「鞄？」

「ええ。昨日、お兄さんが忘れて来たまんまなんです。今日も鞄かばんを持たないで帰ったら、母に怪しまれますから」

「ああ……そういう事。じゃあ、仕方ないわね」

　残念そうに亜あ季きは頷うなずいた。

　涼りよう介すけのスポーツバッグは、仏ぶつ壇だんのある日本間に置きっ放しになっていた。涼介はそれを手に取り、玄関へと移動した。

「じゃあ、失礼します」

「明日もちゃんと来てよ」

「はい」

　頷いた涼介が、玄関の扉へと手を掛けようとした時である。

　ぴんぽーん。

　呼び鈴が鳴った。
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　亜季は、ちらりと涼介を気にしてから、手近にあったサンダルに足を差し込んで土間へと降りた。そして玄関のドアを開ける。

「失礼します」

　背広姿の男が、そこには立っていた。涼介は、一いつ瞬しゆん、岡おか野のがまたやってきたのかと思ったが、そうではなかった。背格好こそ似ているが、別人である。

「あ、武たけ田ださん……」

　亜季がそう言っているところをみると、どうやら顔見知りらしい。

　年ねん齢れいは岡野と同じくらいか、少し下だろうか。どちらかというと、線の太い、男っぽい顔立ちの岡野に対して、この武田という男の顔立ちにはシャープな印象がある。

「先日はいろいろありがとうございました」

　亜季が丁寧に頭を下げると、

「いえ、とんでもない」武田は軽く首を振り、それから、しみじみといった感じで、亜季を見詰めた。「少し元気になられたようですね、亜季さん」

「え……そうでしょうか」

「はい。ほっとしましたよ」武田は亜季に、にこりと笑い掛け、それから涼介の方へと視線を移した。「こちらは……お友達ですか？」

「ええ、まあ……。浦うら和わくん、こちらは武田さんって言って、お父さんの会社の人。お兄ちゃんのお葬式の手配とか、いろいろ全部やって下さったの」

「はじめまして。浦和涼介です」

　涼りよう介すけが名乗ると、武たけ田だは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情を見せた。

「偶然なんですけど、お兄ちゃんと同じ名前なんです」

　亜あ季きが、くすりと笑った。

「そうですか……。よろしく、浦うら和わくん」武田は、涼介に頷うなずきかけ、それから、少しからかうような口調で亜季に言った。「亜季さんの元気が戻ってきたのは、彼のお陰ですか？」

　どうも武田は、妙な勘違いをしているらしい。

「あ、いえ、そんなんじゃないんです」

　涼介は慌てて手と首を振ったが、

「どうでしょう。少しはあるかもしれません」

　亜季はそう言って、悪戯いたずらっぽく涼介を見た。

「それはなにより」

　武田は小さく笑みを浮かべた。

「ところで武田さん。今日は、なにか……？」

「ああ、そうそう、忘れるところでした。実は、今日はこれをお渡ししようと思ってお邪じや魔ましたんです」武田は、背広の内ポケットから封筒を二通取り出した。心持ち姿勢を正して、それを亜季の方へと差し出す。「社からの見舞金です。それからこちらは、我々部下一同から。あまり多くはありませんが、まあ寸志という事でお受け取り下さい」

「いえ、そんなものを戴いただくわけには……」

「そうおっしゃらずに。我々の気持ちです」

「でも……」

　押し問答の末、結局亜季は、封筒を握らされてしまった。

「……すいません」

「いえ、我々にはこんな事しかできませんから……。では、私はこれで失礼します。なにかありましたら、いつでもご連絡下さい。すぐ参ります」

　武田はもまた、岡おか野のと同じような事を口にした。それだけ、亜季の父親に人望があったという事なのだろう。

　その時、亜季が思い出したように口を開いた。

「あ、そうだ……ちょっとお訊ききしてもいいでしょうか？」

「……なんでしょう？」

　辞去しようとしていた武田が、亜季の言葉に振り返った。

「岡野さんって、ご存じですか？」

「岡野？」武田は眉まゆを寄せ、それから僅わずかに首を傾かしげた。「知り合いに何人かおりますが……岡野なんという名前でしょう？」

「いえ、下の名前は伺ってません。ただ、父の部下に当たる方らしいんですけど」

「という事は外商二部の者ですか？」

「会社の組織の事は、私にはよく分かりませんけど」

「そうですか……。少なくとも、うちの部署には、岡おか野のという名前の者はいないと思いますよ。その男がなにか？」

「いえ、別に……ただ今日お見えになったものですから、どんな人なのかなって、ちょっと気になっただけなんです」

「今日……ここに、ですか？」

　武たけ田だが、不ふ審しんそうな顔付きを見せる。

「ええ、でも……武田さんがご存じでないんなら、私の聞き違いかもしれません」

「気になるようでしたら、少し調べて見ましょうか？」

「お願いできます？」

「ええ、お安いご用です。岡野という名前以外に、もう少し絞り込めるような条件はありませんか？　例えば、年ねん齢れいとか、顔の特徴とか」

「年は三〇ぐらいだと思います。体付きはがっしりした感じで……あ、父と一緒に香ホン港コンへ行ってたとか」

「ああ、それが分かってるなら、すぐ分かると思いますよ。明日にでもご連絡できると思います」

「じゃ、すいませんけど、お願いします」

　亜あ季きは丁寧に頭を下げた。
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　武田が玄関から出て行くのを見送ってから、涼りよう介すけも亜季に別れを告げた。

「じゃあ、僕もこれで」

「うん。じゃあ、また明日ね」

　外に出ると、日は既に傾き始めている。

　喉のど元もとのあたりが妙に落ち着かず、涼介は手を触れてみた。

　詰め襟えりのホックが外れている。おそらく川かわ崎さき涼介が外したのだろう。

　ぱちりとホックを留めながら川崎家の門を出ると、そのすぐ脇わきに、一台の車が停とめられている事に気付いた。涼介はあまり車に詳しくはないが、それでもかなりの高級車だという事は分かった。車体のフォルムを描く優雅な曲線が印象的だった。

　乗っているのは、武田である。ちょうどシートベルトを着けているところだった。

　フロントガラス越しに武田と目が合ったので、涼介は軽く会釈して、その前を通り過ぎようとした。

「ああ、浦うら和わくん。よかったら送って行こうか？」

　ドアウィンドウを開いて、武たけ田だが顔を覗のぞかせた。

「あ、いえ……そんなに遠くじゃありませんから」

「まあ、そう言わずに。ちょっと君と話したい事もあるしね」

「……じゃ、お願いします」

　あまり固辞するのも悪いような気がしたので、涼りよう介すけは申し出を受ける事にした。

　武田の車は、内装にも金が掛かっているようだった。助手席のシートも本革製だ。人間工学を考こう慮りよして設計されたようなシートが、しっくりと涼介の体を包み込む。

「凄すごい車ですね」

　素直に感想を口にすると、武田はにこりと笑った。

「ありがとう。私も気に入ってるんだ。金銭的には少し無理をしたが、それだけの価値はあったと思ってる。……ところで、君の家はどのあたりなんだい？」

「あ、すいませんけど、家じゃなくて、学校まで乗せてって貰もらえますか？」

「ん？」

　武田は不思議そうに涼介を見た。

「実はちょっと忘れ物をしちゃったものですから」

「ああ、なるほど。いいとも。で、どこの学校だい？」

「東ひがし高こうですけど」

「ほう……そいつは大したもんだ」

　武田はサイドブレーキを解除し、車を発進させた。

「ところで、君は今、何年生なんだい」

「一年です」

「じゃあ、入学したばかりなんだ。いろいろ忙しいだろう」

「ええ、まあ」

「部活はもう決めたのかい？」

「いえ、まだです。ちょうど今、どこに入ろうか検討してるところなんですよ」

「なるほどね……。ところで君はスポーツは得意な方かい？」

「いえ、あまり。どちらかというと苦手です」

「そうか……。若いうちは、なるべく体を動かしておいた方がいいぞ。社会人になると、滅多にそんな時間は取れなくなるからね」

「……そうかもしれませんね」

　いかにも大人が学生に言いそうな言葉である。涼介は当たり障りなく相あい槌づちを打った。

　武田もこんな世間話をするために、涼介を呼んだのではあるまい。じきに本題に入ってくるだろうと思っていると、果たして武田は話題を変えてきた。

「ところで、君は亜あ季きさんとはどういう関係なんだい？」

「どういうって……ただの知り合いです……けど」

　川かわ崎さき涼りよう介すけとの事を話すわけにもいかないので、涼介は曖あい昧まいに答えた。

「そうかい？　それにしては、随分、親しそうに見えたけどね」

「そう……ですか？」

　武たけ田だにそう見えたとすれば、それは亜季が涼介の向こうに自分の兄を見ているからだろう。

「そうさ。正直言って驚おどろいたよ。なにしろ、葬式の時の姿を見せられてるからね。君も知ってるだろう？　あの時の亜季さんをさ。とてもじゃないが、気の毒で見てられなかった……。だから、さっきは本当に驚いた。彼女が笑顔を見せてくれるなんて、思いもしなかったよ。君はよほど彼女に頼りにされているらしいね」

　涼介が、ではない。川崎涼介が、だ。

　車が、緩ゆるやかに速度を落とした。いつの間にか、東ひがし高こうの前まで来ていたのだ。

「着いたよ」

「ありがとうございます」

　涼介は礼を言いながら、シートベルトを外した。

「ついでだから、家まで送ってあげよう。早く忘れ物を取っておいで」

「あ、いえ、そこまでして戴いただかなくても……」

「遠えん慮りよしなくてもいいよ」

「いえ、本当にここで結構です」

　授業時間はとうに過ぎていたが、まだ誰だれか教室に残っているかもしれない。見み咎とがめられないよう気を付ける必要もあったし、時間も掛かるだろう。その間ずっと武田を待たせておくのは気が引けた。第一、こんな目立つ車に送られて帰ったら、また花はな枝えに根掘り葉掘り理由を訊きかれる事になりかねない。

　飽あくまで固辞する涼介を、武田は妙な目で見詰めていたが、やがて頷うなずいた。

「分かったよ。それじゃ、ここでお別れしよう」

「わざわざどうもありがとうございました」

　涼介は改めて礼を言った。

「いや、いいんだよ。それより、浦うら和わくん」

「はい？」

「亜季さんの事、よろしく頼むよ。これからも彼女の心の支えになってやってくれ。こんな事、私が言う筋合いじゃないかもしれないが、どうも放っておけなくてね」

「……」

「部長の事もあるし、私もできるだけの事はしてやりたいんだ。なにかあったら、遠慮なく呼んでくれ」

　武たけ田だは名刺を取り出して、涼りよう介すけに差し出した。

「はい……分かりました」

「頼むよ。じゃ、今日はこれで。さようなら」

　そう言って、武田は去って行った。

　川かわ崎さき涼介も武田も、そしてあの岡おか野のも、涼介が今日出会った人間は、みな亜あ季きの事を気にしていた。亜季を心配し、力になってやりたい、そう考えていた。

　亜季さんって、みんなから大事にされてるんだな……。

　涼介はそう思った。
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　いつも通りに帰宅した涼介に、花はな枝えはもなんの不ふ審しんも抱かなかったようだ。

　さすがに少し気が咎とがめたが、仕方がない。本当の事を打ち明けるわけにはいかないのだ。もうしばらくの間、気付かれずに済む事を祈るのみである。

　夕食を済ませて、少しした頃ころである。

「涼ちゃん、電話よ」

　階下から、花枝の呼ぶ声が聞こえてきた。

「うん、分かった」

　電話は玄関の脇わきに置いてある。涼介は、急いで階段を降りた。

「誰だれから？」

「川崎さんって子から」

　涼介に受話器を渡しながら、花枝は言った。

　なんの用だろう。

　不思議に思いながら、涼介は受話器を受け取った。

「もしもし、涼介ですけど」

『ああ、浦うら和わくん。なにかしてた？』

「いえ、別に……。それより、どうして、うちの電話番号が分かったんですか？」

『だって、生徒手帳に書いてあったでしょ？』

「ああ、そうか……。それで、僕になにか？」

『ううん、別に用ってほどじゃないんだけどね。どうしてるのかなって思って』

「はあ……」

『ああ、そういえば、鞄かばんは見付かった？』

「ええ、まあ……」

　そう答えようとしたところで、涼介はまだ花枝がそばにいる事に気付いた。女の子から電話が掛かってくる事など滅多にない事なので、気になっているらしい。

「ちょっと、あっち行っててよ、ママ」

「いいじゃない、別に。それとも、ママに聞かれるとまずい話でもあるの？」

「そんなんじゃないよ。いいから、あっち行っててってば」

　重ねて追い払うと、花はな枝えはしぶしぶながら居間の方へと戻って行った。

　花枝が居間の中へと入るのを確認してから、涼りよう介すけは再び電話に戻った。

「すいませんでした。ちょっと邪じや魔まが入ったもんで……」

　涼介は謝あやまったが、返って来たのは、

『ままぁ？』

　呆あきれたような、亜あ季きの声だった。

　しまった……。

　涼介は後悔したが、時すでに遅しである。

「……いいじゃないですか。別にどう呼んだって」

　ここで引いてはあとあとまで馬ば鹿かにされそうなので、涼介は精一杯強気に出た。

『そうよね。おうちの中の事ですものね』

　亜季は含み笑いをしながら応こたえた。どうやら、亜季の中で、涼介はマザコンのレッテルを貼はられてしまったらしい。

「……特に用がないんでしたら、もう切ってもいいですか？」

　憮ぶ然ぜんとしながら、涼介は言った。

『あ、怒った？』

「別に……。でも、いろいろやらなきゃならない事もありますんで」

『あら、さっきはなにもしてないって言ってたじゃない』

「勉強があるんですよ。家でちゃんとやっとかないと、授業についていけなくなるかもしれませんからね」

『私たちのせいでって言いたいんでしょ。ごめん。謝あやまるから、機嫌直してよ。ね？』

　亜季は下手に出てきたが、その声には、まだ笑いの響ひびきが残っている。

　涼介は溜ため息いきをついた。

「……別にいいですけどね」

『ちゃんと明日も来てくれる？』

「約束は守ります」

『よかった。……ところで、今度はいつ頃ごろお兄ちゃんになるの？』

「さあ……僕にはちょっと分かりませんけど」

　それが分かるようだったら、どれほど気が楽になるだろう。

『そうなの。じゃあ、そっちにいる間に替わった場合に備えて、手紙でも書いといた方がいいかもしれないわね』

「手紙……ですか？」

『うん。だって、そうなった時には、浦うら和わくんの振りをして貰もらわないと怪しまれるでしょう？　お兄ちゃんも心得てるとは思うけど、一応、伝えておいた方がいいと思うの』

「そうですね。そうします」

『あ、それから学校の方だけど、しばらく休むって事、友達からでも、うまく伝えておいて貰った方がいいわね』

「ああ、確かにそうですね。……ほかにもなにか、やっといた方がいい事ありますか？」

『どうかな……。今思い付くのはそれくらいだけど』

「そうですか。分かりました。じゃあ、お休みなさい」

『なによ、そんなにすぐ切ろうとしなくたっていいじゃない。私と話すの、そんなに嫌？』

　少し不満そうに、亜あ季きは言った。もしかすると、誰だれもいない家に一人でいるのが寂しいのかもしれない。

「いえ、そんなわけじゃありませんが、友達に今の事頼まなきゃなりませんし、それに……さっきからこの電話を気にしてるみたいなんですよ。母が」

　すると亜季は、くすくすと笑った。

『そっか。それじゃ仕方ないわね。それじゃあ、また明日ね』

「はい」

『じゃあ、お休みなさい。涼ちゃん』

　そして電話は切れた。
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「川かわ崎さきさんって、どんな人なの？」

　案あんの定じようというべきか、涼介が受話器を置くのを見計らったように、花はな枝えが姿を現した。

「どんなって……学校の先せん輩ぱいだよ」

　少なくとも、これは噓うそではない。東ひがし高こうの先輩ではないというだけだ。

「でも、なんで、その先輩が涼りようちゃんに電話してくるの？」

　疑わしげに、花枝は言った。

「今、ちょっと勧誘を受けてるところなんだ。その電話だよ」

　これも、まあ、噓ではない。

　なんとか花枝の追及を躱かわして、涼りよう介すけはいったん自分の部屋へと上がった。

　本棚から生徒名めい簿ぼを取り出してから、もう一度、玄関へと戻る。そして名簿を参照しながら、桜さくら井いの家へと電話を掛けた。

『よう、浦うら和わ。どうやら無事に戻って来れたようだな』

　桜さくら井いはからかうように言った。

「うん、まあね」

『で、あの子、なんの用だったんだ？』

「うん、まあ……ちょっとね」

『おいおい、隠さなくたっていいだろ。教えろよ』

「それがちょっと込み入っててさ。とてもひと口には説明できないんだ」

『ほおう……。そいつは意味深だね』

「ところで、あのあと、そっちはどうなったの？　先生、なんか言ってた？」

『心配すんな。ちゃんと代わりに言っといてやったよ。浦和は風邪かぜ引いたんで休むってな』

「ありがと」

『どういたしまして』

「ついでに、もう少し頼みたい事があるんだけど、いいかな？」

『なんだ？』

「実はさ……」居間にいる花はな枝えに聞こえないように、小声で言った。「もうしばらく、学校に行けなくなっちゃったんだ」

『あん？』

「だからさ、桜井くんから、うまく言っといてくれないかな」

『そりゃあ、まあ、いいけどよ……』

「じゃあ頼むよ。来週には行けると思うから」

『あの西にし高こう生せい絡みなのか？』

「うん……まあ、そんなとこ」

　仕方なく、涼りよう介すけは認めた。そんな事を言えば、また妙な誤ご解かいをされるだろうとは分かっていたが、なにしろ、桜井には亜あ季きとの会話を見られている。ごまかしようがなかったのだ。

『そりゃまたお盛んな事で』

　電話の向こうで、にやにやしている様子が目に見えるようだった。

「そんなんじゃないってば」

『そう照れなさんなって』桜井はひとしきり笑ってから、『……ところで浦和。あの川かわ崎さきとかいう西高生、お前とどういう関係なんだ？』

「だから」

　そんなんじゃないって。そう言い返そうとして、涼介は言葉を切った。桜井の口調からからかいの色が消えていたからである。

「……なんで、そんな事を？」

『実は、今日、校門のあたりに柄の悪いのが何人か来ててさ。どうやら人捜しでもしてたらしくて、帰る連中を摑つかまえちゃあ、根掘り葉掘り訊きいてたんだよ。でな、そいつらが捜してる相手ってのが、どうも話を聞いてると、お前によく似てるんだよ』

「僕を……？」

　だとすると、鞄かばんを取りに行くのがもう少し早かったら、涼りよう介すけはその連中に出くわしていたかもしれないのだ。涼介はぞくりとした。

『なんか、心当たりあるか？』

「……ううん」

　涼介にはない。だが……。

『だよな。俺おれも、お前があんな連中と関かかわるとも思わなかったが……ただ、今朝けさの事があったあとだからよ。ひょっとするとなにか関係があるんじゃねえかと気になってな』

「そんな事もないと思うけど……」

　気の強すぎるところがあるにしても、亜あ季きは普通の高校生だ。しかし、その兄は？

　まさか……僕の体で喧けん嘩かして回ったなんて事は……。

　ない、とは言い切れないのが、不安だった。

『まあ、それならそれでいいんだけどさ。用心するに越した事もねえから、とりあえず、そういう事があったって事だけ、頭の隅にでも入れとけや』

「……うん。ありがと」

『じゃ、な』

　桜井は電話を切った。
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　翌朝、涼りよう介すけは少し早めに家を出た。朝早くから女の子の家を訪れるという行為が少々、いや、かなり後ろめたかったからである。それでも登校時間帯ならば、一緒に学校へ行くために迎えに来たのだろうと、見る人も思ってくれるのではないか。そんなささやかなカモフラージュを考えたのだった。

　川かわ崎さき家に到着したのは、八時一五分頃ごろ。呼び鈴を鳴らすと、しばらくして亜あ季きが現れた。洗い晒ざらしのシャツにジーンズという、こざっぱりした格好である。寝不足気味なのか、少し目をしょぼつかせていた。

「ええっと……」

　涼介を前にして、亜季は少し考えるような顔付きになったが、

「おはようございます」

　涼介がそう挨あい拶さつすると、すぐに分かったらしい。

「なんだ、涼ちゃんの方か」

　亜季は笑顔を浮かべた。

「……すいませんね。お兄さんじゃなくて」

「あら。怒ったの？　涼りようちゃん」

「別に……。それより、その呼び方、やめて貰もらえませんか？」

「なんで？　家ではそう呼ばれてるんでしょ？　ママに」

　亜あ季きは、からかうように言ったが、

「やっぱり学校へ行こうかな……」

　涼りよう介すけが独ひとり言ごとのように呟つぶやくと、あっさり態度を翻ひるがえした。

「分かったわよ。もう言わないから。……まあ、とにかく上がって」

　体を脇わきへと寄せて、涼介が通れる空間を作る。

「……お邪じや魔まします」

　涼介は軽く頭を下げながら、家の中へと上がった。

「とりあえず、応接間にでも行っててくれる？　今、コーヒーでも淹いれるから」

「いえ、お構いなく」

「遠えん慮りよしないで。ちょうど私も飲もうと思ってたところなんだから」

　亜季は玄関を閉めると、そのまま涼介の返事も待たず、廊下の奥へと小走りに駆かけて行った。

　その後ろ姿を見送った涼介は、ひとつ肩を竦すくめてから、言われた通り、応接間へと向かった。







　　　　　　　　Ⅱ




　数分後、涼介と亜季は、応接間のソファセットに、向かい合わせに腰を下ろしていた。

「結局、あのあとお兄ちゃんは出て来なかったの？」

「ええ……。一応、手紙も書いてみたんですけど、どうも無駄になったみたいですね」

「そっか……」

　亜季は、両手に包むようにして持っていたカップを、口元へと運んだ。

　ひと口啜すすり、ほうっと息を吐はく。どこか気け怠だるげな様子だった。少し疲れているのかもしれない。

「昨日はあまり眠れなかったんですか？」

「ん……ちょっとね」

　ふうっと薄うすく、亜季は笑った。

「ひょっとして……泣いてたとか？」

「……え？　ううん、そんなんじゃないわ。ちょっと調べ物があっただけ」

　亜季は苦笑しながら首を振ったが、それが本当かどうかは、涼介には判断が付かなかった。

「ところで……ちょっと訊ききたい事があるんですけど」

「なあに」

「お兄さん、僕の体で、誰だれかと喧けん嘩かかなんかしました？」

　亜あ季きのカップを持つ手が、ぴたりと停とまった。

「……どうして？」

「昨日、友達と電話で話したんですけど、なんか柄の悪い人たちが僕の事を訊きいてまわってたって言うんですよ。でも、僕にはそんな覚えがないし、ひょっとしたらって思って」

「……分かったわ。あとで本人に訊いといてあげる」

「お願いします。それから……くれぐれも僕の体でそういう事はしないで下さいって伝えておいて貰もらえますか？　なんか、この分だと、全部僕のところに皺しわ寄よせが来そうな気がしますから」

「分かったわ。伝えとく」

　亜季は笑って、カップの残りを飲み干した。そして立ち上がる。

「じゃあ、私はまた上に行くけど、浦うら和わくんはゆっくり時間でも潰つぶしてて。映画のビデオも何本かあるし、ゲームもそこにあるから」

　亜季は、テレビが載せてある、木製のラックを示した。

「はあ……分かりました」

　亜季が用のあるのは、川かわ崎さき涼りよう介すけであって、涼介ではないのである。

「じゃ、またあとでね」亜季は空になったカップを手に部屋を出て行こうとしたが、そこで、ふと思い出したように、涼介を振り返った。「そうだ、浦和くん。あなたパソコン得意？」

「は？」

　いきなり妙な事を訊かれて、涼介は面食らった。
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　涼介が案内されたのは、亜季の父親の書斎だった。昨日、涼介が目覚めた時にいた部屋である。あの時、床の上に散乱していたファイルの山は、部屋の隅に片付けられていた。

「これなんだけど、ロックが掛かってて使えないのよ」

　亜季に言われて机の上のモニターを覗のぞいて見ると、そこにはパスワードを要求するウィンドウが開いていた。

「パスワードは？」

「それが分からないから苦労してるんじゃない。一応、それっぽい言葉はひと通り試してみたんだけどね」

「なるほど……でも、それで僕になにをしろって言うんです？　亜季さんにも分からないようなもの、僕には見当も付きませんよ」

「だから、そうじゃなくて……ほら、テレビとかでよくあるじゃない。ハッキングっていうの？　ああいうの、浦うら和わくん、できない？」

「じゃあ、これを破れっていうんですか？」

　涼りよう介すけは驚おどろいた。

　確かに、涼介もパソコンは持っているし、時々いじったりもしている。だが、ゲームをしたり、パソコン通信をしたりが主な、いわゆるライトユーザーなのだ。人に誇れるような知識や技術を持っているわけではない。

「無理？」

「う～ん、どうかな……」

　ハッキングなどという大それた事ができるほどの腕は、涼介にはない。だが、亜あ季きの話からすれば、間違えたパスワードを入力してもシャットアウトはされなかったようだし、それほど本格的なセキュリティシステムではなさそうだ。単なるアプリケーションとしてのシステムなら、少しはやりようがあるかもしれない。

「じゃあ、ちょっと待って下さい。とりあえず、やってみます」

　涼介は椅い子すに座り、モニターの前に向き直った。

　要はパソコンが起動してもアプリケーションが動き出さなければいいわけだ。

　それには、と……。

　涼介はそのための手順を思い出しながら、パソコンを別モードで立ち上げ直した。

「あれ？　真っ暗になっちゃった」

「ＯＳの向こう側に入ったんですよ。ここからプログラムを停止できれば多分……」

　涼介は簡単に解説しながら、一連の命令を打ち込んだ。そして改めてパソコンを再起動する。

　パスワードの要求は……ない。成功したのだ。

「あ、開いた。凄すごいじゃない、浦和くん」

　亜季は手放しで褒ほめてくれたが、それほどの事ではない。玩具おもちやと言ってもいいほどに初歩的なプログラムだったから、この程度で開いたのだ。個人向けのパソコンには、幼児などに悪戯いたずらされないようパスワードロックをするソフトを予あらかじめインストールしている機種があるが、これもその類たぐいのプログラムだったのだろう。

　ＯＳ、か……。

　パソコンを前にして、涼介はふと思った。

　川かわ崎さき涼介が自分の中にいる事は認めても、幽ゆう霊れいだの魂だの、そんなオカルティックなものの考え方までは、どうしても受け入れられずにいた涼介である。

　人の意識は単なる電気信号に過ぎない。肉体が死に脳が死ねば、その電気信号を維持できなくなり、人の意識は消えてなくなる。死とはそういうものだ。

　だが、逆に言えば、その電気信号さえ維持できれば、死んだあとも人の意識は存続できるという事になりはしないだろうか。

　ハードディスクに空きがありさえすれば、一台のパソコンにふたつのＯＳを載せる事は可能である。それと同じ事が、涼りよう介すけの身に起きたとは言えないだろうか。

　人間は自分の脳を半分も使っていないというのは、よく知られている話である。つまり、涼介の脳ハードデイスクには空きがあった。その空きの部分に、川かわ崎さき涼介の意Ｏ識Ｓがインストールされたとすれば……。

　それが、涼介の身に起きた事なのではないだろうか。

　無論、普通では考えられない事である。それが超常現象である事には変わりない。

　だが、同じ超常現象であっても、霊れい能のう力りよくよりは超能力の方がましだった。少なくとも、それなら、納得したつもりにはなれる。

「ねえ、浦うら和わくん」

　亜あ季きの言葉に、涼介は我に返った。

「あ、はい。なんです？」

「結局、パスワードってなんだったの？　調べられる？」

「ええっと……ちょっと待って下さい」

　涼介はマウスを手に取り、ロックを掛けていたプログラムのありかを捜し出した。

「これですね」

　ウィンドウの中の文字列を、涼介は指し示した。

『Open Sesame』。そう記してある。

「お父さんってば……」

「随分と由緒正しいパスワードでしたね」

「ほんとだわ」

　亜季は、やれやれと首を振った。
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　一一時半を過ぎた頃ころ、亜季が応接間に顔を出した。

「あら。勉強してたの？」

　テーブルの上に広げられたノートを見て、少し驚おどろいたような表情になる。

「ええ、まあ……」

　涼介は、なんとなくばつの悪い思いで頷うなずいた。

「本当に真面目まじめなのね」

　亜季は感心したように言った。

「そんなんじゃないですけど……。放っとくと、あとで追いつくのが大変になりますから」

「ごめんね。迷惑な事頼んじゃって」

「もういいですよ、それは。……それより、なにか？」

「ああ、そうそう。ちょっと早いけど、お昼にしようかと思って。浦うら和わくん、なにか食べたいものある？　せめてものお礼にご馳ち走そうするから、なんでも好きなもの言ってよ」

「折角なんですけど、自前で用意してありますから」

「え？」

「ほら、今日、僕、学校行ってる事になってるでしょう？　ですから」

　涼りよう介すけは、足元の鞄かばんを持ち上げて見せた。

「あ、そっか。お弁当持って来てるんだ」

「ええ」

「そっか……それじゃ、お茶でも淹いれるわね。一緒にお昼にしましょ」

「……はい」

　いったん応接間を出た亜あ季きは、しばらくして盆を手に戻って来た。涼介の向かい側のソファに座り、運んで来たものをテーブルに並べる。

「はい、お茶。それと卵焼きも作ってみたから、よかったら食べて。温かいものもあった方がいいでしょ」

「すいません。じゃ、いただきます」

　綺き麗れいな焼き色の付いた卵焼きだった。箸はしの先でひと口大に切って、口へと運ぶ。

「どお？」

「おいしいです」

　味付けはやや濃こいめだったが、ご飯のおかずとしてはちょうどいい。

「そ、よかった」

　亜季はにこりとして、自分も箸を取り上げた。

　学校をさぼり、他人の家で、女の子と向かい合って昼食をとっている。それも昨日までは見も知らなかった相手と。

　妙な具合になっちゃったもんだな。

　今更ながらに、そう思う。

「亜季さんのお兄さんって……どんな人だったんですか？」

　涼介は訊きいてみた。

「やっぱり、気になる？」

　亜季は箸を停とめ、からかうような目を涼介に向けた。

「それはそうですよ」

「どんなって言われても困るけど……そうね、乱暴で勝手で、言い出したら聞かなくて、おまけに馬ば鹿かで向こう見ず。そんな感じかな」

「……はあ」

　どう応こたえていいものやら困っていると、亜あ季きはちらりと笑い、そして、ふと遠くを見るような目付きになった。

「……でも、私は好きだったわよ」

「……そうですか」

「いつも私の事見ててくれた。私が困った時には、必ず駆かけ付けてくれた。いつもあっちこっちほっつき歩いてる癖に、そういう時は必ずそばにいてくれるの。本当に、なんでそんな事が分かるのか、不思議になるくらい」

「……なんか、スーパーマンみたいですね」

「そうね」亜季は霞かすむような笑みを浮かべた。「……あの時だって、どうしていいか分からなかった。一人で……心細くて……どうしようもなくて……。でも、その時だって、お兄ちゃんは来てくれた。私を助けに来てくれたのよ」

　亜季の目は、涼りよう介すけに向けられていた。すがり付くような思いを込めて、涼介を見詰めていた。

　だが、亜季の目に映っているのは涼介ではなかった。涼介の中にいる川かわ崎さき涼介を見詰めているのである。

　涼介にはそれが分かっていた。分かっていたが、それでもこんな目で見詰められてしまうと、どうにも居心地が悪かった。ひどく落ち着かない気分になってしまう。

「あの……なんて言ったらいいか、その……」

　涼介が口ごもると、亜季は改めて涼介を──今度は涼介自身を見詰め、そしてくすりと笑った。

「ごめん。変な事言っちゃったわね。気を使ってくれなくても大丈夫よ。だって今はお兄ちゃんがいてくれるんだもの」

「そうか……そうでしたね」

　妹を心配し、死してなお助けにきた川崎涼介。そして、その兄を慕い、頼りきっている川崎亜季。川崎兄妹の間には強い絆きずながあるようだった。その絆があるからこそ、亜季も、こんな有り得べからざる現象を信じる事ができたのかもしれない。

　そして、ふと思った。

　川崎涼介が涼介の中から消える日が来たら、亜季はどうするのだろうか、と。
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　ゆっくりと、周囲を見回す。

　見慣れた部屋。涼介がいるのは、一階の応接間だった。そのソファのひとつに腰掛けている。

　時間は、一二時四〇分を回ったところだった。

「……こんな所でなにしてやがったんだ？　あいつ」

　窮きゆう屈くつな詰め襟えりのホックを外しながら、涼りよう介すけは呟つぶやいた。涼介の目の前、テーブルの上には、数学の問題集とノートとが広げられていたからである。

　勉強していたのだという事は分かるが、そんな事をしてる場合か、という思いが涼介にはある。もっとも、悠長に時間を潰つぶしてはいられないのは、涼介だけの問題であり、浦うら和わには関係のない事ではあった。

　いずれにせよ、重要なのは、浦和が今、ここにいるという事だ。浦和の生活パターンからすれば学校にいるべき筈はずの時間に、この家にいる。という事は、つまり、

　……どうやら、うまく説得できたようだな。

　それにしても、亜あ季きの姿が見えないのはなぜだろうか。

　涼介は立ち上がり、応接間を出た。

　台所には……いない。

　日本間にもいない。ひょっとしたらと思ってトイレの方も覗のぞいてみたが、やはり亜季の姿はなかった。

「おい、亜季！　どこだ！　どこにいる！」

　涼介は声を張り上げた。亜季の身になにかあったのでは、という不安が覗いたのも、確かである。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。

　上の方から足音が聞こえたかと思うと、

「お兄ちゃん？」

　階段から亜季が顔を見せたのである。

　内心では、ほっとしつつ、涼介は亜季を睨にらみ上げた。

「お前、浦和を放っといて、なにやってやがんだ」

「なにって事ないでしょ。お兄ちゃんの方こそなにやってたのよ。ずっと待ってたのに」

　亜季はすぐさま言い返してきたが、ついさっきまで光こう太た郎ろうの書斎で調べ物をしていて、ふと気付くと応接間にいたというのが、涼介の感覚である。なにをしていたなどと言われても答えようがない。

「知るかよ、そんな事」

　苦笑しつつ、涼介は階段を上がった。亜季はひと足先に二階へ戻って、涼介が上がって来るのを待っている。

「浦和の協力は取り付けられたらしいな」

「完全に納得したわけじゃないみたいだけど、まあ、一応はね」

　とりあえず日曜日までなら時間を割いてもいい、そう浦和は言ったという。

「日曜日までか……」

　今日を入れても三日しかない。これまでの経過から考えると、とても充分とは言えないが、足りなければまた交渉すればいい事だし、条件付きとはいえ、浦うら和わの協力が得られた事は、やはり大きな前進だった。

「ああ、そうそう。浦和くんに訊きかれたんだけど、お兄ちゃん、誰だれかと喧けん嘩かした？」

「喧嘩？　浦和になってから、か？」

「当たり前でしょ」

「まあ、したと言えばした……かな」

「いつ、誰と」

「一昨日おとといさ。街、歩いてたら、うちの学校の馬ば鹿かが絡んできやがったんでな。ちょいと教育指し導どうをしてやった」

　亜あ季きは呆あきれたように首を振った。

「まったく、仕様がないわね」

「だけど、ありゃあ」

　半分はお前のせいだぜ。そう言いかけて、涼りよう介すけは言葉を吞のみ込んだ。

「なによ？」

「なんでもねえよ」

「とにかく、これからはそんな事しちゃ駄目よ。お兄ちゃん一人の体じゃないんだからね。じゃないと、私が浦和くんに怒られちゃうんだから。いいわね」

「分かったよ」涼介は苦笑しつつ頷うなずいた。「ところで、あのあとどうなった？　なんか手掛かりになりそうな物、見付かったか？」

「全然、駄目」亜季は肩を竦すくめた。「全部、仕事の書類だった。パソコンの中も見てみたけど、そっちも同じみたいよ」

「？　パスワードが分かったのか？」

「そうじゃないけど……浦和くんが開けてくれたの」

「浦和が？」

「うん。なんか、裏技みたいの使ってね」

　そういえば、浦和の部屋にもパソコンが置いてあった。

「なるほどな……奴やつも意外に役に立つってわけだ」

「そんな事言って、浦和くんが聞いたら怒るわよ」くすりと亜季は笑った。「あ、それから、昨日の夜、武たけ田ださんから電話があったんだけど、やっぱり岡おか野のって人、お父さんの会社の人じゃないみたいよ」

「電話？　なんの電話だ？」

「だから昨日武田さんが来た時に、岡野さんの事、訊いたじゃない」そこまで言ったあとで、亜あ季きはそこにいたのが浦うら和わの方だったという事を思い出したらしい。「……て言うか、訊きいたのよ。同じ会社の人の事なら分かると思ったから。そしたら、そのあとすぐに調べてくれたらしくて、夜、電話してきてくれたの。そしたら」

「岡おか野のは社員じゃなかった、ってわけか」

「うん」

　亜季は頷うなずいた。

　という事はつまり、岡野という男は身分を偽っていたという事になる。

　それは、なぜか。

「……くさいな」

「やっぱり？」

　涼りよう介すけに向けられた顔付きからしても、亜季が涼介と同じ判断を下している事は明らかだった。
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　岡野は噓うそを吐ついた。それは噓を吐く必要があったからだ。

　岡野が『奴やつ』だと決め付けるには、まだ早いかもしれない。だが、少なくとも『奴』の一味である事は間違いなかった。

　だが、それが分かっても、まだ攻勢には出られない。それだけの準備が整っていない。

　そもそも、光こう太た郎ろうがなにを探っていたのかさえ、涼介は知らないのだ。『奴』がどのような悪事を働いていたのかも、『奴』の一味がどれほどの規模なのかも分からない。それがはっきりしない限り、迂う闊かつな行動はとれはしないのである。

　それを知るために、あの書類の山とも格かく闘とうしたのだったが、涼介がいなくなったあとも調査を続けた亜季によれば、あまり見込みはないと言う。

「となると……やっぱりあの小包を探すしかねえか」

「でも……あれはもう取られちゃったんじゃ……」

　あの小包を、涼介は学ランのポケットに入れていた。だが、その学ランは、既に何者かによって持ち去られていたのである。

「俺おれもそう思ってたが、よく考えると、そうでもねえみてえだ」

「どういう事？」

「あん時の話をよく思い出してみろよ。あの事務員は言ってただろ。学ランを渡したのは、俺が病院に運ばれてすぐだって」

「うん、そうね」

　亜季は頷いたが、涼介がなにを言おうとしているのかまでは分からないようだった。

「一昨日おととい、俺おれがこの家に戻ってきた時、俺の部屋で小包を探してる奴やつがいた。って事は、その時点じゃ『奴』はまだ小包を手に入れてなかったって事にならねえか？」

「あ……そっか」

　亜あ季きはぽんと手を叩たたいた。

　つまり、学ランのポケットに小包が入ったままだったとしたら、それを手に入れたのは『奴やつ』の一味ではないという事だ。葬式の手伝いに来た誰だれかが気を利かせて、受け取りに行ってくれたという事になる。逆に、学ランを手に入れたのが『奴』の一味であれば、その時既に、小包はポケットの中に入っていなかったという事になる。

「とにかく、この家に学ランがあるかどうか、探してみようぜ。そんなに都合のいい話が転がってるとも思えねえが、探してみる価値はあるだろう」

　学ランを受け取ったのが、葬式の手伝いに来てくれた人間だとすれば、それと分かる場所に置いてくれた筈はずである。涼りよう介すけたちは、位い牌はいの置かれた日本間をはじめとして、応接間や台所など、あの時人の出入りがあった場所を、丹念に調べ回った。

　しかし、一階の部屋を全すべて回ってみても、涼介の学ランは見付からなかった。二階は、涼介や亜季の私室、それに光こう太た郎ろうの書斎があるだけだから、手伝いの人間が勝手に上がるとも思えない。

「待てよ、俺の部屋に置いたって事はあるかもしれねえな」

　涼介の『遺い品ひん』だからと、涼介の部屋に片付けたという事もあるかもしれない。

「でも、もしそうなら、あの時、見付けられてたんじゃない？」

　亜季が、一昨日の出来事を、涼介に思い出させた。涼介の部屋は、茶髪の男に調べられていたのである。そして、その茶髪は、結局小包を見付けられなかった。

「奴が見落としたって事もあるだろ」

　あの茶髪は、調べ尽くす前に、調査を中断させられていたのである。

「だったとしても、どっちにしろ、あの部屋にはないわよ。小包も制服もね。あのあと私が部屋の片付けをしたんだから、間違いないわ」

　駄目押しするように、亜あ季きは言った。

「って事ぁ、やっぱ、この家にはねえって事か……」

　やはり学ランは、『奴』に持って行かれたという事なのだろうか。だが、だとすると、なぜ、その時小包も一緒に手に入れられなかったのかという疑問が出て来る。途中で抜き取った人間がいるとでもいうのだろうか。

「……まさか、浦うら和わが持ってるなんて事はねえだろうな」

「浦和くんが？」

「俺が病院に運ばれるまでの間に、あれを抜き取るチャンスがあった奴といやぁ、あいつぐらいしかいねえ」

「そうかもしれないけど……なんで浦うら和わくんが、そんな事しなきゃならないのよ？」

　亜あ季きは呆あきれたような視線を、涼りよう介すけに向けた。

「……だよな」

　浦和はただ巻き込まれただけの人間である。光こう太た郎ろうの調査していた事件自体には、なんのかかわりもないのだった。
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「ふう……」

　家捜しを終え、応接間に戻ってきた涼介は、ソファに深々と腰を下ろし、大きく溜ため息いきをついた。

　結局、この日の涼介が貴重な時間を費やして得たものといえば、川かわ崎さき家の中には学ランも小包もないという事実の確認だけだった。

　あれから四日が過ぎようとしているのに、涼介はほとんど前進していなかった。もどかしさと焦りだけが募って行く。

「これから、どうする？」

　涼介を見る亜季の表情にも、同じ想おもいが看みて取れた。

「……」

　選択肢は幾つかある。

　まず第一に、光太郎の残した書類やデータを綿密に調べる事。だが、それには時間が掛かり過ぎるし、第一、その中に有用な手掛かりがあるという保証はない。

　第二に、光太郎を事故らせたというバイク集団（これにはおそらく、あの茶髪も関与していると思われる）を、見付け出す事。だが、はっきりと目星を付けられるのならばともかく、ただバイク集団というだけの情報で、これを捜し出すのは至難の業だった。駅裏あたりのいかがわしい場所へ出向いて、その手の連中に訊きいて回るという方法もないではないが、涼介の限られた時間で果たしてそれを突き止める事ができるかどうかが問題である。

　そして第三は、直接『奴やつ』を……岡おか野のを呼び出す事。携帯電話の番号を残していったから、呼び出す事は可能だが、なんの準備もなくただ呼び出すだけでは、この間の二の舞になりかねない。今度失敗すれば、単に涼介だけではなく、亜季と、そして無論浦和も巻き込まれるのだ。迂う闊かつな行動はとれはしなかった。

　どうすればいい？　どうすれば……。

「……ねえ、お兄ちゃん」

　亜季の声に、涼介は顔を上げた。

「北きた澤ざわさんたちに打ち明けてみたら、どうかしら？」

「ざわに？」

「うん……。北きた澤ざわさんたちなら、力になってくれると思うの。私たちだけじゃ、手のうちようがないわよ」

　涼りよう介すけは少し考え込み、それから首を振った。

「そいつは、ちょいと無理だろうな」

「どうして？」

「奴やつに、なんて説明するつもりだ？　乗り移りだのなんだの、そんな話を奴が信じるとでも思うのか？」

　北澤は、筋金入りの現実主義者である。事実だけを見詰め、冷静に判断する男なのだ。族やチームと腕ずくの勝負をせざるを得ない場合でも、勢いだけで突っ走るような真似まねはしない。彼ひ我がの戦力を冷静に判断し、勝てないと分かれば、退ひく事も躊躇ためらわない。意地で突っ張る涼介とは、そこが違う。あの時、あの屋上で『奴』と対したのが、涼介ではなく北澤だったら、あんな無様な死に方はせずに済んだだろう。

「だから、そこは黙だまっておいて、ただ、お父さんの事だけ話せば……」

「それで、浦うら和わの事をどう説明するんだ？　お前も通夜の時の事を覚えてるだろ？　あんな事のあとで、奴らが俺おれを……浦和を認めると思うか？」

「それは……でも、私からちゃんと話せば……」

「俺の事抜きで、浦和の行動を、あいつらに納得させられるか？」

「それは……」

　亜あ季きは口ごもった。

「俺だって、あいつらの助けが欲しいさ。だが、あいつらは浦和を憎んでる。浦和がお前のそばにいる事を、あいつらは許さねえだろう」

「悪意があってあんな事したんじゃないって、私から説明しても駄目？」

「お前が丸め込まれたんだと思われるのが、おちだろうな。どっちにしても、浦和がお前の味方だと納得できなけりゃ、ざわは浦和をお前に近付けさせねえだろうよ」

　危険性が少しでもあれば、それを除くべく努める。北澤はそういう男である。

「……そうか……そうかもね」

　亜季も、北澤の事はよく知っている。涼介の判断の正しさを認めた様子だった。

「でも……それじゃ、どうするの？　このままじゃ八方塞ふさがりじゃない」

「今のところはな」

　涼介の応こたえに、亜季が怪け訝げんな目付きを見せた。

「どういう意味？」

「『奴』もまだ小包を手に入れてない。手に入れるために、なんらかの動きに出る筈はずだ。そこに付け入る隙すきが出来るかもしれねえ。……そういう意味さ」
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　……あれ？

　我に返った涼りよう介すけは、若干の戸惑いを覚えた。

　相変わらず、涼介は応接間のソファに腰掛けていた。目の前のテーブルには、ノートが開いたまま置かれている。

　川かわ崎さきさんにならなかったのかな……。

　ふと、そんな気にもなったが、腕時計を見てみると、五時四〇分をまわっていた。川崎涼介になった正確な時刻は分からないものの、五時間前後は経過している様子だった。

　……どうしたんだろ。

　首を傾かしげた涼介は、その時、すぐ隣となりに亜あ季きが座っているのに気付いて、

「わっ」

　思わず仰のけ反ってしまった。

「こんにちは、浦うら和わくん」

　亜季は、面白がるような表情で、涼介を見詰めている。

「脅おどかさないで下さいよ」

　気恥ずかしさもあって涼介が詰問口調になると、亜季はおかしそうに笑った。

「勝手に驚おどろかないでよ。頼むから」

　涼介は憮ぶ然ぜんとし、話題を変える事にした。

「お兄さんには、会えたんですね？」

「お陰さまで」

「……ずっと、ここで話してたんですか？」

「ん？　う……ん、まあね」

「どんな話を？」

「いろいろよ。……ああ、それから、さっき言ってた喧けん嘩かの事も訊きいてみたけど、なんか心当たりあるような事言ってたわよ」

「本当ですか？　……参ったな」

　涼介は思わず溜ため息いきをついた。

「ごめんね。もうしないように、ちゃんと言って聞かせたから、今回だけは許してあげて」

「……まあ、いいですけどね」

　本当は良くはないが、過ぎた事を今更言っても仕方がない。

「それと、浦和くんに、ひとつ訊いておきたい事があるんだけど……」

「？　なんです？」

「うん……その、小包の事なんだけどね」

「小包って……あの、岡おか野のさんが探してた？」

「うん、そう。それでね、お兄ちゃんが言うには、あの時、持ってたって事らしいの」

「あの時って……あの時ですか？」

「うん、制服のポケットに入れてね。それで、探してみたんだけど、なんか見付からないのよ。それで、ひょっとしたら、あの時ポケットから落ちたんじゃないかって思って……浦うら和わくん、そんな感じの物、見なかった？」

「そう言われても……」

　あの時の涼りよう介すけには、周囲に気を配る余裕などなかったのである。

「分からない？」

「はい……すいません」

「いいわ、気にしないで。私も、一応訊きいてみただけなんだから」

「あ、でも、もしあの場に、そんな物が落ちてたんなら、警けい察さつの人がすぐに見付けたと思います。ですから、やっぱり、そんな事はなかったんじゃないかと思いますよ」

　涼介が、そう言葉を添えると、

「それもそうよね」

　納得したように亜あ季きは頷うなずいた。
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　亜季との会話を手早く切り上げ、涼介は川かわ崎さき家を辞した。

　外は既に夕暮れ時。時刻は六時を回っている。川崎涼介の退場時間が遅かったためだ。

　……急がなくちゃ。

　あまり帰宅が遅くなると、また花はな枝えが心配する。

　駆かけ出そうとした涼介のその背中に、

「おい、そこの」

　ぶっきらぼうな男の声が聞こえた。

　涼介が振り返ると、三人の男が立っていた。いずれも若い。といっても、涼介よりは年上のようだ。一人は肩までの長髪。一人は短めの髪をディップで逆立てている。残る一人はパンチパーマである上に、眉まゆ毛げを剃そり落としていた。しかも、三人揃そろって肩を怒らせ、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　どの顔も、涼介には見覚えがなかった。だが、その三人の視線は、明らかに涼介に向けられている。

　これは……ひょっとして……。

　いやな予感を覚えつつ、

「あの……僕の事ですか？」

　涼りよう介すけは訊きいてみた。

「ったり前ぇだ。他ほかに誰だれがいるよ」

　長髪の男が、ずけりと言った。

「うちの人間が世話になったらしいな」

「その礼もしてえし、訊きてえ事もある。ちょいと付き合って貰もらおうか」

　パンチパーマの言葉のあとを、ディップの男が続けた。

　……やっぱりだ。

　どうやら、この三人は、川かわ崎さき涼介が喧けん嘩かをした相手の仲間らしい。涼介は今更ながらに川崎涼介を恨んだ。

「付き合うって……どこへですか？」

「な事ぁ来りゃ分かるよ」

　……どうしよう。

　行けばどうなるか想像が付くし、嫌だと言えばどうなるか、これも想像が付く。人違いだと言っても通用しないだろうし、そもそもこの三人からすれば『人違い』ではないのである。

　涼介が困り果てていると、パンチパーマが、傍らのディップに怪け訝げんな表情を向けた。

「おい、本当にこいつか？」

「なに言ってやがる。手て前めぇも出て来るとこ見てただろうが」

　……出て来るところを？

　では、この男たちは、川崎家の前を見張っていたという事なのだろうか。

「だけどよ、こんな奴やつに、栗くり原はらさんがやられると思うか？」

「そりゃまあ……」ディップが、ちらりと涼介を見た。「そうだけどよ」

「なに、ごちゃごちゃ言ってやがる」仲間二人のやりとりに、長髪が舌打ちした。そして、ぎろりと涼介をねめ付ける。「手前ぇは、浦うら和わだよな」

　涼介は、ぎくりとした。

　……名前を知られてる？

「黙だまってねえで答えろよ。言っとくが、すぐばれるような噓うそを吐つくんじゃねえぞ」

　確かに、その場凌しのぎの噓を吐いたところで、持ち物を調べられれば、すぐにばれてしまうだろう。

「……はい、そうです……けど」

　仕方なく、涼介は正直に答えた。

「なら、それで決まりだ」

　長髪は、他ほかの二人を促すようにして、涼介に詰め寄ってきた。

「ちょ、ちょっと待って下さい。なにするんですか」

　あとずさる涼りよう介すけの肩を、

「まあ、いいから付き合えや」

「悪いようにはしねえからよ」

　パンチパーマとディップとが、左右から摑つかんだ。

　無論、そんな言葉を信じるほど涼介も馬ば鹿かではない。

「あの、すいません。今、ちょっと時間がないんで、また今度ってわけには……」

　必死で言い抜けようとした涼介の眼前に、長髪が、ぬうっと顔を寄せて来た。身を反らそうとする涼介の頭を片手で摑み、

「いいから、来りゃいいんだよ」低く凄すごむと、ごつんと額ひたいをぶつけてきた。「分かったな」

　その痛み自体は大した事はなかったが、逃げる術がないという事実に、涼介は震ふるえ上がった。

　それにしても、なぜ川かわ崎さき涼介のした事のつけを、涼介が払わされなければならないのだろうか。大体あの男は、他人ひとの体でなにをやっていたのだ。

　だが、ここにいない男に文句を付けている場合ではなかった。このままこの男たちに連れて行かれては、なにをされるか分かったものではない。だが、どうやって逃げ出せばいいのか、涼介には分からなかった。川崎涼介なら、こんな時どうするだろう。

「どうしたんだい、浦うら和わくん」

　聞き覚えのある声が涼介の耳に届いたのは、そんな時だった。

　涼介は、はっと顔を上げ、声のした方角を見た。

「……岡おか野のさん」

　昨日、川崎家を訪れた、あの岡野が、そこに立っていたのである。あの時とは違い、丸首シャツの上にジャケットを羽は織おっただけという、ラフなスタイルだった。

「なんだよ、おっさん」

　長髪が、岡野を睨にらみ付けた。

「失敬な事を言うなよ。私はまだ三〇前だ」

　岡野は、三人が放つ敵意の視線を意にも介さず、涼介の方へと歩み寄ってきた。

「手て前めぇ、邪じや魔ましようってのか？」

「関係ねえ奴やつは引っ込んでな」

　パンチパーマとディップが声を荒げた。

「それがそうもいかないのさ。彼とは顔見知りなのでね。なあ、浦和くん」

　あくまで穏おだやかに、岡野は切り返した。

「は、年とし甲斐がいもなく、正義の味方気取りかい」長髪が、涼介を突き飛ばすようにして、岡野に向き直った。「どうやら、痛い目見ねえと分からねえようだな。おっさん！」

「岡野さん！」

　いきなり殴り掛かった長髪に、涼りよう介すけは思わず声を上げてしまったが、それよりも早く岡おか野のは動いていた。身を捻ひねりざま右腕を振るようにして、長髪の頰ほお桁げたを横殴りに殴り付けたのである。

「ぐっ」

　弾はじき飛ばされそうになりながらも、長髪は危ういところで踏みとどまった。

「手て前めぇ！」

　長髪は怒りもあらわに歯を剝むき出し……そして、そこで凍り付いたように動きを停とめた。

　凍り付いたのは、長髪だけではなかった。他ほかの二人も、そして涼介までも、その場に立ち尽くしたまま動きが取れなくなっていた。その場にいた者全すべてを金かな縛しばりに掛けるだけの物が、岡野の右手には握られていたからである。

　黒光りのするそれは、どう見ても拳けん銃じゆうだった。岡野は、右手に握った拳銃の銃口を、長髪の額ひたいに押し当てていたのである。

「どうした、少年。さっきの元気を見せてみろよ」

　殊更に凄すごみもしなければ、声を荒げもしない。低く静かなその声は、だが、人を圧する力に満ちていた。

「う……あ……」

　意味をなさない声せい音おんが、長髪の唇からこぼれ出る。

　岡野が、ほんの少しだけ唇の端を緩ゆるめ、銃口で軽く長髪を小突いた。

「失せろ」
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　三人の男は、あっという間に消え去り、あとには涼介と岡野だけが残された。

「大丈夫かい、浦うら和わくん」

　打って変わった人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて、岡野が近付いてきた。

　だが、涼介は金縛りに掛かったままだ。

「うん？」

　不思議そうな表情を見せた岡野は、涼介の視線が釘くぎ付づけになっている先に気付いて、

「ああ、これか」

　と、破顔した。

「香ホン港コン土産みやげさ。なんなら君に進呈しようか？」

「で、でも、それは……」

　吃どもる涼介を見て悪戯いたずらっぽく笑うと、岡野は無造作に引き金を引いた。

　銃声もなければ、弾丸も発射されなかった。その代わりに銃口から迸ほとばしったのは、透明な水のひと筋である。

「……水鉄砲？」

　それを見た時、涼りよう介すけは全身の力が抜けたような気がした。

「よく出来てるだろう。吃驚びつくりしたかい？」

「……ええ」涼介は大きく溜ため息いきをついた。「勘弁して下さいよ。本当に本物かと思ったじゃないですか」

　そうと分かってから改めて見れば、岡おか野のの手にあるそれは、よく出来てはいても、やはり玩具おもちやだった。銃口の先をよくよく見れば、明らかに水鉄砲のそれである。こんな玩具を本物と思い込んだのは、あの時見せた岡野の迫力ゆえである。言ってみれば、あの三人も涼介も、岡野のはったりに引っ掛かってしまったのだ。

「悪戯いたずらが過ぎるかとも思ったんだが……手っ取り早くあの連中を追い払うには良い方法だったんでね。気を悪くしないでくれ」

「いえ、そんな事……それより、どうもありがとうございました。本当に助かりました」

　岡野が自分を助けてくれた事を思い出して、涼介は急いで礼を言った。

「なに、礼を言われるほどの事じゃないさ」

　そう応こたえながら、岡野はジャケットの内ポケットに水鉄砲をしまった。どうやら自分でも結構気に入っている玩具らしい。

「それにしても、どうして岡野さんがここに……？　やっぱり、小包の事で？」

　昨日に引き続き、川かわ崎さき家を訪ねるところだったのだろうか。

「うん？　ああ……まあね。それで、見付かったのかな」

「いえ、まだみたいですよ。亜あ季きさんもいろいろ探してるみたいですけど」

「そうか……」

　岡野は落胆した様子を見せた。

　小包の中にはビデオテープと置物とが入っている。昨日、岡野は確かそう言っていた。そのふたつがいったいどんな意味を持っているのか、なぜこんなにも岡野が手に入れたがっているのか、涼介もそれには興きよう味みを引かれたが、それについて岡野に訊たずねることは控えた。所しよ詮せんは野次馬根性だとも思ったし、訊きいたところで、岡野が社外秘だと言うその内容を話す筈はずがない。

　岡野は気を取り直したように顔を上げると、涼介に目を向けた。

「ところで浦うら和わくん。君はいったいなにをやってるんだい？」

「え……なにって言われましても、その……」

「今日も川崎部長の家にいたんだろう？　学校へ行かなくてもいいのかい？」

　岡野は軽く窘たしなめるような表情になっていた。

「それはそうなんですけど……ちょっと、亜季さんに頼まれてる事がありまして、それで今はちょっと……」

「頼まれた……。なにを？」

　無論、正直に言える筈はずもない。

「いえ、別に、なにをどうって事じゃないんですけど……なんか亜あ季きさん、今凄すごく心細いらしくて……それで、ちょっと話し相手になってくれみたいな、そんな感じで……」

　しどろもどろになりながら、納得のいくような説明をしようとしていた涼りよう介すけだったが、その時、岡おか野のの視線の妙な強さに気付いた。探るような目付きで、涼介を見詰めている。

「？　なにか？」

「本当にそれだけかい？　なにか面倒な事に首を突っ込もうとしてるんじゃないのか？」

「……どうしてです？」

　一拍の間を置いて、岡野は口を開いた。

「君は気付かなかったかもしれないが、さっきのあの連中、君があの家から出て来るのをずっと待ち受けていた。という事はつまり、気まぐれで君に絡んだわけじゃないって事だ」

「……確かにそうなりますね」

　無論、涼介も、その事には気付いていた。

「心当たりがないなら、それでいい。だが、もしあるなら、すぐに手を引くんだ。老婆心ながら忠告しておく」

　そういう忠告は川かわ崎さき涼介にこそして欲しいと思いはしたが、

「はい、分かりました」

　素直に涼介は頷うなずいた。

「私が言いたいのはそれだけだ。それじゃ、亜季さんにもよろしく伝えておいてくれ」

　岡野は軽く手を上げて別れの挨あい拶さつをすると、涼介のそばから離れて行った。

　どうやら、亜季に会わずに帰るつもりらしい。小包が見付かっていない事を涼介から知らされた以上、川崎家を訪れても仕方がないという事なのかもしれないが、これではまるで、涼介を助けるためだけにやってきたようなものである。

　……まあ、お陰で助かったけど。

　それより気になるのは、あの三人が涼介の名前まで知っていたという事である。今回だけは岡野のお陰で助かったが、これからの事を考えると気が重かった。

　……ったく、少しは人の迷惑を考えて欲しいよなぁ。

　涼介は大きく溜ため息いきをついた。
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「ただいま」

　涼介が家に戻ると、それを待ち受けていたように、奥から花はな枝えが飛び出してきた。

「涼ちゃん、あなた、どこに行ってたの?!」

　涼りよう介すけはぎくりとした。学校をさぼっていた事がばれたのかと思ったのだ。

「え、いや、あの、それは……」

　急いで言い訳を考えていると、

「いいから、とにかく見てみなさいよ。大変なの」

　花はな枝えは二階の方を指さした。

「大変？」

　どうやら、さぼりの事ではないらしい。花枝の大変はいつもの事だから、涼介はむしろほっとしながら靴を脱いだ。

「大変って、いったいなにがあったのさ」

「泥棒が入ったのよ。あなたの部屋に」

「……え？」

　涼介は一いつ瞬しゆん、花枝の顔を見詰め、そして慌てて階段を駆かけ上がった。




　まるで嵐あらしが吹き荒れたかのようだった。机も簞たん笥すも本棚も、およそ物を収納する機能を持ったものは、全すべてが引っ繰くり返されていた。

「ひどいでしょ？　買い物から帰ってきたら、この有り様だったのよ」

　後ろに立つ花枝の声を聞きながら、涼介は変わり果てた自分の部屋を見詰めていた。

「……他ほかの部屋は？」

「それが、ここだけなの。他は全然。通帳や判はん子こも、そのままだったし」

「……」

　涼介の部屋だけに目もく標ひようを絞って忍び込んだ。単なる空き巣狙ねらいではない。明らかになにかを探すために、涼介の部屋を荒らしたのだ。

　だが、なにを？

『浦うら和わくん、そんな感じの物、見なかった？』

　亜あ季きの言葉が蘇よみがえる。

　……小包。

　他に考えられなかった。あまりにタイミングが合い過ぎている。

　だが、亜季や川かわ崎さき涼介の仕業とは思えなかった。あの二人には、こんな事をする必要がない。涼介に直接訊きけばいいのだし、現に亜季は、そうしている。

　別の人間。小包を欲する、川崎兄妹以外の誰だれか。

　……岡おか野のさん？

　小包を欲している人間として最初に浮かんで来るのは、その名である。だが、相手が岡野であっても、やはり訊かれれば涼介は素直に応こたえただろう。

　……いや、違う。そうじゃない。そういう事じゃないぞ。

　根本的な事に、涼りよう介すけは気付いた。

　小包を持っているか、などと岡おか野のが訊きく筈はずがない。そういう発想をする筈がないのだ。

　小包は川かわ崎さき家の人間が川崎家の人間に宛あてて送ったものであり、涼介とはなんの関係もない。探すとすれば、川崎家をこそ探すべきなのだ。

　……いや、待てよ。

『お兄ちゃんの部屋、引っ搔かき回したの、あんたでしょう』

　涼介に向かって、亜あ季きはそう言ったのだ。昨日、涼介も亜季も、まだ川崎涼介の存在を受け入れていなかった時の事である。あの時はわけの分からない事が他ほかにもありすぎて、つい聞き流してしまったが、今にして思えば、あの台詞せりふには重要な意味があった。

　川崎家も、既に探索されたあとなのだ。

　間違いない。亜季や岡野以外にも、小包を探す何者かがいる。そしてその人物は、小包を手に入れるためには、手段を選ばない。

　だがなぜ、その事を亜季は言わないのだ。非合法な手段をとってまで小包を手に入れようとする人間がいる事を、なぜ涼介に教えなかったのか。

　気付いていない筈はない。亜季は知っている。知っていて黙だまっていたのだ。

　それはなぜか。涼介に言えないような事があるからか？

　面倒な事に首を突っ込むな。そう岡野は言っていた。という事は、岡野もまた知っている。小包の重要性を、そしてその危険性を知っているからこそ、涼介にあのような忠告をしたに違いない。

　面倒な事とはなんだ。川崎涼介はなにをしようとしているのだ。

　あの三人が言っていた、涼介に訊きたい事とはなんだ。本当にただの喧けん嘩かの仕返しのためだけに涼介を待ち受けていたのか。

　亜季の父親が入院中なのは偶然なのか。それどころか、川崎涼介は本当に事故死なのか。

　疑惑が疑惑を産んで行く。謎なぞが謎を呼び覚ます。得体の知れない冷たさが、涼介の背中を這はい上がる。

「……ちゃん。涼ちゃん!?」

　ふと気付くと、花はな枝えが涼介の肩を揺すっていた。

「ん……なに？」

「なにじゃないわよ。どうしたのよ、いったい」

　不安そうな表情で覗のぞき込んでくる花枝に、涼介は小さく首を振った。

「どうもしないよ。ただ……ちょっと、考え事してただけ」

　ひとつだけ、はっきりした事がある。

　川崎兄妹は、涼介を欺あざむいている。

　それだけは、間違いなかった。
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　今もどこかで誰だれかが見張ってるのだろうか。

　そんな思いにとらわれながら、涼りよう介すけは川かわ崎さき家の門をくぐった。

　得体の知れないなにかが進行している事は分かっていた。

　関かかわろうとは思わないし、関わりたくもない。できる事なら逃げ出したいところだが、川崎涼りよう介すけの存在が、涼介にそれを許さない。

　川崎家を訪れるべきかどうかについても、迷いはした。だが、涼介がサボタージュしたところで、川崎涼介がいる以上、結局は同じ事だ。

　それよりも、今なにが起きているのか、川崎涼介がなにをしようとしているのか、そして、亜あ季きがどんなつもりで涼介に対しているのかを、はっきりさせておきたい。涼介は、そう考えていた。だから今日も、約束通りに、川崎家へとやってきたのである。

「おはよ、浦うら和わくん」

　昨日と同じように、亜季が涼介を出迎えた。屈託のない、と表現できるような笑顔を浮かべている。

「……おはようございます」

　涼りよう介すけは軽く会釈して、家の中へと上がった。

　昨日と同じように亜あ季きは涼介を応接間へと誘いざない、昨日と同じようにコーヒーを淹いれてくれた。

「お母さんに疑われたりしなかった？」

「ええ……特には」

「ごめんね、面倒な頼み事しちゃって。ほんとに申し訳ないなって思ってるのよ、これでも」

「いいんですよ、そんな事は」

　涼介は、そう言葉を返し、心の中で付け加えた。

　……そんな事よりもっと申し訳ない事をしてるじゃありませんか。亜季さんは。

「そう言ってくれると、少しは気が楽になるけど」

　涼介は、熱いコーヒーをひと口啜すすった。

「調べ物は終わったんですか？」

「ん？　うん、まあね」

「いったい、なにを調べてたんです？」

「内緒」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら、亜季は言った。

　返答拒否の方法としては、なかなか巧妙だった。こういう言われ方をされては、更なる追及はし辛づらくなる。

　だが、今回ばかりは、簡単に引き下がるわけにはいかない。

「そんな意地悪しないで、教えて下さいよ。ロックを解いたのは僕なんですから、僕にだって、少しは訊きく権利があるでしょう？」

　内緒と言われれば尚なお更さら訊きたくなる。飽あくまでそのスタンスを保ったまま、涼介は食い下がった。

「お父さんの仕事の事だから、話したって別に面白くなんかないと思うわ」

「そんな事ないですよ。貿易の仕事の事とかって、わりと興きよう味みありますし」

　引かない涼介に、亜季は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな目付きを見せたが、すぐにその表情を消し、今度は軽く窘たしなめるような口調になった。

「駄目よ、駄目駄目。大した事じゃなくても会社の機密だもの。無む闇やみに話すわけにはいかないわ」

　どうあっても話すつもりはないらしい。

　涼介は、別の方向から攻める事にした。

「そうですか……それじゃ、仕方ありませんね。あ、でも、そういえば似たような事、岡おか野のさんも言ってましたね。小包の中に会社の機密が入ってるって」

「え……ああ、そうね。そういえば、そうだったわね」

「って事は、その小包に関する事柄だったんですね、きっと」

「さあ……どうかしら」

　曖あい昧まいに笑いながら、亜あ季きは口元をカップの縁ふちに隠した。

「そういえば、その小包の方はどうなったんです？　見付かったんですか？」

「まだ……だけど」

「なんでしたら、僕も探すの手伝いましょうか？」

「え、ああ、いいわよ、そんな事」亜季は慌てて手を振った。「そんな事までして貰もらっちゃ、申し訳ないもの」

「でも、どうせ、ここにいる間は僕も暇ですし……。それに、岡おか野のさんも気になさってるようでしたから」

「岡野……さん？」亜季の目が軽く見開かれた。「あの人に……会ったの？」

「ええ、昨日」

「どこで！」

　身を乗り出す亜季を、いかにも不思議そうに眺めやってから、涼介は答えた。

「すぐそこですよ。道路に出て少し行った所」

　亜季は眉まゆを寄せ、しばし黙だまり込んだ。そして、声のトーンをやや落とし、改めて訊たずねてくる。

「なにか言ってた？」

「ですから、小包が見付かったかどうかって話と、あとは……まあ、世間話ですね」

「世間話って？」

「そう言われても、世間話は世間話ですよ。……具体的にどんな事を訊ききたいのか言って貰えますか？　そうして貰えれば、僕も少しは答えやすいと思いますんで」

　涼介が困惑したような表情を作って見せると、亜季はいったん口を開きかけ、そして、

「……別に、なにが訊きたいってわけじゃないけど」

　ごまかすように言った。

「そう……ですか」

　涼介は、そんな亜季の様子を見ながら、もうひと押ししてみる事にした。

「それにしても……それじゃ、岡野さん、昨日はこの家には来なかったんですね。あそこまで来てたのに、なんで亜季さんに会わないで帰っちゃったんだろ……。どうしてだと思います？　亜季さん」

　涼介がじっと見詰めていると、

「さ、さあ、なんでかしら。あ、コーヒー淹いれ直してくるわね」

　そそくさと、亜季は応接間を出て行ってしまった。
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　……しぶといな。

　涼りよう介すけは、対面のソファに座る亜あ季きを眺めていた。

　動揺をおさめるためだろう、長い時間を掛けてコーヒーを淹いれ直して来た亜季は、応接間に戻って来て以降、ぼろを出してはならじとばかりに、気を張っているように見えた。

　涼介は、二杯目のコーヒーを手に、しばらく当たり障りのない話題のやりとりをしてから、頃ころ合あいを見計らって、再度の攻こう撃げきを始めた。

「そういえば、この間から、ちょっと気になってる事があるんですけど」

「……なにかしら？」

　さりげなさを装ってはいたが、亜季が身構えたのが、涼介には分かった。

「最初に亜季さんにお会いした時の事なんですけど、あの時、確かおっしゃってましたよね」

「……どんな事、言ったっけ」

「お兄さんの部屋の事ですよ。亜季さん、僕に言ったじゃないですか。お兄さんの部屋を引っ搔かき回したでしょって」

「そ……んな事、言ったかしら？」

「言いましたよ、確かに。あれはいったい、どういう意味だったんです？　ひょっとして、泥棒でも入ったんですか？」

「な、なに言ってるのよ。そんな事あるわけないでしょ」

　明らかに動揺している。

「そうですか？　それじゃ、なんで僕にあんな事、言ったんです？」

「え……っと、だから、それは……ほら、あれよ。お兄ちゃんの部屋が、あんまり散らかってたもんだから、それでちょっと、ね」

「じゃあ、散らかしたのは、お兄さん本人って事ですか？　普段から散らかってたって、そういう事なんですか？」

「そうそう、そうなのよ。ほんとに掃除とかしないんだから、困っちゃうのよね」

　亜季は何度も頷うなずいて見せた。

「でも……だったらなんで、あの時に限って、そんな事を気にしたんです？　いつも散らかってたんなら、別に不思議な事はないでしょう？」

「だから、それは……」亜季は口を噤つぐみ、やや不自然な笑みを浮かべつつ、涼介を見た。「そんなに絡まないでよ。あの時、疑うような事言ったのは謝あやまるから」

「別に絡んでやしません。ただ不思議なだけです」

「だから……あの時は私、ちょっと気持ちが不安定だったし、誰だれかに当たりたい気持ちだったのよ。あ、ほら、それに、あの時は私、お兄ちゃんの事知らなかったし、浦うら和わくんの事ひどい悪戯いたずらする人だと思ってたから、それで、つい」

「なるほど……そういう事だったんですか」

「分かってくれた？」

「ええ、まあ」

　涼りよう介すけが頷うなずくと、亜あ季きは小さく息を吐はいた。

「ところで、お兄さんの部屋、拝見させて貰もらってもいいですか？」

「え？」

「構いませんか？」

　涼介は繰くり返した。

「……どうして？」

「興きよう味みがあるからですよ。僕はまだ、お兄さんの事、よく知りませんし」

「あ……でも、お兄ちゃんがなんて言うかしら」

「でも、お兄さんだって僕の部屋には入ったんですから、おあいこでしょう？　それとも……ひょっとして、僕に見られてはまずいものでも、あるんですか？」

「な、なに言ってんのよ。そんな事、あるわけないでしょ」

「なら、構いませんね」

　返事を待たずに、涼介は立ち上がった。
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　八畳ほどの広さの洋間だった。窓際には大きめの机と椅い子す。壁かべ際ぎわにはベッド。枕まくら元もとに置かれた小さなテーブルにはステレオセットが置かれており、その上には大型のヘッドホンが載せられている。

　机のそばには本棚も置かれていたが、そこに収められているのは、大半がバイク雑誌だった。壁には、重なり合うようにしてコーナーを駆かけ抜けるライダーたちを映した、大きなポスターが貼はられている。

　……本当にバイクが好きなんだな。

　ひと通り部屋を見渡し、涼介は亜季を振り返った。

「散らかってなんかないじゃないですか」

「私が片付けたのよ」

　どこかぶっきらぼうに、亜季は応こたえた。

「ああ、そうだったんですか」

　涼介は頷き、再び室内へと目を戻した。

　壁かべのハンガーには、黒い革のジャケットが吊つり下げられていた。遺い影えいの中の川かわ崎さき涼りよう介すけが着ていたジャケットである。その隣となりには、同色のスラックス。どうやら揃そろいの物らしい。どちらも良い革がふんだんに使用されているらしく、重そうに垂れていた。かなり値段も張るのだろう。

　机の方も、綺き麗れいに片付けられていた。ガラス製の大きな灰皿の中に、封を切られた煙草たばこの箱と使い捨てのライターが置かれている。高校生だというのに堂々としたものだ。

　机の正面、窓際の壁に、一枚の写真がピンで留められてあった。並べて停とめたバイクの前に、四人の男が写っている。一人は川崎涼介、他ほかの三人も同年代の男だった。

「これは？」

「お兄ちゃんの友達よ」

「お兄さんって、ひょっとして、暴走族かなんかだったんですか？」

　その質問に亜あ季きは顔を顰しかめた。

「失礼な事言わないでよ。お兄ちゃんたちは『バイク乗り』なの。暴走族なんかと一緒にしないでくれる？」

「それって……どう違うんです？」

「全然違うじゃない。暴走族って言ったら、あっちこっち騒そう音おん立てて走り回ったり、いろんなとこに喧けん嘩か売って回ったり、人に迷惑掛けたり、そういう人たちの事でしょ。お兄ちゃんたちは、そんなのとは違うもの」

「だけど……僕の体で喧嘩したじゃないですか」

　涼介が反論すると、

「喧嘩を売るのと、売られた喧嘩を買うのは違うでしょ。そういう事よ」

　きっぱりと言われてしまった。

「……そんなもんですか」

　どちらも大差はないような気もするが、そんな事で亜季と議論しても始まらない。

「そうよ。……ああ、そうそう。ついでだから一応教えとくけど、もし浦うら和わくんが、どこかでその人たちに出会ったら、すぐ逃げた方がいいわよ」

「？　なぜです？」

「前にも言ったと思うけど、浦和くんって、お兄ちゃんのお通夜を目茶苦茶にしちゃったでしょ？」

「それは、僕じゃないですよ」

「まあ、そうなんだけど。とにかく、その席にその人たちもいたの。だから、きっとあなたの事許さないと思うわ。見付かったら、ぼこぼこにされちゃうかも」

「……勘弁して下さいよ」

　涼介は大きく息を吐はいた。
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「じゃ、好きなだけ見てて。私は、また調べ物に戻るから」

　そう言って、亜あ季きは部屋を出て行った。あるいは、涼りよう介すけにまた質問攻めにされる事を避さけたのかもしれない。

　……どうしようかな。

　机の前の椅い子すに腰掛け、涼介は考え込んだ。

　亜季の口を割らせようといろいろ試してみはしたのだが、亜季が真実を隠しているという確信が強まった以外には、収しゆう穫かくらしい収穫はなかった。

　……いっその事、昨日の事を教えてやろうか。

　涼介の家にも同様の泥棒が入ったと知れば、亜季もこれまでのように言い抜けるわけにはいくまい。

　だが、これまでの亜季の様子を見ていると、言い抜けできなくなれば、黙だまり込むだけのような気もする。

　噓うそを吐ついていると指摘して態度を硬化させるよりは、なんとかうまく誘ゆう導どうして口を滑らせるようにしむけた方が、効果的なように思えた。

　ただ問題なのは、誘導するためには、ある程度、状況を把握しておかなければならないという事である。今のままでは手持ちの材料が少な過ぎるのだ。

　ただひとつ、なんとなく分かったのは、亜季と岡おか野のの関係である。

　小包が『ただの小包』でない事を、亜季が認識しているのは間違いない。そして昨日の話振りからしても、岡野もまた、それを認識している事は明らかだった。

　だが、この両者は手を結んでいるわけではないようだった。競い合っているのか敵対しているのか、明らかに別行動を取っている。

　岡野の依頼を受けて、亜季が探し始めたのなら、こんな形になる筈はずがない。そのあたりに謎なぞを解く鍵かぎがありそうだった。

　それにしても、川かわ崎さき涼介なら、そのあたりの事は全すべて知っている筈なのである。なのに同じ体を持つ涼介にはまったく分からないというのが、どうにももどかしく、理不尽にも思えた。

　川崎涼介でいる間の記き憶おくが涼介にもあれば話は簡単なのだが、体は同じでも、二人は別個の存在である。記憶の『互換性』などありはしなかった。

　ポケットにレコーダーでも入れて、ずっと録音しておこうか。

　ふと、涼介は、そんな事を思った。そうすれば、川崎涼介の話す事も、川崎涼介に向けて亜季が話す事も、全て知る事ができる。

　だが、その方法には、難点がふたつあった。

　ひとつは、涼りよう介すけがいつ川かわ崎さき涼介になるのか分からないという点である。スイッチを早く入れ過ぎて肝心な時に録音時間が切れてしまっては意味がないし、かと言って、タイミングを見計らっているうちに交替してしまったら、レコーダーもただの箱に過ぎなくなってしまうだろう。

　難点のもうひとつは、より単純な事だが、そんな物をポケットに入れておいたら、すぐに川崎涼介に気付かれてしまうだろうという事だった。

　……なにか、いい方法はないのかな。

　涼介は焦り始めていた。

　亜あ季きも川崎涼介も、涼介の『味方』ではない。このまま放っておけば、取り返しのつかない事になりそうな気がしてならないのだった。
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「俺おれの部屋……だよな……」

　涼介は、ゆっくりと周囲を見回した。

　机にベッド、壁かべのポスター。間違いなく、見慣れた自分の部屋である。

　片付けたと亜季が言っていたが、確かに室内は綺き麗れいに整せい頓とんされており、あの茶髪に荒らされた痕こん跡せきは微み塵じんもなかった。

　荒らされた部屋を掃除してしまった事は、ある意味で不用意だったといえるかもしれない。少なくとも、警けい察さつの人間だったら、なぜ現場を保存しておかなかったと言うだろう。だが、部屋を片付けた時点では、亜季は浦うら和わの仕業だと思っていたのだし、仮に現場が保存されていたところで、警察の人間でもない涼介には、指紋を採取するといった方法が使えるわけでもない。とりあえず、文句を付けるような事ではなかった。

　……あいつ、今度はなにしてやがったんだろ。

　ノートが広げられているわけでもないから、昨日と違って、勉強していたというわけではなさそうだ。

　……ま、いいか。

　浦和がなにをしていようが、こうしてここにいてくれさえすれば、涼介は構わない。

　涼介は襟えり元もとのホックを外しながら、例によって腕時計を確認した。

　一〇時五二分。

　従って、今回のタイムリミットは午後六時頃ごろまで、という事になる。しかし、

　……昨日は妙に早かったよな。

　その事が涼介の気に掛かっていた。昨日、涼介が涼介になったのは、一二時四〇分頃。従って夜の八時頃までは、涼介は涼介でいられた筈はずなのである。なのに実際には、夕方あたりで切り替わってしまっていた。一昨日おとといは調べ物に没頭していた最中だったから時間感覚が少しあやふやだったが、今思えば、あの時も七時間には少し足りなかったような気がする。

　……毎回必ず七時間と決まってるわけでもねえみてえだな……。

　机の上の灰皿を引き寄せつつ、涼りよう介すけは思った。

　機械仕掛けの体というわけでもないのだから、毎回計ったように同じ時間と考える方が間違いなのかもしれない。しかし、涼介でいられる時間の長さにぶれがあるとすると、少し話が面倒になりそうだった。この時刻までは大丈夫と、のんびり構えてはいられなくなるからだ。

　涼介は煙草たばこの箱を取り上げ、何日か振りの、その一本を口にくわえた。使い捨てのライターで火を点つけ、深く煙を吸い込む。

　その途端、

「ぐはっ、げほげほ、がへっ」

　喉のどが灼やけ付き、涼介は激しく咳せき込んだ。

「ど、どうしたの？」

　廊下を駆かける足音がして、亜あ季きが戸口から顔を覗のぞかせた。

「なにやってるのよ、浦うら和わくん？」

「馬ば鹿か、俺おれだ」

　咳き込みながら、涼介は亜季を睨にらんだ。涙が滲にじんで来ているのが、自分でも分かった。

　亜季は、涼介の指に挟まれた煙草を見て、それでなにが起きたのか理解したらしい。

「馬鹿ねえ。浦和くんの体でそんな事したら、そうなる事くらい分かるでしょうに」

「うっかりしたんだよ」

　胸がむかむかする。こんな事は、中学の時、初めて煙草を試した時以来だった。

　涼介は、灰皿の底で力任せに煙草を捻ひねり潰つぶし、亜季に向き直った。

「で」

「で？」

　亜季はきょとんと繰くり返す。

「それでなんか進展はあったのかって訊きいてんだよ」

　涼介は亜季を睨にらみ付けた。

「なに一人で勝手に怒ってんのよ」亜季は苦笑しながら、ベッドの端に腰を下ろした。「進展ってほどの事はないんだけど……それより、ちょっとまずい事になったわ」

「まずい事？」

　亜季は頷うなずき、声を潜ひそめるようにして言った。

「浦和くんが、なんか感付いてるらしいの」

「……なにをだ？」

「なにをって事じゃないと思うんだけど、いろいろしつこく訊いて来るの。なにを調べてるんだとか、お兄ちゃんの部屋が荒らされたのはどうしてなんだとか。いちいち理詰めで来られるから、困っちゃった」

　それで、浦うら和わはこんな所にいたのだろうか。なにか手掛かりになりそうな物でも探すために。

「そりゃあ仮にも奴やつは東ひがし高こうだからな。頭の回転も速ぇんだろうよ」

　皮肉な口調で涼りよう介すけは言った。偏差値の高さが『頭の良さ』とイコールではない事ぐらい、勿もち論ろん、涼介も知っている。

　しかし、なにか感付くにしても、それなりの切っ掛けというものが必要な筈はずだ。

「お前、なにか口を滑らせでもしたのか？」

「そんな事ない……筈だけど」

　今ひとつ自信なさげな亜あ季きだった。

「なんにしても、今、奴に背かれるわけにゃいかねえ。うまい事手綱を操っといてくれねえと困るぜ」

「うん、分かってる……あ、それから、浦和くんが、気になる事言ってたんだけど、昨日、岡おか野のさんに会ったって言うのよ、浦和くん」

　涼介は眉まゆを寄せた。

「……どこで」

「すぐそこだって」

　亜季は窓の外を示した。

「この家を見張ってたって事か？」

「多分ね。うちには来なかったんだから」

　この家を訪ねに来る途中で浦和に会ったわけではない、という事だろう。

「しかし……ちょいと妙だな」

　岡野がこの家を見張るのは分かる。岡野が小包を手に入れていない以上、そして亜季が小包を見付ける可能性がある以上、見張るのは当然の事だ。

　だが、岡野自身がそれをする理由が分からない。手下を使えば済む筈の事だからだ。現に一度は、この部屋を探索するために、あの茶髪を使っている。

「お兄ちゃん」

　叱しかり付けるような亜季の声が聞こえた。

「ん？」

　涼介は亜季を見、その視線が自分の手元に向けられている事に気付き、そこでようやく、自分の手にライターがある事に気付いた。いつの間にか、唇には煙草たばこをくわえている。

「一度やって懲こりたんじゃないの？」

「分かってるよ」

　涼介は煙草をむしり取り、灰皿ごと机の向こうへと押しやった。習慣とは恐ろしい。まったくの無意識でやっていた事なのだ。

　かちん。

　その時、灰皿の向こうで、硬質の音が聞こえた。押しやった拍子に、灰皿が、向こうにあったなにかにぶつかったのだ。

「……なんだ、これは」

　涼りよう介すけが、持ち重りのする棒状のそれを取り上げた。一〇センチほどの長さがある。

「ナイフでしょ」

「な事ぁ分かってる。どうしてこんな所にあるんだって訊きいてんだ」

「しまうとこがなかったから」

「馬ば鹿か」

　握りの端にある突起を親指で押すと、かしゅんっという擦さつ過か音おんと共に、銀色の刃が勢いよく姿を現した。飛び出しナイフ。今ではご禁制となっている品だ。

　……間違いない。あいつだ。あの茶髪野郎のだ。

　三日前の、この部屋での出来事を、涼介は思い出していた。茶髪が涼介に切り掛かり、そして叩たたき落とされた、あの時のあのナイフである。

　手の中で転がしながら、ナイフを検分している涼介に、亜あ季きが訊いてきた。

「ひょっとして、それって、お兄ちゃんのじゃないの？」

「当たり前だ。あんまり兄貴を見くびるんじゃねえ」

　喧けん嘩かは素手でするものである。得物を持つのは邪道だし、刃物となれば尚更だ。

「じゃあ、ひょっとして、それはこの部屋を調べてた人の……？」

　ようやく亜季も、そこに思い至ったらしい。

「そういうこったな。肝心な証拠を今まで見落としてたぜ」

　涼介は、にたりと笑った。

　その涼介の表情に、亜季が首を傾かしげた。

「だけど……それだけあったってどうしようもないんじゃないの？　まさか持ち主の名前が書いてあるわけじゃないんでしょ？」

「名前はねえが、似たようなもんならある。……見てみな」

　涼介は、握りの端に刻まれた、赤い文様を、亜季に示した。小さな楕だ円えんがふたつと、その下には妙にぎざぎざした輪が刻まれている。素人の手になるものらしく、下手へたくそな彫刻ではあったが、それと知る者が見れば、牙きばを剝むく龍りゆうに見えなくもない。

「なんのマーク？」

「沙さ羅ら瞞まん鑼どらだ」

「さらまんどら？」

「ああ、そうさ。最低の馬鹿野郎どもだよ」

　涼介は吐き捨てるように言った。




　沙さ羅ら瞞まん鑼どらは構成員二〇人余りのグループである。公道を我が物顔で走り回り、気に入らない者には集団で襲おそい掛かる。はぐれ者同士での喧けん嘩か沙ざ汰たならばまだ可愛かわいげもあるが、連中の場合はそうではない。真面目まじめにやっている連中に因いん縁ねんを付け、袋ふくろ叩だたきにした上で金を巻き上げるのだ。噂うわさによると、ドラッグの売人めいた真似まねまでしているという。連中は既に『不良』ではない。『犯罪者』だ。未成年を楯たてに取って好き勝手な事をやっている分、やくざより性質たちが悪い。

　首領の名は広ひろ長なが。一九〇センチ近い身長と、それに見合った肉付きを持つ大男である。噓うそか本当か知らないが、バイクを一台、頭の上まで持ち上げた事があると噂される、文字通りの化け物だ。

　涼りよう介すけも一度だけ、広長とやり合った事がある。うるさくちょっかいを掛けて来る沙羅瞞鑼に、相応の礼をもって応こたえてやったのだ。雑魚ざこどもを北きた澤ざわたちに抑えさせ、一対一でやり合ったのだが、その時、涼介は、広長の化け物振りを、身をもって思い知ったのである。

　負けはしなかったが、勝てもしなかった。パトカーの乱入があって、その時の勝負はうやむやに終わったが、あのまま続けていたら、おそらく無事には済まなかっただろうと自分でも思う。

　北澤から見てもそれは同じだったようで、

「どうしてもタイマン張りたきゃ、今度はバイクの腕で勝負するんだな」

　そう言っていた。




「そうかい。そういう事かい……。あいつらが絡んでやがったのか……。あの馬ば鹿かどもが、親父おやじを病院送りにしやがったのか……」

　拳こぶしを固める涼介を、亜あ季きが、どこか不安げな目付きで見詰めていた。

「どうしたの、お兄ちゃん……。なに笑ってるのよ……？」

　笑ってる？

　亜季に指摘されるまで、涼介はそれに気付かなかった。

　……そうさ、そうだよ。俺おれは笑ってる。

　霧きりに包まれたようなこれまでの状況が、ようやく打破されたのである。沙羅瞞鑼という明確な目もく標ひようが与えられたのだ。これが嬉うれしくないわけがなかった。

　……見てやがれ、広長。手て前めぇのしてくれた事の報いを、存分に思い知らせてやる。

　涼介は、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。
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「亜あ季き。電話を掛けろ」

　涼りよう介すけは命じた。

「電話って……誰だれに？」

　ベッドに腰掛けたまま、亜季は怪け訝げんそうに涼介を見上げている。

「北きた高こうだ。長谷はせ部べを呼び出せ。あいつなら沙さ羅ら瞞まん鑼どらの溜たまり場を知ってる。俺おれが奴やつに直接、奴に訊きくわけにはいかねえんでな」

　涼介の仲間うちで、もっとも単純かつ血の気の多いのが長谷部である。だが、単純な人間は他人に信用されやすいのか、意外に顔が広い。そのため、情報収集は専もつぱら長谷部の役回りとなっていたのである。

「でも……学校にいるとは限らないんじゃ……」

　亜季がわざわざそんな事を訊くのは、長谷部が真面目まじめとはほど遠い高校生である事を知っているからだろう。

「いるさ。特別な用事がない限り、学校にはちゃんと行ってる筈はずだ。真面目に授業を受けてるかどうかまでは保証できねえがな」

「分かった。じゃあ、とにかく、電話してみるね」

　亜季は頷うなずき、そして立ち上がった。




　長谷部が向こうの電話に出るまでは、しばらく時間が掛かった。どうせ屋上か、さもなければバイク置き場にでもいたのだろう。

「あ、長谷部くん？　私。亜季だけど……え？　ああ、うん、大丈夫。うん……うん……ごめんね、心配掛けちゃって……もうしばらくしたら、ちゃんと学校にも行くから……うん……うん、分かってる」

　どうやら、長谷部は、亜季の近況について、なにかと気を回しているらしい。

　……いつまでもそんな話してねえで、早く本題に行け。

　涼介が背中を小突くと、亜季はちらりと涼介を睨にらみながら、

「それで、今日はちょっと長谷部くんに訊きたい事があって電話したんだけど……長谷部くん、沙羅瞞鑼って知ってる？　……うん、そう、多分それ。それでね、その人たちの溜たまり場みたいなとこって知ってるかなあ？　……え？　ううん、そんなんじゃないわよ。ただちょっと気になっただけ。……うん、ほら、あの、お兄ちゃんの荷物片付けてたら、そんな名前が出て来たから、ちょっと気になって。……うん、そうよ。そう。……じゃあ、教えてよ。……え？　『アラバスター』？」

　亜あ季きが、涼りよう介すけを見る。知っているかと訊きいてきたのだ。

　涼介は頷うなずいて返した。

　駅の裏手の、少々さびれた通りにある喫茶店だ。実際に入った事はないが、何度か前を通った事はあった。

「うん、分かったわ。……え？　大丈夫だって。そんな事しないわよ。……うん、分かってる。……いいって。大丈夫。長谷はせ部べくん、授業があるんでしょ？　駄目よ。ちゃんとお勉強しなくちゃ。……それじゃ、ごめんね、いきなり呼び出したりして。……うん、ありがと。お陰で助かったわ。じゃあね」

　亜季は受話器を置くと、ふうっと息をついた。

「長谷部の奴やつ、一緒に行くとでも言いやがったか？」

「うん……なんであんな連中に興きよう味みを持つんだ、なんて訊かれちゃった」

「だろうな」

　涼介が長谷部の立場でも、やはり同じような反応をするだろうと思う。真っ当な人間がかかわっていいような相手ではない。

　いずれにせよ、場所は分かった。あとは行動あるのみだ。

「じゃあ、行くぞ、亜季。出掛ける準備をしろ。……と、その前に。お前、今、手元に幾らある？」

「え？」

　質問が唐突だったためか、亜季はきょとんとした表情で涼介を見た。
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「たっかぁい」

　値札をひと目見て、亜季が呆あきれたような声を上げた。

「そりゃまあ本革だから、値も張るさ。……足りるか？」

「足りる事は足りるけど……。でも、わざわざ買わなくたって、こういうのだったら、お兄ちゃんの部屋にあるじゃない」

　封筒から取り出した一万円札を数えながらも、亜季は不服そうだった。

　涼介が亜季を連れて来たのは、行きつけのバイクショップだった。かなり大きな店で、ヘルメットや工具は勿もち論ろん、チューン用の部品をはじめ、革のつなぎやジャケットといった類たぐいの物まで、豊富に取り揃そろえられている。

「サイズの合わねえジャケットじゃ、戦せん闘とう力りよくが落ちるからな。それに」涼介は、亜季が手にしていた封筒に、視線を移した。「そいつぁ香典だろ？　って事ぁ俺おれが貰もらった金じゃねえか。どう使おうと俺の勝手だ。文句言うんじゃねえ」

「あのねえ……」

　亜あ季きはなにか言い返そうとした様子だったが、途中で諦あきらめたように口を噤つぐんだ。

　いったんレジで代金を払ってから改めて試着室を借り、涼りよう介すけは購こう入にゆうしたばかりの『戦せん闘とう服ふく』に着替えた。

　上下揃そろいのジャケットとスラックスである。どちらも本革製で、艶つややかな漆黒だった。ちょうど涼介の部屋にあるものの縮しゆく小しよう版ばんといったところだ。選んだ人間が同じなのだから、選ぶ物も似たような傾向になるのは、当然と言えば当然である。

　転倒した際のダメージ軽減を考えて作られた衣服のため、上下共、頑丈のひと言に尽きる。肩、肘ひじ、膝ひざの各部にはプロテクターも縫ぬい込められていた。

　ダメージ軽減を第一に考えるならば、レーサーが着用するようなつなぎが一番である事は確かだが、それでは喧けん嘩かの際に動きが窮きゆう屈くつ過ぎるし、第一バイクを降りた時に様にならない。というわけで、涼介は昔からセパレートタイプを愛用していたのだった。

　ジャケットとスラックスをきっちりと着付け、涼介は次にブーツを履はいた。これもライダー用の頑丈な物だ。色も勿もち論ろん、漆黒で統一している。

　そしてグローブ。これは自由な動きを確保するために、指先の出ているタイプを敢あえて選んだ。色は焦げ茶しかなかったが、全部が全部真っ黒でも面白くないから、まあ、いい事にしておく。関節部にリベットが埋めてあるのが、少し卑ひ怯きような感じだったが、使う体が体である。このくらいのハンディは貰もらってもいいだろう。

　全すべての装備を終えると、全身が引き締しまるようだった。両肩にのし掛かるジャケットの重みが、なんとも頼もしい。

「あら、結構いけるじゃない。浦うら和わくんも」

　試着室を出ると、亜季が見直したように言った。

「中身がいいからさ」

　涼介は、にやりと笑い、それまで着ていた衣服一式を、亜季に渡した。浦和の制服ではない。あのままでは目立つので、家を出る際に、一度着替えておいたのだ。

　亜季は、受け取った衣服を店から貰った紙袋の中にしまい、両手で抱えた。

「さて、じゃあ出陣と行こうか」

　涼介は亜季を促した。




　とはいえ、勿論、亜季まで『アラバスター』に連れて行くつもりはない。

「お前はここで待ってろ」

　駅のそばにある有料駐ちゆう車しや場じようにバイクを乗り入れると、涼介は脱いだヘルメットを亜季に押し付けた。

「駄目よ。私も一緒に行く」

「それこそ駄目だ。ただでさえこの体なんだぞ。これ以上、足手まといを増やすな」

「だけど、もし途中で浦うら和わくんになっちゃったらどうするのよ。私がいないと困るでしょ？」

「心配するな。俺おれになってから、まだそうは時間が経たってねえ。さっさと片付けて、浦和が戻って来る頃ころにゃ、家に戻ってるさ」

　涼りよう介すけでいられる時間の長さの不規則性が少し気にはなったが、今回、涼介が涼介になってから、まだ三時間も経ってはいない。『アラバスター』での用件に多少手間取るような事になっても一時間とは掛からないだろうから、充分間に合う筈はずである。

「だけど……」

「分かったな」

　ぎろりと睨にらんでおいてから、涼介は駐ちゆう車しや場じようをあとにした。
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。２作目となる『タイム・リープ あしたはきのう』で大ブレイクした新進気鋭の作家。
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イラスト／衣きぬ谷たに 遊ゆう

大酒吞みにして良きパパの人気作家。代表作に『エンジェルアーム』（電撃コミックスＥＸ）、『リヴァイアサン』（電撃コミックガオ！）、『ＡＭＯＮ デビルマン黙示録』（マガジンＺ）がある。
















この作品は１９９９年４月に小社より単行本として刊行されました。
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